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序章　皇歴２１６年某日～ゾラ港にて～







「この身は全すべてあなたの為ためにあります。グラウスタンディアの為ためではなく――ユースティナ様一人の為ために」

　クロム・ジャレットは皇女ユースティナを前に傅かしずき、深く頭こうべを垂れた。

　それは他でもなく忠誠の証あかしであり、皇女に対する最大の敬意でもあった。

　ユースティナは目に溜ためた涙なみだを堪こらえるように、きつく口くち許もとを結ぶ。

　そして薄うすく微ほほ笑えむと手て袋ぶくろを外し、その手をクロムの前に差し出した。

　彼かれはユースティナの手を取ると、忠誠の誓ちかいを立てる騎き士しのように、その手の甲こうに唇くちびるを当てた。

　それはクロムが寄せるユースティナへの忠誠であり、そしてユースティナがクロムに寄せる信を証明する為ための誓い。

「のう、クロムよ」

　だからユースティナは彼に問うた。

「どうしてクロムは私にそこまで尽つくしてくれるのだ？　死をも恐おそれず、一いつ介かいの皇女である私の為ために身を賭としてくれる？」

　顔を上げたクロムを上じよう弦げんの月が照らし出す。

「絶望に沈しずみ、答えを導き出す事の出来なかった僕ぼくを救ったのはあなたです」

　ユースティナは不思議そうに首を傾かしげる。

　彼かの女じよに自覚はないのかもしれない。彼女は当たり前の事のように自分を救い上げてくれたのだから。

　特別な事無く、ただクロムが生きている事を祝福してくれたのだから。

　彼女に生きる事を許された五年前――。

　そこから自分は初めて生き始める事が出来た。死者でも生者でもなく、ただ漂ただよい続けた少年の日々を終わらせてくれた。

　だから今は多くを語るつもりはない。何な故ぜなら既すでに彼女は知っている筈はずだから。

　全てを呪のろい、生きる事も死ぬ事も捨てた十五年前の事を、この世界で唯ゆい一いつ彼女には話したのだから――。

「私がクロムを救ったのか？」

「はい」

　しかし彼女は狐きつねに抓つままれたような顔をして首を傾げる。

「私がクロムに何をしたというのだ」

　そう問い返す彼女にクロムはあの日の恩を返すような気持ちで微ほほ笑えんだ。

「あなたは……僕の為ために笑ってくださいました」

　それでもやはりユースティナはわからないという顔をしていた。

　そういう反応をする事をクロムはなんとなくわかっていた。でもこの言葉が一番本当の事である、という思いがあったから、だから他に言い替かえようがなかったのだ。

　彼女が自分の為ために笑ってくれたあの日、自分はもう一度この世界に生まれたように思う。

　十五年前のあの日に止まった時間を、再び動かせたのは彼女なのだから――。







第一章　失ったもの







　目が痛くなる程ほどの緑の波。

　虫や鳥の鳴き声。

　獣けものの足音。

　７歳さいのクロムにとって、それが世界の全てだった。

　遠方へと連なる深く険しい山々の中で、家族と共に過ごし、家族と共に成長する。クロムは生まれた頃ころからそうして過ごし、それがつまり、生きるという事だとそう思い暮らしてきた。

　ジャレット山は他の山と比べると標高が高く、人の暮らしには向かない、と父は言っていた。だが両親と妹以外の人を近くで見た事のないクロムにとってはピンとくる話ではなかった。むしろ、それならどうしてそんな暮らし辛づらい場所に住むのだろう。そう思っていた。

　その事を聞くと父は不ふ機き嫌げんそうに口を閉ざしてしまう。後で母がそっと、

「私たちは疎そ斥せき衆しゆうだから」

　と教えてくれたが、ソセキシュウという物が何なのか、クロムには皆かい目もく見当もつかない。そんな様子を察して、母は昔話でもするように語ってくれた。

「山には厳しい戒かい律りつがいくつもあるの。山の暮らしは厳きびしいからね。一人が掟おきてを守らなかったせいで、山の民たみみんなが死んでしまう事もある。だから掟は重要なの。疎そ斥せき衆しゆうって言うのはね……そんな戒律を破ってしまった人の事を言うのよ」

　山の民は集団で行動する。

　そうでなければ山では生きていけないのだ。

　農耕を主とする里の民に対して、山の民は猟りようで身を立てている。農耕は不作の年などがあっても、それでも猟に比べれば安定した食を保証された営いとなみである。

　それに対し、猟は山の動物が獲とれなければ、すぐに困こん窮きゆうする。

　しかも山の獣は獰どう猛もうで、手痛い返り討うちを食くらう事すらある。

　だから山の民は集団を作り、食糧を分け合って生きているのである。

「じゃあ母さんと父さんは、掟をやぶったの？」

　そう問いかけると母は少し悲しそうな顔をした。そんな顔をされては好こう奇き心しんが旺おう盛せいなクロムもそれ以上問う事が出来なかった。だから父と母が何をして、山の民たちから距きよ離りを置いて生活しているのか、クロムにとっては積せき年ねんの謎なぞであった。

　その時はそんな母の横顔に、思わず息を呑のんでそれ以上問えなかった。だが、月日が過ぎるとまた好奇心の方が膨ふくらんできた。気になったら聞かずにいられないのは、クロムが心無い少年だったからではない。生きる為ためにあらゆることを吸収し、育はぐくむ時期にあるクロムがその疑問を口にしてしまうのは当然の事とも言えた。

「……ねえ父さんはどんな掟を破ったの？」

　だが、それでも子供の質問は大人にとって時として残ざん酷こくでもあった。

　父は小さく溜ため息いきを吐つく。

　足を止め肩かたに担いだ矢や筒づつを降ろすと、クロムに向かい口を開いた。

「母さんはな、海の民なんだ。海の民と山の民は一いつ緒しよになってはいけない」

「なんで？」

「さあな。遠い遠い昔からの決まり事だ」

「それで僕らはソセキシュウにされちゃったの？」

「そうだ」

　母が海の民である事がどうしていけないのだろう。

　海の民の何がいけないのだろう。

　疑問は尽つきなかった。

　そう言った意味では理り不ふ尽じんな気持ちにすらなった。だから咄とつ嗟さにそれらの疑問を口にしようとすると、遠くから自分を呼ぶ幼い少女の声に遮さえぎられた。

「おにいちゃ～ん」

　そちらに目を移した時には、クロムの頭の中からはもう先ほどの疑問は消えていた。

「………リュリュ」

　年の頃は５歳程ほどの幼女は、覚おぼ束つかない足元も顧かえりみずこちらに向かって全力で駆かけてくる。

「おい、リュリュ、危ないぞ！」

　クロムが注意した途と端たんに、リュリュは小さな石に躓つまずく。そのままステンッと転がり、

「うぐ………ぐう……うあ～ん！」

　泣き出してしまう。

　クロムは急いで駆け寄ると、リュリュを立たせながら、服についた泥どろを払い落としてやった。そんな睦むつまじい兄きよう妹だいの様子に父は目を細めていた。

　山の暮らしは里の者からすればそれは厳しいものだ。だが生まれながらにして、山の中で育ったクロムにはそれが当たり前の事で、特別に苦しいと思う事はなかった。

　当然ながら安定した猟が出来ない時はひもじさに喘あえぎ寒さに震ふるえた。だが家族四人で一緒に耐たえるのは嫌いやではなかった。父がいて母がいて、そして妹がいる。そんな中ではどんな空腹が襲おそってきても食糧を分け合い、共に乗り切ろうという連帯感があった。

　そういう空気を、クロムは幼いながらも、どこかでとても愛いとおしいものだと感じていたのだ。

「もうすぐご飯だからね」

　住すみ処かである岩屋に帰るとやさしい笑え顔がおの母は甲こう羅ら団どん栗ぐりの粉でパンを作っていた。

　妹のリュリュは諸もろ手てを上げて、

「やったー」

　と喜び走り回る。狭せまい岩屋の中で走り回ると埃ほこりが舞まうので、クロムは走り回るリュリュを抱だき上げてあやした。それはそれでリュリュにとっては遊んでもらえると思ったようで、またキャッキャッと笑い声を上げる。

　父はそんな様子を眺ながめながら、今日獲とってきた獲え物ものの皮を剥はいで天てん井じように吊つるした。

　当たり前のような毎日。こんな毎日を繰くり返して、いつか父や母のようになっていくのだ。クロムは漠ばく然ぜんとそう考え、それを誇ほこりに思い、そして夢見ていた。幸せであるという特別な実感ではなく、ただ当然の日々なのだと思っていた。

　異変が起こったのはその年の秋口の事だった。

　それまで山で獲とれていた獣が急に獲れなくなったのである。

「……いかんな。冬を越こす前に、もう少し備び蓄ちくを増やさなければ」

　苦い顔をする父に、母は小さく笑って返す。

「四人が無事、冬を越せるなら、ひもじくたって構いやしませんよ」

「……すまんな」

　そう言った父の顔には、どこか抜ぬき差しならないものがあった。

　クロムはそれを敏びん感かんに感じ取り、次の日父と共に出た猟でそれとなく話した。

「父さん、冬を越すには後どれくらい猟をすればいいのかな」

「……そうだな。鹿しかや猪いのししが二頭も獲れれば十分だろうが……しかし山がすっかり静かになっている。いるのは鳥ばかりだ」

　見上げると上空には黒い鳥ばかりが翼つばさをはためかせていた。

　山は静かで、鳥の鳴き声と羽音だけが耳に届いた。どこか不ふ吉きつな気持ちになる。

「父さん、別の山まで行こう」

　すると父はただ首を横に振ふった。

「ダメだ。疎そ斥せき衆しゆうは、他の山の民の猟りよう場ばを荒あらしてはならない」

「でも、このままじゃ……」

　せがむようにクロムがそう言うと父は少し考え、

「里の近くの山なら、どうにかなるかもしれんな」

　と言った。クロムはそこで猟が出来るのならと思い、父の背を追って里に近い山へと向かった。どうにか兎うさぎを二羽わ仕留め背に担かついでいると、眼下に不思議なものが映った。

　遠く里の向こうに伸のびる街かい道どう。

　そこには長ちよう蛇だの人の列がどこかに向かっていたのだ。

　クロムは初めて見るその光景に、思わずぼんやりとしてしまう。これ程ほどのたくさんの人間を見たのは初めての事だったからだ。

　すると父もそれに気が付いたのか、クロムの隣となりにやって来ると口を開いた。

「軍隊だ」

「軍隊？　それって前に父さんが話してた兵隊さん？」

「そうだ。あの旗はリジア宗しゆう旨し国家だな……どうやら里はまた戦乱が近づいているらしい」

「どうして？」

「……さて。もしかしたら、山の獣が獲れないのと同じように、里でも農作物が取れていないのかもしれない」

「それで戦争になるの？」

「ああ、食い物がなくなると、それを取りあう。戦争は昔から飢き饉きんで起こるものだ」

　幼いクロムはそれを、腹が減って気が立ってケンカになるのだろう、と解かい釈しやくした。

　腹が減ればむしゃくしゃするものだ。

　その程てい度どにしか想像できなかった。それは、クロムには戦争というもの、そして人が死ぬという事を明確にイメージ出来なかったからに他ほかならない。ただ父がその隊列を少し悲しげに見つめていたのが気に掛かかっていた。

　この日は兎以外の獲物は獲れず、クロムは父と共に母と妹が待つ岩屋へと戻もどった。

「……あれ」

　異変は岩山を登っている最中に感じた。

　それは父も同じで、その顔は既すでに緊きん張ちように溢あふれ身体は臨戦態勢となっている。

　山の上に多くの何者かの気配が蠢うごめいていたのだ。

　人か……それとも獣か……。

　この距離ではわからない。

　ただ何かがいる。

　それもかなりの数の……。

　クロムは山やま刀がたなに手を掛けた。

　そして気配を殺し、父と共に岩屋へと近づいていく。

　適切な距離を取りながら、岩の陰かげから岩屋の前に広がる庭に目をやると、そこには獣の皮を被かぶった無数の人間の姿があった。

（いったい何が……）

　そう思い、目を移す。その時目に飛び込んできた物に、クロムは一いつ瞬しゆん息が止まった。

　そこには血を流し倒たおれた母の姿――。

　頭の中が真っ白になった。

　そんなクロムの肩を、父が落ち着かせるかのように強く掴つかんだ。

「――父さん」

「静かに」

　父の顔は冷静だった。

　だが瞳ひとみの奥おくには燃え滾たぎるような闘とう志しがある。

　それだけで、父がどれ程ほどに怒おこり、そしてそれを制せい御ぎよしているのかをクロムは理解した。

　これ程の事が出来る人間がいるのかと、驚きよう愕がくに身を震わせた。

　そして獣の皮を被った者たちの一人が高らかに声を発した。

「出て来い！　もう一人子供がいるのであろう！」

　どうやらあちらが、自分たちに気付いているのは明白なようだ。

　その時。クロムの耳じ朶だに今、最も聞きたくない声が聞こえた。

「おに～ちゃ～ん！」

　それは紛まぎれもなく妹のリュリュの声だった。

　姿が見えなかったから、逃にげおおせたのかと僅わずかな期待をした。だが５歳の彼女が逃げられるはずもない。冷静に考えればわかる事だ。

「この子供を殺されたくなかったら、すぐに出て来い！」

　そう叫さけぶ山の民の言葉に、隣で父が歯は軋ぎしりをするのがわかった。

　そして父はこちらに向き直ると、小さく笑って見せた。

　クロムはその笑顔が怖こわかった。父が何かを覚かく悟ごしている。

　それが手に取るようにわかったからだ。

「いいかクロム。しっかり覚えておくんだぞ」

　はい、と返事をしたつもりだったが声は出なかった。

「自分が大切だと思ったものを見つけた時は、全力で守るんだ」

　やめてよ。そう言いたかった。そんな遺ゆい言ごんみたいな言い方しないでくれよ。震える喉のど元もとまで出かかるクロムの声を待たず、父は最後に、

「それだけでいい。それだけを覚えておくんだ」

　そう言うと岩陰を飛び出した。同時に山刀を抜き放ち、山やま肌はだを狼おおかみのように駆けた。

　まるで獣のように現れた父に山の民たちは一瞬怖おじ気けづき後ずさる。

　父は彼らの前まで行くと、闘気を漲みなぎらせ、しかし冷静な声こわ色いろで対たい峙じした。

「お久しぶりです、山長」

「ふん……ぬしに山長と呼ばれる筋合いはない」

　その老人は決して怯ひるむ様子もなく、父を見み据すえて吐き捨てるように言う。

　だが父もそこで引くような様子はない。

「それでも、この事態は由ゆ々ゆしき事と存じます。我らは掟に従い疎そ斥せき衆しゆうとしてこの山に住み、他の部族の猟場を荒らすことなく生きてきました。何な故ぜ今になって、このような事を……」

　そんな父の言葉を山長は大声で断たち切った。

「山の神がお怒りである！」

　刹せつ那なの間の睨にらみ合い。

「山中の獣が軒のき並なみ姿を隠かくした。どうやら山の神は、我々に贄にえを要求しているようなのだ」

　その言葉を聞いた瞬間に父の目は戦人の様に明らかに燃え盛る。

「……山長。空そら子こを出す気ですか？」

　すると山長は苦い顔をしながら卑ひ屈くつに笑った。

「仕方あるまい。それも山の掟。山の神のおぼしめし……」

「山の神は既すでに、グラウスタンディアによって滅めつせられたではないですか！」

「うるさい！　山の神は我々の中におるのだ！　だからこうして贄にえを欲ほつするように獣が消えたのではないか！」

「…………うちの子に手出しはさせん！」

「さて、それはどうかのう？」

　そう言った山の民の手には泣きはらしたリュリュの姿があった。

　山の民は手にした山やま刀がたなをリュリュの首元に当てる。

「………ぅぅ……おとう……さん……」

「リュリュ」

　山長はゆっくりと父の前に出ると笑えみを浮うかべた。

「余計な事はするな。さもなくば娘むすめを空そら子こにやるぞ」

「やめろ！」

　怒りに猛たける父の怒ど声せいが山に響ひびき渡わたる。

　クロムはその様子を見ている事しかできなかった。

　足が震え、ただただ恐きよう怖ふに苛さいなまれ、どうする事もできなかったのだ。

　父はジッと山の民とにらみ合いを続けている。

　自分に出来る事は何かないか。クロムは必死で頭の中を掻かきまわした。

　しかし何一つ打開の案が出てくる事はなかった。

　そうしている間にも山の民は父に要求を突つきつける。

「山刀を置け！」

「ガキがどうなってもいいのか!?」

　リュリュの首に山刀の刃は先さきを当て山の民は騒さわぎ立てた。それでも動かない父に、山の民は罵ののしりの言葉を投げつけながら、リュリュの首の表皮に山刀を這はわせる。

　薄く切られた表皮からは信じられない程の血液が流れだす。

「おとーさん！　おとーさん！」

　リュリュが大声を上げて泣いた。恐怖と痛みに、泣き声が山中に木こ魂だまする。

　子供が傷つけられる姿に堪たまらなくなったのか、父は目を瞑つぶるとそのまま山刀をその場に落とした。だがそれを合図にしたかのように、山の民は一いつ斉せいに父に向かって襲い掛かる。

「あっ！」

　クロムが叫んだ時には父の頭は山刀で二つに割られていた。そして次の瞬間には山の民の二の太た刀ちが父の首を横一いつ閃せんに薙なぎ払はらう。首が血を噴ふきながら宙を舞い、二分して地に落ちた。

　それを見たリュリュはただ只管ひたすらに泣き叫び、そしてクロムも動く事もできずただ立ち竦すくむしかなかった。

「おい、今、そっちから声が聞こえたぞ」

「そう言えば山長の話じゃ、子供は二人いる筈はずだ」

「そうだ、二人だからここの疎そ斥せき衆しゆうに決めたんだ」

　と言いながらこちらに向かって歩みを進める山の民たち。

　クロムはどうしようもない気持ちに、ただ怯おびえ立ち竦すくみ、そしてその場に尻しり餅もちをついた。逃げる事も立ち向かう事もできない。

　腰こしにあった山刀を引き抜こうとしても手が震えて満足に握る事もできない。

　そんな事をしているうちに、

「みーつけた」

　山の民が隠れていた岩場の陰から顔を出した。

　そしてその手を伸ばすと、クロムを捕らえ縄なわで縛しばりつけた。

　ガタガタと震えるクロムと泣き叫ぶリュリュ。

　そんなリュリュの泣き声が癇かんに障さわったのか、山の民は幼いリュリュを殴なぐりつける。

「うるせえ！　だぁーってろ！」

　リュリュは痛みで更さらに泣き声を上げそうになった。

　だが、声が引きつり呼吸が出来なかったのか、激しく噎むせ返る。

　咄とつ嗟さにクロムは山の民を睨にらみ付けた。

「やめろ！　まだこんな小さいんだぞ！」

　ありったけの勇気を振り絞しぼりそう言うと、山の民は汚きたないものでも見るかのように顔を顰しかめ、クロムを蹴けり飛ばした。あまりに痛くて涙が滲にじんだが泣きはしなかった。

　今、兄である自分まで泣きだしてしまったら、リュリュは誰だれを頼たよりにすればいいんだ。そう思い、必死で歯を食いしばった。その様子に山の民は白けたような顔をすると、

「さっさと連れて行こう。疎そ斥せき衆しゆうの山になんていつまでもいたくねえ」

「そうだな」

　と打ち合わせしあい、クロムとリュリュを神み輿こしに乗せた。

　身動きをとろうとジタバタすると、その度たびに打ち据すえられた。

　これからどこへ連れていかれるのか考える度に不安に駆られたが、自分が不安な顔をすればリュリュはもっと不安になる。

　そう思いクロムは気き丈じように振ふる舞まいながら妹を励はげました。

「大だい丈じよう夫ぶ、兄ちゃんが付いているから」

「うん」

　健けな気げにも潤うるんだ瞳から涙が零こぼれぬよう、リュリュはグッと我が慢まんして答えた。

「でもお兄ちゃん、もしかしたら……リュリュたち、殺されちゃうのかな？」

　不安そうな彼女にクロムは首を横に振って答える。

「そんな事はない。もしそうだとしても、僕が何とかする。リュリュはちゃんと生きて帰れるようにするから」

「やだやだ、お兄ちゃんも一緒じゃなきゃ」

「ああ、僕も一緒だ」

　お互たがい励まし合いながら、神輿みこしはいつまでも揺ゆれ続けた。どれくらいそうして連れられていたのか、突とつ然ぜん神輿の揺れが収まりどこかに置かれたようにゴトンと音を立てた。

「降りろ」

　乱暴に山の民に言われ、クロムはリュリュと共に神輿みこしから降りる。

　そこはどこかの山の頂いただきだった。初めて見る山だった。遠く南の果てにエルコ火山の姿も見える。だとすれば、自分たちが住んでいたジャレット山から、それ程ほど遠いわけではないのだろう。峻しゆん険けんな山の頂から目を下に向けると低く雲が流れている。

　ここはかなり高い山の上なのだろう。まだ昼間だというのにびょうびょうと吹ふく風が肌寒い。するとそこに、父と母を殺した山の民の長おさがやって来る。

「山が疲ひ弊へいしてしまった。木の実も動物もみな姿を隠し、我々は糧かてを失いかけている」

　それはクロムも父と山を渡って知っていた。

　だがこの老人が言いたいことはそんな山の事情ではないのだろう。

「我々は山の神に助けを請こわねばならぬ。その為ためには贄にえが必要なのじゃ」

　それが彼らの言い分だった。山の神から幸を得る為ために贄を捧ささげる。それがクロムの両親を殺した理由なのだと直感的にわかった。疎そ斥せき衆しゆうとして集落にいる事の出来ない自分たちなら、殺しても構わない。そういう考えが透すけて見えた。

　すると山やま長おさはゆっくりとした口調でその条件を口にする。

「十日だ――空そら子こに出して十日の間、生きて耐たえ忍しのべば、其方そなたらは山の神に愛された事になる。だが、生き延びる事が出来なければ、山の神の贄にえになる。山の神に愛されても、贄となっても神は山に再び幸を下さる。良いな」

　決してこちらに目を向けようとせず、それだけ言うと、若い衆しゆがやって来てクロムとリュリュを岩場に寝ねかせた。そして、手足をきつく縛り岩に括くくり付ける。

「やめろ！　せめてリュリュだけは勘かん弁べんしてくれ！　お願いだから！」

「うるさい！」

「黙だまってなんていられるか！　まだ５歳なんだぞ！　僕なら耐たえられる！　でもリュリュは離はなしてやってくれ！　お願いだから！」

　その言葉に若い山の民は僅わずかに罪悪感を顔に浮うかべ手を止めた。

　しかし山やま長おさの老人がそれを許してはくれなかった。

「ならん。空そら子こは昔から二人と決まっておる。それを違たがえれば、山の神は怒いかり狂くるい、更さらなる天てん罰ばつを我らに科す。空子は二人、これは決まりだ」

　大の字に寝かせられたクロムは喚わめき散らしたが山の民は取り付く島もない。

　彼らはそれを終えると、とっとと下山してしまったのである。隣にいたリュリュは寂さびしさと怖さでわんわんと声を上げて泣いた。まだ５歳の少女にこの仕打ちはあまりに厳しかった。とても耐えられる筈はずがない。親を亡なくした直後に、兄と共に岩に縛り付けられ、生いけ贄にえにさせられるなど、耐えられるわけがないのだ。

「リュリュ、大丈夫だ。僕がいる、な」

「うぅ……でも……でも……」

　しゃくりあげるようにリュリュは泣いた。このまま十日間耐え忍ぶのに、ここで体力を使ってしまっては助かる命も助からない。その事実を父と共に幾いく度ども山の中を渡り歩いたクロムは幼いながらも知っていた。だからクロムは必死で面おも白しろい顔を作ってみせた。するとリュリュは泣き笑いをする。そして徐じよ々じよに泣きから笑いの比率が増えて行き漸ようやく泣き止やむ。クロムはそんなリュリュに決意を示すように言った。

「リュリュ、絶対に生きて十日間を乗り越えような。きっと大丈夫だから」

「うん」

　不安そうにリュリュは頷うなずいた。そんな妹がこれ以上不安で胸を潰つぶさないように、クロムは父や母から聞いた話を語って聞かせた。すぐに思い出せるかと心配していたが、語りだすといくらでも思い出すことが出来た。

　父から聞いた山の怪かいの話。鳥から生まれた山の民を統一する王の話。山中で天てん女によに会い助けられた若者の話。それから母から聞いた、海の怪物退治の話、海かい竜りゆうと人魚の戦争を止めた少女の話。リュリュに求められればいくらでも思い出すことが出来た。自分がこんなにちゃんと人の話を聞いていたのかと驚おどろいた程ほどだった。
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　夜になると山は深しん々しんと冷え、寒さで指先が痛みを覚えた。そして三日目に雨が降ふった。喉のどが渇かわききった二人にとって、この雨は助け以外の何物でもなかった。必死で口を開けて喉を潤うるおしていると、口の中に蛙かえるが入ってきた。

　びっくりしながらも、クロムはそれを咀そ嚼しやくした。

「リュリュ、口開けてると蛙が飛び込んできたぞ」

「ほんと？　りゅりゅの口にもはいってくるかな？」

「開けておけば飛び込んでくる。ほら、近くにもう一匹ぴきいるぞ」

「ほんとだ」

　そう言ってリュリュは口をポカンと開けて、蛙が来るのを待っていた。その日は、運よく三匹の蛙を食べる事が出来た。鼻の頭に留まった蛙を食べるのには難なん儀ぎしたが、それでもどうにかうまく誘ゆう導どうして口の中に入れる事が出来た。

　だが厳しかったのはその夜だった。ずぶ濡ぬれになった衣服が身体の体温を奪うばったのだ。刺さすような寒さにクロムは歯を鳴らして震えた。

「リュリュ、大丈夫か？」

「……うん……だいじょうぶ……」

　声は寒さに震えていた。幾いくらかの食べ物と水分を摂とる事が出来たとはいえ、寒さが彼女の体力を奪っているのがわかった。

「…………おにいちゃん……お話して……」

　リュリュの寒さと心細さを打ち消すようにクロムはやさしく力強く声を掛ける。

「ああ、なんの話がいい？」

「………………えっとね……………どうぶつの………はなし」

「そうだな……」

　クロムは欲張りな熊くまの話をした。カワセミの親子の話をした。フクロウと蝙蝠こうもりの話をした。気が付くと夜は白みかけ、日が昇のぼり始めた。凍こおってしまうかと思った身体を、日の光はゆっくりと溶とかすように温めていった。

「おいリュリュ、僕たち運がいいぞ。今日はあったかい」

「うん、よかった。あったかいね」

　陽光が降り注ぐと身体の芯しんから温まった。リュリュはその事に嬉うれしそうに返事をする。

　よかったと思いながらクロムは漸ようやく日の光の下で眠ねむりに就つくことが出来た。

　そうして夜がやって来ると、またリュリュに話を聞かせた。星座を見ながら、その物語を語って聞かせる。その度たび、リュリュは「あの星座は？」と聞いてくる。クロムは全部思い出せるとは思っていなかったが、どういう訳か父から聞いた事、母から聞いた事が次々に頭に浮かんできた。こんなにも人はものを覚えているものかと、驚いた。

　極限に達した身体に、物語は必要な物であるかのようにクロムの脳内を駆け巡めぐった。

　そうしてまた日が昇る。周りの木々に鳥が止まりだした。鴉からすや鳶とびたちがクロムとリュリュを見ていた。自分たちが死ぬのを今か今かと待ち構えているのだろう。

「死なないぞ！　おまえらの餌えさになんてならないからな！」

　クロムが大声でそう言うと、鳥たちは驚いたように枝から羽ばたいていった。

　しかしその日から、ひっきりなしに鳥たちはやってきた。

　ガラス玉のような目で、クロムとリュリュを見ている。

「おにいちゃん、とり、こわいよ」

　怯おびえるリュリュを宥なだめながら、鳥が寄って来る度たびにクロムは、怒ど鳴なり散らしその場で暴れて追い返した。そうして六日目。どうにかここまで生きていたが、さすがのクロムもリュリュも体力の限界が近づいていた。運よくバッタが口に入って来る事もあったが、本当に何も口に入ってこない日もあった。

　それでもどうにか身体が生きている事に驚く気持ちもある。

「リュリュ……大丈夫か？」

「大丈夫だよ。おにいちゃんは？」

「僕は……大丈夫だ…………」

　そうは言ったが、やはり身体に力が入らなかった。その夜雨が降った。久しぶりに喉のどを潤うるおし、クロムはどうにか荒あらく息をした。

「リュリュ……今の裡うちに……たくさん飲んでおけよ」

「うん。よかった。もうのどがカラカラだったから」

「蛙も……飛び込んでくると……いいな」

「あたし、いま、いっぴきたべたよ」

「そうか……いいな……僕の所にも……」

　その夜、二匹だけ蛙を捕とらえる事が出来た。どうにかまだ生きている。それでもやはり半死半生に近いクロムたちの周りに鳥が集まって来る。その度たびに、クロムは大声で追い返した。

「今度鳥が来たら……食いついてやれ……」

　息も絶え絶えになり、それでもリュリュを励ますように冗じよう談だんめかしてそう言うと彼女も笑って返した。

「そうだね。あのとり、ふとってておいしいかもしんないね」

　そう言って二人で笑い合った。

　リュリュがいてくれたからどうにかここまで生きてこられたのだな、とクロムは改めて実感した。彼かの女じよがいなければ、とっくに生きる気力を失っていたに違いない。お互いがお互いを支え合って、そうしてどうにか生きている。一人ではこうして笑う事なんて絶対に出来なかった筈はずだ。

「……ありがとな……リュリュ」

「なぁに、おにいちゃん？」

「おまえと……こうして話したりして……どうにか今日まで生きてる」

「あたしもだよ。おにいちゃんがお話をしてくれるから、こうしていられるんだよ」

「もう少しだ……頑がん張ばろう……な」

「うん！」

　だが期限が近づくにつれ、クロムの意識は朦もう朧ろうとしだした。もう眠っているのか起きているのかもわからなくなり、身体を覆おおう倦けん怠たい感かんが酷ひどかった。その度、リュリュが、

「おにいちゃん、おはなしして」

　とせがんでくる。クロムは呟つぶやくように、彼女に物語を語って聞かせた。

　もう全すべて話してしまったと思っていたのに、まだ物語は底を突いていなかった。

　そしてそれは十日目を迎むかえる深夜の事であった。

　自分の頭の上に誰かが立っている気配を感じ、クロムは薄うつすらと目を開けた。

『ほう、生き残ったか』

　それは自分たちをここに繋つないでいった山の民ではなかった。

　見知らぬ老人が、クロムを見下ろしていたのだ。

「……あんた……誰だ？」

『山神だ』

　その瞬間、クロムはカッと頭が熱くなった。

「あんたかっ！　あんたのせいで！」

『両親の事か？』

「そうだ！」

『それは儂わしの啓けい示じではない。山の民が作った掟や倫りん理り――そう言った物で定さだめられた決まり事だ。神は生贄など望まんし、何かを捧げられたからといって、それに報むくいる事もない。ただ見ているだけの存在だ』

「じゃあ！　じゃあ！　父さんと母さんはなんのために殺されたんだよ！」

『強しいて言うなら運命じゃな。何者でもない、この世界そのものに殺された。それは極ごく々ごく当たり前に、毎日のように起きている事の一いつ端たんに過すぎない。おまえさんが生き延びる為ために、蛙や虫を食べたのと同じように、おまえさんの両親も死んだのだ。何かの糧かてになる為ために、死んでいったのだ』

　そんな事を言われても納なつ得とくなんて出来なかった。

　それはクロムにとって両親と虫や蛙を天てん秤びんにかける事など出来はしなかったからだ。

　老人はそんなクロムの胸の裡うちなど関係なく、空に向かって指をさして見せた。

『さて、少年よ。其方そなたの目にはあの箒ほうき星ぼしが見えるか？』

　頭上には暗い空。そこに長く尾おを引く箒星の光がひときわ煌こう々こうと輝かがやいていた。

『あれは宿しゆく星せいのひとつ、烙らく竜りゆう星せいじゃ。人の世の運命を変える星と言われておる。この星の下に生まれた者が、世界を変える事が出来る宿星をその身に宿すことが出来るのだ……でもな、儂わしはそんな神々の理ことわりよりも、おまえさんのように、必死で生にしがみ付く人間が好きなのだ』

　老人の言っている言葉の意味をクロムは理解出来なかった。

　ただぼんやりとする頭で、聞いていた。

『何も持たずに生まれ、何も背せ負おう運命になかった人間が、あがき、もがき、それでも答えを見つけていく姿にこそ、人の生きる本当の意味があるのだと思う。おまえには宿星はない。それでもこの世界を生きていこうと思うか？』

　その問いかけにクロムは小さく、だが力強く頷うなずき返した。

　リュリュの為ために、自分はまだ死ぬわけにはいかない。幼い彼女を残して死んでしまう訳にはいかなかったのだ。その返答に老人はこっこと笑い、それから悲しい顔をした。

『それには其方そなたがまず自みずからの運命を受け入れねばならん。それは辛つらいぞ？　死んだ方が楽だったと思うような現実があるのだぞ』

　それでもクロムは生きる事を願い、そして首を縦に振った。

『うむ……うむ……ならば歩み続けるのだ。必死で歩み続ければ、それは縁えんを作り、縁はおまえさんを導いてくれるだろう。神の導きではなく、人の導きによってな』

　そう言うと老人は空気の中に消えて行った。そのままクロムの意識は闇やみの中へと引きずり込まれ、次に気が付くと遠くから何者かの声が聞こえてきた。

「おい、こっちは生きてるぞ！」

「ほんとか？　うそだろ？」

「十日間だぞ？」

「いや、まだ息がある。空そら子こにとられんかったのだ」

　騒ざわめく周りの声にクロムは薄うつすらと目を開く。中天に日が昇り周りを照らし出していた。

　そんなクロムを山の民たみたちが驚きの眼まな差ざしで見下ろしていた。

　そうか十日が明けたのか……。

　そう思い、クロムはリュリュに目をやった。

「――――――――――――――――――――――」

　息をするのも忘れ、ただ目を見開き、そして思考が凍り付いていくのを感じた。

　目の前にあるモノが何なのか理解できなかった。

　いや――理解していた。

　だが頭はそれを断ち切るように、それ以上働こうとはしなかった。

　そこにあったのは手を縛られた死体だった。鳥たちに食い荒らされ目玉が抉えぐられ、腸が掻かきだされ胴どうの内側は空っぽになっていた。既すでに顔の判別もつかなくなった小さな少女の死体。それが誰であるのかわからない筈はずがない。

　だが、わからなかった。

　静かだった。

　降り積もるような静けさが、クロムの周りの音を包み込んでいった。

　痛いほどの静けさに押おしつぶされる。

　そしてクロムの意識は再び闇の中へと埋うもれて行った。




　夢を見た。幾度も幾度も意識を失いかけるクロムに、必死で呼びかける妹の声。

　ただ只管ひたすらに苦しかった十日間。その間、妹はずっとクロムに声を掛け続けていた。

「……でも」

　見えていた筈はずだ。ずっと見ていた。見ていたのに、見ようとしなかった。

　妹に……リュリュに群がる無数の鳥。

　啄ついばまれ引き千切られ姿を変えていくリュリュ。

　眼球が持ち去られ、頬ほお肉にくも腹もやわらかな肉は悉ことごとく鳥の腹に収まっていく姿。

　―――今はわかる。

　三日目の雨の後、凍こごえるリュリュに夜通し話を聞かせて朝を待った。眠ってはいけないと、幾度も声を掛けたがリュリュは身体の熱を奪われ、衰すい弱じやくしていった。最後は眠るように目を閉じた。それでもクロムは彼女に話を続けた。彼女が生きているかのように。

「……でも」

　彼女が自分に語り掛けてくる記き憶おくはしっかりと自分の裡うちにある。

「……でも」

　それと同時に、死んだ彼女に群がり、死肉を啄ついばむ鳥の姿も見ている。

「……でも」

　―――鳥が群がる。鳥が妹を食う。鳥が群がる。鳥が啄む。鳥が妹を、鳥がリュリュを、鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥が鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっ鳥がっっ！




「うわあああああああああっ!!」




　目が覚めるとそこはどこかの集落だった。中年の女性がそれに気が付くと、団どん栗ぐりを挽ひいた粉の粥かゆを持ってきた。食欲がわかないかと思っていたが、身体はそれを欲していた。身体が生きたがっていた。妹のあの光景を見ても、父と母の死を目まの当たりにしても、たった一人生き残っても、それでもこの身体は生きようとしていた。

　――守るべき妹がもういないのに。

　何な故ぜだろう、とクロムは不思議に思いながら粥かゆを口に運んだ。

　味はしなかった。

　何な故ぜ生きようとしているのだろう、と思った。

　こんなにも絶望しているのに、どうして身体は生きようとしているのだろう。頭とは別に、身体が何かを考え、クロムを動かしているのではないかと思った。そして身体と、心がどうやら噛かみ合っていない、という事に気が付いた。

　きっと魂たましいとも呼べるものが、身体から乖かい離りしているのだ。

　だからあんな事があったのに、涙なみだが零こぼれないんだ。

　だからあんな事があったのに、怒りに身を任まかせないのだ――そう理解した。

　空そら子この贄にえにならなかったクロムは、山の民の掟おきてにしたがい丁てい重ちように扱あつかわれた。空子に取られなかった以上、山の民はクロムを殺してはならない。それが山の掟なのだそうだ。

　だがそれでも疎そ斥せき衆しゆうであるクロムに、他の山の民は腫はれ物でも扱うかのように接した。それはクロムにも重々わかっていた。元々邪じや魔ま者ものな上に、本来であれば死んでいる筈はずの者。なのに死なずに、今はこの集落の飯を食はんでいる。

　その扱いを厭いとう気持ちは湧わいてこなかったが、ここにいる理由も見つけられなかった。だからクロムは夜や陰いんに紛まぎれて彼かれらの集落を飛び出した。

　父に教えてもらった星座を追いながらジャレット山を目指した。漸ようやくジャレット山に辿たどり着き、自分が暮らした岩屋を見つけると、そこには父と母の死体が打ち捨てられたままになっていた。やはり父と母の死体にも鳥たちが群がり無残な姿になっていた。

　鳥を追い払い、死体を並べて別れを言うようにクロムは二人を見下ろした。

　それでも涙は零こぼれなかった。父と母の死体を見ても、何の気持ちも湧いてこない。

　どうした事だろうかと思いながら、クロムは自分の記憶を辿たどった。こんな時、どうすべきかを考えた。

　そして漸ようやく答えに辿たどり着つくと、地面に穴を掘ほり二人を弔とむらった。それからどうすべきかをゆっくり考えたが、何も思いつかない。とりあえず父と母が使っていた山刀を一本ずつ手に取り、山を下りた。

　里に下りれば何か変わる、という思いはなかった。

　ただ山にいるべきではない、と思い下りたに過ぎなかった。

　その道中でクロムはぼんやりと考える。両親を殺され、妹を生贄にされた。

　こんな時、人はどうすべきなのだろうか？

　人はこんな時、仇あだを討うつだろう。家族を全て殺された者がすべき事は仇討ちだ、という常識的な判断としてそう思ったのだ。

　だが、そこに憎にくしみがあったわけでもなければ、憤いきどおりがあったわけでもなかった。ただそうすべきなのだろう、と考えただけだった。だから山を下りる最中、クロムは只管ひたすら仇討ちの方法を考えながら歩き続けた。何かを考えていないと、頭が痛くて仕方がなかったのだ。

　何も考えていないと視界の片かた隅すみに影かげがちらつく。

（なんだ……これは）

　今まで見た事もない影がチラつくたびに、クロムの脳のう裏りに痛みが走った。

　両親の死体を前にしても何の感かん慨がいもなかったのに、この影だけは不快だった。だからそれを追い払うように黙もつ考こうし続けた。復ふく讐しゆうの方法を考えている間、その時間だけは影から解放されたからだ。

　里に下り最初に出会ったのは、グラウスタンディア皇国の兵隊たちだった。彼らは夕ゆう餉げを摂とりながら酒を飲み談だん笑しようしている最中だった。ちょうど彼らなら、剣けんの技術に長たけている。この人たちの剣技を身につければ、山の民に仇討ちが出来るだろう。

　こちらの存在に気付いたのか一人の男がクロムへと向かってくる。それだけで、単純にこの男が一番強いのだと解わかった。山の獣けものと同じにおいがする。だからクロムは数日ぶりに、掠かすれるような声を放った。

「………人の………殺し方を……教えろ」

　だがその要求に、男は顔を顰しかめると、強きよう烈れつな蹴りで応こたえた。鳩尾みぞおち目がけて放たれたその蹴りがクロムの身体を浮かせる。僅わずかに宙を舞まったと思った時には気を失っていた。

　目が覚めると、どうやら他の大人が介かい抱ほうしてくれたらしく、幕ばく舎しやの中で手当てを受けていた。屋根のあるところで寝たのは久しぶりだった。

　そんなクロムは決して諦あきらめるつもりはなかった。兎うさぎや鹿しかを獲とっては、この兵たちと物々交こう換かんをして、あの自分を蹴り上げた人間の情報を得た。

　ラング・クランツというこの隊の隊長らしい。彼から徹てつ底てい的てきに剣技を習おうと思った。

　事あるごとに彼の手が空いている瞬間を狙ねらって、剣の稽けい古こを付けてくれるようせがんだ。彼は悪あく辣らつな顔を歪ゆがめるだけで、決して首を縦に振ふろうとはしなかった。

　仕方なく他の兵たちから剣の手ほどきを受けて日を過ごした。その間もクロムの視界には、黒い影が幾いく度ども映った。その都つ度どクロムは頭の痛みを覚え、それに抗あらがうように剣の稽古に励はげんだ。日に日に濃こくなる影をクロムは必死で振り払うように生活した。

　やはり何かに集中している間だけは、視界の隅に映る影は消えてくれた。だから余計に剣の稽古にのめり込んだ。そんなクロムの姿を、ラングが時折遠くから見ていたのを知っている。チャンスがあれば、稽古を付けてもらえる、という淡あわい期待がなかったわけではない。だがあの気難しそうな男が、そう簡単に首を縦に振るとも思えなかった。

　変化が訪おとずれたのは、そんなある日の事だった。いつもと変わらず、ラングに剣の稽古を付けてくれと頼たのみに行った時の事だ。また断られると思いながらも、習慣となっていたので、その日も彼の下に行くとラングはこう言った。

「……わかった。いいだろう。だが、俺おれが教えるのは根っこの部分だ。この部分が腐くさっちまったら、おまえはまっとうな兵士にはなれねえ」

　まさか彼から了りよう承しようの言葉を聞けるとは思っていなかった。だがラングはその後にニコリともせずに付け加えた。

「それとこれだけは言っておく。場合によっては、おまえは死ぬことになる」

　一いつ瞬しゆん間を置き、すぐに覚かく悟ごを固め頷うなずき返した。

「……わかった」

　それからだった。空いている時間をみてラングとの剣の稽古が始まった。

　ラングの稽古は苛か烈れつを極きわめた。常つねに死ぬギリギリを狙って彼はクロムを追い詰つめた。気を失うたびに凍り付くような水を叩たたきつけられた。体力も肉体も限界に近づき、意識が朦もう朧ろうとした。だが、あの山の中に縛り付けられ空腹に耐たえた十日間と比べると、生ぬるく感じる事も事実だった。食い詰つめた人間が命を散らす兵になる、と誰かが言っていた理由がわかった。空腹の絶望に比べれば、こうして命を燃やす戦いはなんと気が楽なのだろう。

　だからどれ程ほど打ち据すえられ、どれ程痛みが身体を蝕むしばんでもクロムは苦しいとは思わなかった。寧むしろ視界の隅に現れる影が見えない事が何よりクロムの身体を軽くした。

　だがそれがクロムにとって油断を招いたのかもしれない。それとも日ひ毎ごと身体を蝕むしばむ疲ひ労ろうがあまりに激しくて、自分の置かれている状態を正しく理解できなくなっていたのか。

　突きつけた山刀がラングを捉とらえた――と思った瞬間、彼は身体ギリギリでそれをかわす。クロムはそれが正確に見えた――気になっていた。二の手でラングを捉とらえんと振り切る。無理な体勢からもラングはそれを避よけ――。

　そして次の瞬間、その靴くつ先さきがクロムの腹に向かって振り上げられた。

　はっきりとそれを認にん識しきし、そして悟さとった。

　死ぬのだな、と思った。それなのに、やはり身体がそれを押し留めている。身体が生きたいと言っている。何な故ぜそこまでして生きたいと願う？

　わからなかった。身体と心がうまく重なってくれない。

　だがこうして死の波間に足を浸ひたしている瞬間は、心と身体がとても近い所にいる事を感じる。決して一いつ緒しよになる事のなかった心と身体がこんなにも近いと感じる。

　だから剣を振った。腕うでの痛みも、足の震ふるえも無視して、身体は動き続けた。ラングにとってはきっと取るに足らない相手だろう事は痛いほどわかる。だが、こうして鎬しのぎを削けずる瞬間だけは―――。

　踏ふみ込んだクロムのわき腹に、ラングの硬かたい靴の先が触ふれた。

　クロムは察した。

　――この蹴り上げで自分は死ぬ。

　驚くほどの速さで頭が回転しているのがわかった。ラングの動きが止まって見える。だがその靴の先は表皮から肉の内側に、そして最後は内臓へとダメージを伝達する。

　――間に合え。

　クロムは身体を捻ひねった。その思考よりも早く、既すでに身体は動き始めていた。感情と身体が殆ほとんど寸分の狂いなく重なっている。

　見える。

　全てが見えている。何もかも、ラングの動きが見えている。

　全視界が開け、そしてその全てを認識し分ぶん析せきできた。

　その瞬間、影が見えた。

　――何な故ぜ!?

　いつも視界の隅すみに住んでいた、あの影の姿が、今、はっきりとクロムの目に映る。

　――おまえが何故ここに……!?

　思考と身体が乖かい離りした。

　身体は生きる事を選せん択たくし、思考は、あるいは感情は疑問に戸と惑まどった。

　身体を捻ひねり、ダメージの伝達を、今できる最大値で逃にがす。死を免まぬがれる事が出来る、最低限の量だけ。全てを避け切る事は出来ない。だから僅わずかに捻ひねったクロムの身体は高々と吹き飛んだ。ラングの蹴りを受け、宙を舞った小さな身体は地に没ぼつする。

　意識が、暗くら闇やみに沈しずんだ。

　泥どろのような闇の中で、あの視界の片隅に見えた者の姿を思い浮うかべた。

　いつも一緒にいて、そして励はげまし合ったあの少女の姿が。

　山の民たちに引き離される瞬間が頭に浮かぶ。

　彼女を連れて行ってしまう。

　山の民が、鳥たちが、彼女を手の届かない場所に連れて行ってしまう。

　そう思った瞬間にクロムの意識が覚かく醒せいし、目を見開くと同時に目の前にいた人間の腕を強く掴つかんだ。握にぎり潰つぶすかのような勢いで掴つかみかかり、クロムは叫さけび散ちらした。

「りゅりゅを……りゅりゅをがえぜ！」

　そう言ったクロムの視線の先に、影がいた。

　心配そうに覗のぞき込むラングの後ろに、ただぼんやりと佇たたずむ影。彼女はジッと身じろぎもせずクロムだけを見ていた。

　それは死んだはずのリュリュの姿だった。

　どうして、とか、何な故ぜ、とか疑問は浮かばなかった。

　ただ彼女がいる、と認識し頭の中が割れそうな程ほど痛み、そして、クロムは再び意識を失った。




　次の日から、クロムの調練はなくなった。

　もう十分だとのラングの言葉に従したがうしかない。彼がここでは一番上の人間なのだ。代わりに他の兵の調練の見学を許された。クロムはそれを陰かげから見て、すぐにそれを覚えた。

　覚えた事はすぐにラング隊の兵に頼んで実じつ践せんしてみる。どれも寸すん分ぶんたがわぬレベルで模も倣ほうが出来た。また、他の隊との模も擬ぎ戦せんなどを見て、知らぬ剣技も積極的に吸収した。そうしている間だけ、クロムは解放されていたからだ。今まで視界の片かた隅すみに留まっていただけの存在は、クロムが意識を緩ゆるめるたびに、目の前に現れた。彼女は何も言わず、ただクロムの前に静かに佇たたずんでいるだけ。

　その都つ度ど、クロムは頭が割れそうな痛みに晒さらされ、どうしようもない気持ちになった。

　痛みを厭いとう、それだけが今、クロムに残されている感情の最後の砦とりでだった。

　他の事は全てが認識のみで、笑う事も泣く事もできず、ただそうなのだという理解があるだけだった。壊こわれてしまったのだろうかとも思った。あの日、ラングとの調練で、どうにか心と身体が重なったように感じたのは、錯さつ覚かくだったのだろうか。

　いや、実感として、あの時、死を厭いとう明確な意志があり、それを実行する身体があった。あの時、どれ程ほどぶりに感情らしさを味わったかわからない。

　あの時の感覚をどうにか思い出そうとするが、しかしそれはあくまで認識しかする事が出来なかった。理解という言葉の中に納まるだけで、湧き上がって来るものはなかった。

　そうして一年もするうちに、クロムはそれら全ての剣技や戦術などを吸収していた。そんなある日、彼の元に老人がやってきた。

「ほう、戦場に子供とは珍めずらしいな。どれ、この爺じいが本を読んで進しんぜよう」

　文字を見るのは初めてだった。ただ彼が読み進めているのを聞いているうちに、どの文字を指して読んでいるのか段々わかってきた。気が付くとクロムは老人が読む文字を、自分の指で追っていた。

「……おまえさんは、文字が読めるのかね？」

　それに対しクロムは首を横に振った。

「あなたが読んでいる所を推測して、流れや記号を当てはめていった。同じ言い回しは全て覚えているから、だいたい理解した」

　そう言うと老人は瞠どう目もくし、クロムの顔を覗のぞき込んだ。

　その次の日からクロムはその老人に引き取られる事になった。

　彼はカウフマン・マカオンと言うグラウスタンディアの将軍であった。







第二章　アレンビア小隊







　カウフマン・マカオンを驚かせたのは、クロムのその記き憶おく力りよくだった。一度聞かせた話は全て諳そらんじる事が出来た。読んだ本の内容は一言一句間ま違ちがえる事がなかった。またそれらを複合的に並べて共きよう通つう項こうから関連付ける能力も頭一つ抜ぬけていた。

　彼を預かり受けて四年、クロムが12の歳としを迎えた年。

　既すでにカウフマンの蔵書を全て読み終えてしまったのだ。新たに書を贖あがなうよりは皇立の図書館の方がよかろうと、帰き還かんの途とに就つく折おりには連日そこに通わせることにした。そこでもあらゆる書を頭に入れた彼が家に帰って来ると、それらの要約をカウフマンは報告させた。

　全てが理に適かない、彼はこの世界の知識を吸収し尽つくすのではないか、そう考えるようになっていた。

（だがな……）

　それでもカウフマンには懸け念ねん材料があった。

　その日も、今日読んできた本の要約を諳そらんじるクロムの声を聞きながらカウフマンは黙考していた。

「―――そして神を共有財産とし、相そう互ご協力の形を取る事で大国主義の近代に於おいて、スクルタビア連合国は侵しん略りやくを伴ともなわない自治の形を示しめしたのだ――ここまでが二章三十一項こうです」

　語り終えたクロムの顔には、諳そらんじた事への虚きよ栄えいも自尊心も垣かい間ま見えない。

　さも当たり前の事を当たり前に熟こなしただけというような静かな面おも持もちだった。

「よろしい」

　書の頁ページを閉じてカウフマンは目め頭がしらを拭ぬぐった。

　彼には欠落している物がある。感情と言ってしまうには少しその振ふれ幅はばが大きすぎるようにも思う。強しいて言うのならば、彼の芯しんとなるものが見当たらない――と言うべきか。

　彼が目的を持ち、その目的に即そくした知識を得ていく事は必要不可欠である。だが彼は知識を欲ほつしているようには見えなかった。ただ諾だく々だくと詰め込んでいるだけ。手に入れた知識をどう利用するかという考えを持ってはいない。

　そんな彼は一人になると虚うつろな目をして何かをぼんやりと見つめている。

　何を見ているのかと問うた事もあった。

「いえ、何も」

　彼は淡たん々たんとそう答えるだけであった。




　クロムの目に映る彼女は成長していた。

　12歳となった自分と同様に、妹のリュリュは10歳になっていた。背が伸のび、少なからず女性らしさも出てきた。

「何な故ぜ？」

　そう問いかけると彼女は不思議そうに首を傾かしげた。亡ぼう霊れいは成長するのだろうか？　自分の妄もう想そうは彼女の成長を望んでいるのだろうか？　その問いに答えはでない。

　ただ自分の見ている幻まぼろしが大きくなっているという事実のみがある。

「君は本当に亡霊なのか？」

　しかしリュリュの姿をしたものはただ悲しげに笑うだけだった。

　クロムは溜ため息いきを吐つく。自分のトラウマが見せる亡霊――妄想だとそう理解していた。そこに宗教的な解かい釈しやくを入れるつもりはなかった。何しろ、答えを見つける為ために、グラウスタンディア、リジア、ラトルグ、スクルタビア、果はては現げん存ぞんするいくつかの宗教学の書しよ籍せきや経きよう典てんを読み解いていく過か程ていで、宗教の正体が見えてしまったからだ。

　宗教の正体とはつまるところ、人の作り出した救いの解釈に他ほかならない。原始的に言うのなら、医い療りよう、法律、倫理、道徳の役目すら担になっていた。あくまで社会生活を円えん滑かつに回すためのシステム。

　現代に於おいてはそれを別の角度から解釈させる見方に変容している。時に権力者たちの都つ合ごうによって。時に宗教的頂点の都合によって。それが悪い事とは思わない。それ故ゆえに得られる幸せを人は十分に享きよう受じゆしている。人は自然という不可解かつ制せい御ぎよし難がたい物への不安を抱かかえ生きている。その不安に対する解釈こそが宗教の根本である。

　自然とは恩おん恵けいと同時に災害を人に齎もたらす。生老病死それら当たり前にある自然現象はある時、理由もなく突とつ然ぜん降りかかる。人が望むと望まざるとに拘かかわらず。それを人は理り不ふ尽じんと感じる。自分だってそうだった。両親が殺され、妹のあの惨むごたらしい姿を目の当たりにした時。アレを理不尽と言わずなんというか。だがそれらは自然の為なす事だ。大だい飢き饉きんによって、不安に陥おちいった山の民が犯おかした凶きよう行こう。だが大飢き饉きんという自然と、それに立ち向かわんとする山の民の行動、それもまた自然の営いとなみであり、それに基もとづき行動した。彼らに理不尽に殺された妹は、自然の脅きよう威いの前に息を引き取ったのだ。

　その人の死に理由をつけ、理不尽に解釈を与あたえる行こう為い。

　それが書からクロムが知った宗教の在あり方だった。

　だが理解では亡霊は消えなかったのだ。

　今も生気のない目をこちらに向けて、恨うらむでもなく見守るでもない視線を向けてくる。

　ふとそんなクロムは誰だれかの気配に気が付いて、ドアの方に目をやった。

「……うっ」

　クロムに気が付かれ、ドアから顔を覗のぞかせていた女児がビクリとする。

　彼女はカウフマンの孫のフィフニス・マカオンだ。祖父も両親も騎き士しの家系に生まれ、彼女もいずれ剣を執とる日が来るのだろう。だがそれはまだまだ先の話。６歳の彼女には遠い未来の事だ。

　どうも自分はフィフニスから怖こわがられている、という事だけはわかっている。

　おそらく愛あい想そが無く、好んで関かかわろうともしないからだ。子供はそういった者に対し敏びん感かんなようだ。見知らぬ人間がいつも祖父について回っているのだ。彼女だって気にならない訳がないだろう。だからといって幼い彼女に自分の事情を説明したとしても、半分も理解する事は出来ないだろう。だからクロムは今日もまたフィフニスを無視する事に決めた。

　しかし今日は驚おどろいたことにフィフニスの方から、

「あ、あの」

　と掠かすれそうな声を掛かけてきた。そこで彼女に向き直りクロムは淡々と、

「なにか？」

　と問い返す。するとフィフニスはビクリと肩かたを揺ゆらし後ずさった。

「あのね、おじいちゃんが……」

「カウフマンさんがなにか？」

　言葉に棘とげを立てるつもりはなかった。だが受け取った側の彼女はそうは思わなかったようで、クロムが声を発するたびに怯おびえたような仕草をする。

「……お……おじいちゃんが……呼んでた……よ」

　最後の方は声が小さくなりすぎて聞き取る事が出来なかった。

　だが内容は大まかに理解しクロムは頷うなずき返す。

「すぐに行った方が？」

「えっと……えっと……」

　今にも泣きそうな声になりながらフィフニスはスカートの裾すそを両手で握る。

「……後でで……いいと……思う……」

　最後には鼻を啜すすりながらそう言うと、そのまま部屋を飛び出していってしまった。

　勿もち論ろんクロムには彼女を責せめるつもりも、泣かせるつもりもない。

　だが結果として彼女に対して威い圧あつ感を与えているという事実だけは認識した。

　この顔のせいだろうか？

　表出の少ない顔を撫なでるが、こればかりはどうしようもない。

　彼女の後姿を見送るとクロムは深く息を吸う。

　己おのれの思考を情報の海へと投げ込み、その世界をあてどもなく泳ぐ。

　この世界の理ことわりを求めるように、ただ深く深く思考していた。

　だが、そんな思考の最中にもリュリュの亡霊は消える事無く付き添そっていたのだった。




　皇城への出しゆつ仕しを言い渡わたされたのは数日後の事である。

　早朝マカオン家の者たちとの食事の最中にカウフマンがそれを口にした。

「クロムや、今日は図書館へは行かずに、儂わしについてきてくれるか」

「はい、勿論です。どちらへ向かわれるのですか？」

「皇からの呼び出しだ。おまえさんの事を話したら、たいへん興味を持たれてな」

「そうですか。かしこまりました。お供させていただきます」

　淡々と了承の意を伝え、その日の午前に屋や敷しきを出た。カウフマンと共に馬を走らせながら、城の門を潜くぐると厩うまやに馬を預ける。カウフマンの顔を見た兵たちはみな一様に尊敬にも似た眼差しを向けながら、はきはきと受け答えをして二人を中に通した。

　皇への謁えつ見けんはクロムが思っていたよりも呆あつ気けなく終わった。カウフマンから話を聞いていたというジルバ皇はクロムを前にすると取るに足らない質問を二三投げかけ、

「下がってよいぞ」

　と申し付けたのだった。おそらくはカウフマンの話を聞き興味を持ったのだろう。しかし彼が望むような受け答えを出来なかったのか、それとも皇自身がそもそも既すでに興味を無くしていたのか、どちらにしても手短な謁えつ見けんであった。

　クロムは12の子供とは思えぬ流りゆう麗れいな挨あい拶さつをする。

　するとジルバ皇はカウフマンの方に向き直った。

「フルクロ港実用計画について其方そなたと話したい」

「畏かしこまってございます。クロム、待合室で少し待っていてくれ」

「はい」

　クロムは皇の間を辞じ去きよすると、来た道を戻もどり待合室でジッと静かにしていた。廊ろう下かを歩く者の話し声が聞こえてくる。耳をすませば更さらに遠くにいる人間たちの生活音が聞こえてくる。それらをクロムは自らの知識と結び合わせ頭の中に描えがいてみた。

　音を聞けば姿が見える。声を聞けば顔が見える。

　ごく単純な事実の積つみ重ねで、人の姿は簡単に再生できる。

　足音――履はき物ものの種類――床ゆかの素材。それを選別しどんな履物と、どんな素材の床か見当をつければ、その人間がどんな歩き方をし、どれ程ほどの体重なのか見当が付く。歩き方がわかれば、その足の使い方に基もとづいた上半身の動きがわかりどんな身体の使い方をしているかが見えてくる。体重と身体の使い方から、体型が見えてくる。

　体型と声を聞けばその人間の顔が見えてくる。声を出すには上半身と声帯、そして顔の筋肉を使う。だから声を聞けば、その人に歯が何本あるのか、顔の頬ほおの筋肉をどう動かしているのか、口の中でどう音を反はん響きようさせているのか――そんな情報を組み合わせていく事で人の顔や仕草までもが再生できた。

　外で生活をする人々の姿を思い描き、その内容を吟ぎん味みする。どれも取るに足らない話ばかりであるが、クロムにとってはそれが何であっても構わない。頭の中に何かを詰め込んでいたかった。少しでも情報が頭の中に入ってくれば、その間、妹の姿を見ないで済む。

　彼かの女じよを消すことはどうやら自分には出来ない。

　出来ないのなら一瞬でも忘れられる時間が欲ほしかった。

　こうして周りの些さ末まつな情報を吸収し再構成している間だけは、自分を忘れる事が出来る。自分を忘れている間は、リュリュを忘れる事が出来る。

　神にも見放された自分に許された最後の救いは、何かをとりいれる事だけだったのだ。

　その時、廊下を歩いてくる足音が耳に入る。片方は固い革かわ靴ぐつ。軍人のような規則正しいリズムと優ゆう雅がさを感じさせる足取り。もう一方は木の表面に漆うるしを塗ぬったハイヒール。小さな体たい躯くではあるが所しよ作さには子供のような幼さはない。

　それらの事実と、事前に知っていた情報を掛け合わせて、外を歩いている人間が誰か概おおむね当たりを付けた。

　皇族だろうな。

　その二人は迷いなくこちらの方角に向かってくる。足取りの強弱が、この部屋に向かっている事を告げる。

「入るぞ」

　クロムは「はい」と一言返事をすると、

「如何いかがされましたか、ダカット皇子、ユースティナ皇女」

　そう問い返した。入ってきた青年と幼い少女は面食らったように目を丸くした。

　クロムはそれに淡々とした調子で答える。

「足音でどなたか大方見当が付いておりました」

　するとダカットは何がおかしかったのか口に手を当てて笑った。

「噂うわさ通り面おも白しろいやつだ。父が話したいと所しよ望もうするのもわかる」

　そう言うとダカットは部屋の中に入って来てソファに腰こしを掛ける。その後を気弱そうなユースティナがちょこちょことついてきて、兄であるダカットの横に静かに腰掛かけた。

「クロム・ジャレット。おまえはカウフマン将軍と戦場を渡っていたそうだな」

「はい。四年程ほど、戦場におりました。間三回この皇都には帰還命令で随ずい行こうしています」

「そうか、今回が初めてではないのか？」

「連戦による兵の疲ひ弊へいについては、カウフマン将軍が危険視する傾けい向こうを持っています。一兵卒から将軍職に至いたるまで、年に二月の帰国と休養を取る事を推すい奨しようしております。それがいずれ戦場で兵の力を引き出す結果になるとのご意見です」

「うむ。それは聞いている。言うことを聞かん将軍もいるがな」

「シド将軍とシェルシュ将軍でございましょう。お二人は何かを競きそっていらっしゃるらしく、旗き下かの兵は帰国させても本人らは戦場に残っておられます」

「根っからの戦いく屋さやだ。そういう人間もいるさ」

「はい」

　するとダカット皇子は話を変えるようにクロムに向かいフフンと笑う。

「ところでおまえの事が聞きたい」

「何なりと」

「おまえはカウフマン将軍に拾われる前はどこにいた？」

「自分はラング千人長の下に一年程ほど追つい従じゆうしておりました」

「ラング………ああ、最近騎士の称しよう号ごうを得た男か」

「はい」

「かなり精せい強きような兵を作る男だと聞いているが」

「はい、調練は拝見しております。他の連隊とは比べ物にならない程ほどに厳しい調練を兵に課しております」

「ほう、よく兵たちもついて行っているな」

「ラング千人長の人を惹ひきつける力だと思われます。兵たちはみな、彼について行けば必ず強い兵となり、それは強い軍に成長する事を信じております」

　するとダカットはまたクックと腹で笑った。

「おまえはそう思っていないようだが」

「事実を述のべました。自分の主観はそれ程ほど関係ないように思われます」

「そうか………ならそれでいい。とりあえず、おまえがよく周りを見ている事はよくわかった。さて、その上でおまえの意見を聞きたい」

「自分のですか？」

「そうだ。おまえは豊富な知識と、何より戦場で現実的な問題を直視している。そのおまえの目に此こ度たびの戦争はどう映っている？」

「どう……と申しますと？」

　質問の意い図とが解りかねた。あまりに漠ばく然ぜんとしているようにクロムは感じたのだ。

「おまえがどう感じているかだ」

　そこでクロムは答えに詰まった。それは別段、このリジアとグラウスタンディアの戦争にクロム本人は何も感じ取ってはいなかったからだ。ただ蚊か帳やの外で、戦況や仲間、敵の情報を頭に叩き込んでいただけに過すぎない。

　だからどう感じているのか、と問われるとクロムは何も返すことが出来なかったのだ。

　それを察したのかどうかはわからないが、ダカットは片かた眉まゆを上げ、促うながすように続けた。

「じゃあ質問を変える。クロム、おまえはこの戦争にグラウスタンディアが勝てると思うか？」

　今度の質問にはクロムは即そく答とうする。

「条件付きで勝てる可能性はあります」

「条件付き？」

　ダカットが首を捻ひねった。

「はい。一定条件下で勝利し、そのまま終戦を迎むかえる方法はございます」

「ではリジア宗しゆう旨し国家を完全にグラウスタンディアの物にする事は無理だと」

「それは無理でしょう。兵数が違ちがいすぎます。皇子の仰おつしやる勝利条件は、リジア聖せい都との陥かん落らく、または法王の首を取る行為であると存じます。ですが現グラウスタンディア兵力での聖都までの侵しん攻こうは不可能です。またその状じよう況きようをわかっている法王が、わざわざこちらの為ために出しゆつ陣じんしてくる事はないでしょう」

「では一定条件下での勝利とは？」

「リジアは現在軍内部に揉もめ事を抱えています」

　初めて聞いたのか、ダカットもユースティナも立ち上がらんばかりの勢いで驚きよう愕がくした。

「まて、そんな話は初めて聞いたぞ！」

「誰にも話していませんし、何よりリジア十二貴族も気付いておりませんから当然でしょう」

　さも当たり前のように言うクロムに、ダカットは瞠どう目もくし緊きん張ちよう感を孕はらませる。

「……詳くわしく聞かせろ」

「はい。畏かしこまりました」

　そう言ってクロムは一つ息を吸う。

「具体的にどのような揉もめ事を抱えているのかはわかりません。ただフルクロ港の防衛の際、リジアは明らかに兵の出し渋しぶりをしていました。また食しよく糧りようや武器を輸送する為ための兵へい站たん線も途と切ぎれがちで足並みが揃そろっていません。１２０万いると言われているリジアの兵が、殆ほとんど前線に出て来ていないのです。この事態は異常です。軍であるなら当然、それぞれの将軍やリジア貴族の間で利権争いがあってもおかしくはないですが、度を越こしています。という事は、おそらくリジアを二分するような勢力争いが内部で繰くり広げられているという事。その中心は東リジアの聖都に集中していると考えられます。すると西リジアの戦場に兵力が足りていない事にも納なつ得とくがいきます」

「………ふむ。しかし、それをリジア十二貴族も気が付いていない、というのは？」

「戦線の矢やお面もてに立つのがリジア十二貴族の遠い昔からの務つとめ。リジアの危機に立ち上がるのは当然です。ですが、その戦場と守るべき聖都の距きよ離りが、あまりに遠すぎる為ため、情報の操作がしやすく、前線の貴族を謀たばかるのに一ひと役やく買っています。尤もつともな理由を申し立てれば、リジア国内にいる十二貴族の方が御ぎよしやすい」

「軍政を監かん視しする十二貴族を戦場に送る行為が、利権争いをする者にとっては都合がよかったという事か？」

「そのように」

「他国から攻せめがたい遠距離の聖都が仇あだとなっているのか」

「はい。邪じや魔ま者ものは遠くで戦い、法王は手近な場にいる。この機会に乗じ自分の立場を確立しようとする者がいる筈はずです。こちらは粘ねばり強く戦い続け、それが表面化するのを待てば、リジアは停戦協定を打だ診しんしてくる筈はずです」

　そこまで言うとダカットは考え込むように顎あごに手を当てた。

　そして彼かれはその目をギロリとこちらに向ける。

「……クロムよ。今の話、他に口外するな」

　何な故ぜ、という言葉を言わせぬ凄すごみがあった。

　だが別段それがどうしたという気持ちもあったので、クロムはただ首を縦たてに振る。

「皇子がそう仰おつしやられるのなら」

「そうだ。それでいい」

　そう言うとダカットはそのまま部屋を出ていってしまった。彼にとって何か思うところがあるらしい。そこまではさしものクロムも察する事は出来なかった。

　すると今までずっと脇わきで聞いているだけだったユースティナがチラチラとこちらの様子を窺うかがっている。なにかあるのだろうか？

「皇女、なにか？」

「う……うん」

　幼い彼女はその小さな顔をこくんとさせて向き直る。

「クロムよ、其方そなたは賢かしこいな？」

　虚きよ栄えい心しんも自尊心もないクロム。だから謙けん遜そんするつもりもなく、ただ事実を述のべるように、

「一いつ般ぱん的てきな国民の平均より知識は持ち合わせていると思います。それを賢いというべきかは判断が分かれると思います」

　と返した。彼女はそれを肯こう定ていと受け止めたようで、ふむ、と頷うなずく。

「では私も其方そなたに聞きたいことがある」

「はい何なりと」

「戦争をしないで、民が豊かに暮らすことは出来ないのか？」

　子供らしい単純かつ純じゆん粋すいな質問にクロムは即そく座ざに答えを返した。

「無理だと思われます」

「なっ?!」

　その答えがお気に召めさなかったのか、ユースティナは口をへの字にした。

「どうして無理なのだ？」

「多面的な理由がありますが、今、このネイレシア大陸から突とつ然ぜん戦争が無くなった場合、先まず行き詰づまるのが兵士や傭よう兵へいたちです。彼らは職に就つけず、食いあぐねて、それは最終的に暴動の火種となるでしょう」

「し、しかし公共事業を活発に行い、田畑の開かい墾こんなどにそれらの人員を擁ようすればよい」

　この少女は幼いながらも年に似合わず大変賢い。

　クロムはそう思い、構わず大人に言うのと変わらぬように反論を返した。

「過去から現在に至いたるまで、戦争による利益率は田畑を開墾する公共事業よりも圧あつ倒とう的てきに高いものです。田畑は開墾したその年から使えるわけではありません。土地を拓ひらき、水を引き、土を作り人を呼び入れ漸ようやく田畑として機能します。それまでに掛かる金銭を戦争に注つぎこんだ方が利益は圧倒的に多い」

「し、しかしだな。此こ度たびのリジアとの戦せん役えきは泥どろ沼ぬま化かし何の利益も産んでおらぬではないか」

　やはりこの皇女は賢く、この時代を正しく評価している。クロムはそう思った。

「ご尤もつともです。このリジア戦役はそれまでの戦争と性質が異なります。これまでに行われてきた戦争に於おいては、その土地と働く人間の奪うばい合いが戦争の火種となっておりましたが、リジアとグラウスタンディアという大国間の戦争になった結果、利益の在りようが変わりました」

「それはなんだ？」

「宗教の主権を取り合う戦争に変容したのです」

「宗教の？」

「はい。……勿もち論ろん今までも民族間で宗教の主権を取り合う戦争は為なされてきましたが、それが大国同士になるとその様相は変わります。今までは目に見えてわかる利益の為ための戦いであったのが、神の為ための戦いへと変容した。これは今までになかったことでしょう」

「我々は精せい霊れい神シオン様の為ために戦っているというのか？」

「左さ様よう。その為ため、グラウスタンディアもリジアも相手の土地を手に入れる事に躍やつ起きになっていない……当初はそうであったのでしょうが、いつの間にか戦争の大義が神の為ため、とすり替かわって行った事で、無理にグラウスタンディアはリジアの土地を手に入れる理由がなくなってしまった。ただ侵攻してくるリジアを止める事が主眼になってしまった」

「もし、リジアが侵攻して来れば精霊神様はどうなるのだ？」

「リジェル教は戒かい律りつが厳しく、他の神の存在を認めません。それ故ゆえに、彼らが侵攻して来れば、その土地の民は改宗されリジェル教を信奉せねばなりません。数十年前にゾラ港に於おいて、リジアの大改宗に抗あらがった人間の粛しゆく清せいが行われました」

「それは知っておる。多くの民が火に炙あぶられ殺されたと聞いておる。此こ度たびのリジアとの戦争もあの大改宗からリジアを危険視したことに端たんを発したと聞いている」

「その通りです。グラウスタンディアも、ひいては周辺スクルタビア連合国も、リジアのあの大改宗には警けい戒かいをしていました。その上でリジアはグラウスタンディアの土地を欲しています。ですがグラウスタンディアはそこまでリジアの岩石砂さ漠ばくを欲してはいません。その価値観のズレが何年にも及およぶ長期の戦乱を巻き起こしているのだと思います」

「だが……」

　悔くやしそうにスカートの裾すそを掴つかんだ幼い少女は俯うつむきながら呟つぶやくように口を開く。

「だが……私は争いなく、民が平へい穏おんに暮らせる世を作りたい……」

　彼女は今にも泣いてしまいそうな声こわ色いろだった。賢く多くの知識を正しく理解している彼女であるが、その心の裡うちはやはり子供であるのだなと理解した。理想と現実の狭はざ間まで、彼女の答えがどう変容していくのか。クロムには興味深い命題ではあったが、それでも今はこう言うしかなかった。

「理想論です。現実的ではありません」

　事実だった。それ以上の言葉も、それ以下の言葉もない。だがユースティナはそれでも諦あきらめる事無く言葉を重ねる。

「私は民が飢うえや苦しみなく、涙なみだを流さずにすむ国を作りたいのだ！」

　クロムはその彼女の理想とする国が、可能であるか頭の中にある全知識の引き出しを開け、あらゆる可能性を並べ、そして答えを導き出した。

「皇女。それは不可能です」

　ただの現実的な判断。何をどうシミュレートしても、そんな国を作る事は不可能だった。彼女の理想はあくまで人が抱いだく夢のようなもの。抱くことは構わないだろうが、しかし実際に作る事は出来ない。その事実を述のべたに過ぎなかった。

　するとユースティナはみるみるうちに目に涙を浮かべると、

「ばかぁ！」

　と言ってそのまま部屋を飛び出していってしまった。

　彼女を追いかけようという気持ちも湧わいてこなかったし、後こう悔かいもなかった。ただ皇女の機き嫌げんを損そこねた責任は取らされるのだろうな――そう思っただけである。

　だが結果として某なにがしかの罰ばつがクロムにくだされる事はなかった。

　幾いく日にちしても城の使いがやって来てクロムを捕とらえ尋じん問もんをする事はなかったのである。

　という事はユースティナはあの後、クロムの事を誰にも話さなかったのだろうか？　泣きはらしている皇女を前に、乳う母ばや侍じ女じよがその理由を問わなかった筈はずはない。周りにいる者たちは執しつ拗ように皇女に涙の理由を問うただろう。にも拘かかわらず、ユースティナはクロムに泣かされた事を話さなかったのだ。その事実がクロムには不可解に思えたのだった。

　そんなある日の事である。図書館とカウフマン家を往復する毎日のクロムだったが、思わぬ頼たのみごとをされる事になった。

　その依い頼らい主ぬしは他でもなく、家主のカウフマンである。

「すまんな、家か令れいたちが藪やぶ入いりで皆みな帰ってしまってな」

「そのようですね。屋内が静かでしたので」

「予定ではフィフニスの両親が、今日一時帰還するはずだったのだが、少し遅おくれているらしい」

「エルコ火山の方角に暗雲がありました。雨に足を止められているのでしょう」

「うむ、だが儂わしはちょっと皇城へ呼び出しを受けておってな、その間、フィフニスの面めん倒どうを見てもらえんだろうか？」

「はあ」

　そう答えると、カウフマンの脇から幼いフィフニスが恐おそる恐る顔を覗のぞかせた。

　やはり警戒されているようである。

　自分の愛想がよくない事はわかっているので、それは仕方がない。

「畏かしこまりました。お帰りはいつ頃ごろで？」

「夕には帰るつもりじゃ。なので昼の間だけで構わんのだが、頼まれてくれるかな」

「はい、問題ありません」

　カウフマンから孫のフィフニスを預かり受けると、彼はその足で皇城へと向かう為ために家を出ていった。

　さて――。

「……………」

「……………」

　フィフニスが小刻みに震ふるえながら、こちらを見上げている。

　やはり怖がられている様子である。さてどうするべきか。残念ながら子供を喜ばせる為ための知識をクロムは持ち合わせていない。ここは躊躇ためらわずに彼女自身に問うべきだろう。

「どうしたらいい？」

　しかし彼女は半分涙目になりながら首を横にふるふるとさせた。

　別にとって食おうという訳ではない。だが彼女が怯おびえているという事実は変えがたい。

　とりあえず意思疎そ通つうだけでもするべきだろう。

「別に僕ぼくは君に危害を加えようというつもりは一いつ切さいない。有効な関係を築きたいと思っている。それにつき、どうしたらいいか知識を持ち合わせていない。なので君がどうしたいのか意見を聞きたい」

　そこまで言うと、フィフニスは暫しばしポカンとしていたが、漸ようやく我に返り、うんうんと顎あごに手を当てて考え出す。

　とりあえず彼女の意見を聞く所から、始めた方がいいだろう。

　暫しばらくすると漸ようやく何か思いついたのか、フィフニスは、

「あの……見たいものが……ある……の」

　と呟つぶやくような声で言った。反対する理由もなかったのでクロムは了りよう承しようし出かける事にする。

　彼女は自分の部屋に籠こもったきり出てくる様子がない。まさかこのまま出てこないのではないのか、そんな可能性がクロムの頭を過よぎった頃、漸ようやくフィフニスが部屋のドアを開ける。

　そこには先ほどの普ふ段だん着ぎから一転、少しよい生き地じで作られた装しよう束ぞくを身にまとったフィフニスが出てきた。どうやら出かけるに際して、少しばかり着き飾かざりたかったらしい。なんと化け粧しようまでしているのだが、失敗しているようにしか見えない。

　これは指し摘てきすべきか、それとも彼女の満足度をそのままにしてやるべきか。

　ただ恥はじをかくのは彼女なので、一応指摘だけはしておく。

「そのお化粧だが、やや濃こいかと思われる」

　するとフィフニスは肩を震わせてビクッとする。

「ほ、本当？」

「あまり歳相応なバランスとは言えないかもしれない」

「お、おかしい、かな？」

　おかしいかどうかはクロムにはわからない。

　ただ、一般的に外を歩いている女性の平均的な化粧の度合いから考えるとやはり過か剰じようだ。

「自分で決めるといいと思う。否定はしない」

　そう言うとフィフニスはその場でおろおろしだし、暫しばし黙もつ考こうした末すえに、自室に戻って綺き麗れいに顔を拭って戻ってきた。

　そうして彼女とシオニアの街に出る。しかし彼女が一体どこに行きたがっているのかクロムはよく知らない。何より地図上でのシオニアはよく知っているが、実際に方々を歩いた事はない。それ故ゆえ、彼女の後をついて行くような形になる。彼女のお守りと言うより、付き添そいと言った方が正しいように思う。

　彼女がやってきたのは街の中心を行く大通り。

　戦時の最中とはいえ、行き交う人の数は多い。

　フィフニスは大きな看板のかかる建物の前まで来るとそこで足を止めた。

「……あの、これ」

　そう言って指さしたのは劇場であった。民営の劇場は昼日中でも客足が多かった。

　どうやらフィフニスはお芝しば居いが見たいようだ。イリヤ・オースターが座長を務める旅の一座らしい。

　クロムはコクリと頷うなずき返すと、券を買い求めて中に入る事にした。子供である自分が買い求めても咎とがめられないという事は、フィフニスが見ても問題はないだろう。そう判断し券を彼女に渡すとフィフニスはキラキラした瞳ひとみでそれを見つめる。おそらくは嬉うれしいのだろう、そう判断し券を持って捥もぎりに渡し、劇場内へと入る。

　中は薄うす暗ぐらいかと思ったが、方々を照らす照明器具の数が多く、外とは違う明るさを灯ともしていた。そうして客席に着き開演時間がやって来ると、ようやく幕が開く。

　内容は神話を元にした勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語だった。以前神話をまとめた書籍で読んだ事のある話であったが、別の解釈などが織り交ぜられていたり、また難解な部分を分かりやすく変へん更こうしてあったりと、幼いフィフニスにも楽しめる内容となっていた。

　ただクロムにとって興味深かったのは、その点ではなく主演であり座長であるイリヤ・オースターの芝しば居いだった。彼女の演技には特とく徴ちよう的てきな部分がある。それは客席の呼吸をうまく操あやつるという事だった。セリフとセリフの間の呼吸に違い和わ感かんはないものの、半間ずらしたりすることで、観客の呼吸を自分のペースに引き寄せる。気が付いたら彼女の呼吸に皆が合わせている。

　だから彼女が息を呑のめば客席も息を呑み、彼女が涙を流せば客席も咽むせび泣いた。

　――なるほど、呼吸か。

　これは使えるとクロムは彼女の行為を冷静に見守り続けた。人心をうまくコントロールする際にこれは重要な要素となる。持って生まれた素質からそうする人間もいるが、彼女は確実に意図的にそれをしている。論理的に人の感情を動かしている。そして人の心は思いの外ほか、単純に動かされてしまう。

　戦場に於おける巨きよ大だいな脈動もまた呼吸だ。ほんの少し呼吸が合わなくなるだけで、それは最終的に途と轍てつもない戦せん禍かを招くこともある。

　それを戦場に於おいて読み解くことが出来るのが将軍という職の技量なのであろう。

　そう考えれば、この相手の呼吸をずらしてこちらのペースに持っていく技術は大いに使う事が出来る。どこかで実じつ践せんする方法があれば、それに即そくして戦略の図式はまた変わって来るに違いない。

　そんな事を考えているうちに芝居は終演を迎えていた。

　隣となりに座すわっていたフィフニスは大変満足げな様子。

「面白かったね」

　おどおどする様子もなくそう言うフィフニスに、

「ああ」

　とクロムも返した。本当に興味深いものを見る事が出来た。出来る事ならあのイリヤという女性からもう少し色々聞いてみたいとすら思っていた。しかしフィフニスの方はそんなクロムの返答が珍めずらしかったのか、大きく目を見開いてみせた。




　二ヵか月げつの休養期間が明け、クロムは再びカウフマンと戦場に戻る事になった。

　出立の日、フィフニスと家の使用人が表まで二人を見送りに出てくれた。

「ごぶうんちょーきゅー」

　と大きな声を掛けるフィフニスに、意味が解わかっているのか、と首を傾かしげる。カウフマンはそんな孫まご娘むすめにニコニコと、戦場では見せないような笑え顔がおを向けていた。暫しばし別れの抱ほう擁ようを交かわす孫と祖父の姿を、クロムは馬上からぼんやりと見やっていた。出しゆつ征せいする者たちのありふれた光景。それ程ほど珍しい物ではない。

　すると幼いフィフニスがクロムの下までやって来る。

「あ……あの………」

　そう言って馬上のクロムを見上げるフィフニスに、クロムは一いつ瞬しゆんの間を開けて、馬から降りる。

「なにか？」

「えっと……これ」

　そう言って彼女は貝かい袋ぶくろを渡してきた。シオニアに昔からあるお守りである。海かい浜ひん地区で採とれる子こ安やす貝がいの中でも小さく美しいものを選んで、それを小さな袋に入れて持たすのだ。

「いや、僕は……」

　そういうものは信じていない、と断ろうとするとカウフマンがやって来る。

「もらっておきなさい。持つ者を守る為ためだけにお守りはある物ではない。待つ者の安あん寧ねいのためにもお守りはあるのだ」

　そう言われクロムはフィフニスから貝袋を受け取ると、

「ありがとう」

　と礼を言った。彼女は満足そうに、へへ、と笑顔を見せる。少しカウフマンの言っている意味を理解した。自分を守る為ためではなく、待つ者を守る為ため。やはりこういった信しん仰こうはよくできているものだ、改めて人と神の構造式に納得した。

　シオニアより陥落させたフルクロ港へと船で渡り、そこでこれからの進軍についての話し合いが為なされた。リジアはフルクロ奪だつ還かんを狙ねらって執しつ拗ように襲しゆう撃げきを繰り返してくる。その補給を受ける為ための兵へい站たん線せんを切る事が急務とされていた。
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　また前線で指揮を執とるシド・レオナントス将軍とフルクロ港の守りの要であるシェルシュ・ニカノール将軍とで現状についての話し合いが為なされると、今度は海路からの襲撃が示し唆さされた。

　リジアはなんとしても奪われたフルクロを取り返したいようである。またフルクロを中ちゆう継けいせずに皇都を直接攻める事も懸け念ねんされていた。勿もち論ろんその点はカウフマンの進言で皇都海浜地区の防衛施設の増設が可決されたばかりであった。

　その為ため、今後は海上防衛を視野に入れた計画が必要となる。

　過去に二回にわたって海上戦で戦果を挙あげたクラヴィス・ペイトン師団長に、白しら羽はの矢が立ったのはこの会議の時であった。それはシェルシュからの進言であった。

「あの攻こう守しゆに優すぐれた人間を使った方がいいと思うわ」

　その一言でシェルシュの旗き下かにいたクラヴィスが招集された。

「およびでしょうか？」

「ええ。ちょっと意見を聞かせてくれるかしら」

　シェルシュに促うながされクラヴィスは、海図を広げた。

「リジアには海軍が組織されており、また海上戦のみに特化した兵を調練しています。黒海に面したいくつかの都市でそれらを調練し模も擬ぎ戦せんを行わせておりますので、迂う闊かつに我々が出ていって海上で戦う事は危険です」

　するとカウフマンは相そう好ごうを崩くずす。

「しかしその海上戦で其方そなたは勝利を収めておる」

　するとクラヴィスは目に涙を溜ためて、頭を掻かいた。

「自分は船乗りの家の出で、潮の目を読むことは多少なりともできます。後はリジアが行う戦法を真ま似ねたり、その方式を逆手に取ったりしただけに過ぎません」

　さも当たり前のように謙けん遜そんする彼の言葉に、将軍たちは驚おどろきを漏もらした。

「其方そなたはそんな事が出来るのか？」

「完かん璧ぺきではありませんが、少なくともリジアが使う兵ひよう法ほうのいくつかは認めております。それを元にいつも策を練っております」

　これにはカウフマンも納得せざるを得なかった。何より、シドやシェルシュも実際に勝ち星を挙げている彼の技量を前には不満をいう様子はない。

　カウフマンは彼に向き直ると、顔を上げた。

「クラヴィス。其方そなたにフルクロの海の守りを任せたいと思っている」

「自分にですか？」

「うむ。いずれグラウスタンディアも海軍を持たねばならない時が来る。その時に其方そなたの持つ技能は必要となるだろう。その為ために研けん鑽さんをしてくれ。必要と言うのなら、資材及び人員には便べん宜ぎを図はかる。おまえさんの思うように動かしてみてくれ」

　その言葉にクラヴィスは恐れ多いとばかりに頭を下げた。その勢いで先ほどまで目に溜まっていた涙が零こぼれ落ちる。大の大人の男泣きに、将軍三人はあんぐりと口を開けた。

　そんな様子をカウフマンの後ろに立って見つめていたクロムも将軍たちとは別の気持ちで疑問を抱いていた。

　何な故ぜ彼かれは泣くのか？

　何な故ぜ彼は涙を流すのか？

　わからなかった。

　涙という存在の在り方がどうしてもクロムにはわからず、それに歯がゆさにも似た疼うずきを覚えたのだった。




　フルクロ地区の兵へい役えき管理の書類にクロムは一連の将軍、師団長、千人長の名を確かく認にんしながらカウフマンより託ことづかっていた事務作業を熟こなしていく。これは以前からクロムが進んでやりたがった仕事だった。事務作業は自分の性しようにあっている。何も考えず、数字や文字情報に没ぼつ頭とうできるこの仕事を好んで熟こなした。事実大人が数人掛がかりでするよりも素す早ばやく熟こなすことが出来るクロムに、カウフマンは反対しなかった。

　今回の編成の中には傭兵団も多く駐ちゆう屯とんしている。国の正規兵ではなく、それぞれが徒党を組んだ荒あらくれ者の集団である。国にとっては平時に彼らを食わせる維い持じ費ひを要さない為ため、好んで使われた。

　その中に、今まで見た事のない一団の名があった。

　――アレンビア小隊。

　百人ほどの小さな傭兵団だ。ただこのアレンビア小隊は、カウフマンからの採用の印は捺おしてあるが、それに対しこの隊の長の印がまだ捺していなかった。契けい約やくが成立していない事になってしまう。放置しておくと後で金銭の揉め事などになりかねない。

「確認しておくか」

　そう思い、クロムは立ちあがった。妹の亡ぼう霊れいと目が合い、顔を背そむけた。




　アレンビア小隊を含ふくめた傭兵団はフルクロ地区の城じよう壁へきの外に仮設の宿営地を構えていた。個人的に必要な物があればすぐに街で買い求める事が出来るし、何よりここは自由である。街中の広場やら教会を仮住まいにすると、とにかく住民からの苦情が多い。

　荒くれ者の多い傭兵団がいつも近きん隣りんの住民から蔑さげすみの目を向けられるのは、彼らの行動があまりにそういった一いつ般ぱん市民の常識からかけ離はなれているからだった。

　実際に全員がバカでかい声で話し、下品な笑い声をあげ、そして食い物は幾いくらでも食い散らかす。酒を飲んでは他の団の者とケンカする事など日常茶さ飯はん事じ。

　それを街の者が快こころよく思わないのは当然だ。だが傭兵は正規兵よりも命が安い。戦せん闘とうが始まれば戦場の矢面に立たされ、朝一いつ緒しよに飯を食った仲間が骸むくろに変わる。そんな日常を過ごしていれば、今日をバカ騒さわぎしない手はない。

　この小隊を率いるアレンビアもそういう人間だった。年の頃は24の若さであったが、傭兵の命の価値は既すでによく知っている。死んで元々。とっくの昔に死んでいたかもしれない命が、今日まで他ひ人と様さまの命を奪う事で生き延びてきた。そこには憐れん憫びんもなければ哀あい愁しゆうもない。当たり前のこと。それが傭兵という生き物だった。

　褐かつ色しよくの肌はだをしたアレンビアは、自分の隊の傭兵たちを取りまとめる。

「ほら、さっさと飯食ったら片づけな！　いつまでも食ってるやつは戦場で長生きできないよ！」

　捲まくし立てると傭兵たちはゲラゲラと笑った。

「傭兵が長生きできるかってんだ」

「そだそだ、どうせ今日死ぬかもしんねえぞ」

「うっさい、口答えすんな！」

　思いっきりケツを蹴けり上げると傭兵は涙目で吼ほえた。それを見た他の兵たちが腹を抱かかえて笑い転げる。いつもの光景である。尻しりの重い彼らを捲まくし立てながらアレンビアは髪かみの毛をくしゃりとさせて快活に笑った。

　そんなバカ騒ぎをする兵団の中に場ば違ちがいな影かげを見つけてアレンビアはハッと我に返った。そこには年の頃は12、３の少年が書類を手にしてクスリともせずに佇たたずんでいた。

「なんだい、あんた？」

　すると少年は無表情にアレンビアの前までやって来ると、こちらを見上げる。

「あなたがこの小隊の長おさアレンビア・トーリさんですか？」

　妙みように大人びた言い方が鼻についたが、別段気に障さわるような物でもない。だが周りの酔よっぱらった傭兵たちは違ったようで、

「あんだ？　このガキ？」

「ぼっちゃんが来るとこじゃねえんだぞ」

「ほら帰った帰った」

　と凄みを利きかせて迫せまる。だが少年はそんな強こわ面もての傭兵たちにも動じることなく、アレンビアに目を向けていた。

「ほら、あんたら邪じや魔まだよ。ガキと遊んでる暇ひまがあったら、剣けんの稽けい古こでもしな！」

「なんだよ姉あね御ご」

「隊長って呼びなっ！」

　一いつ喝かつして彼らを遠ざけアレンビアは少年に向き直った。

「そうだよ。あたしがこの小隊の頭アレンビアさ。なんか用かい、お坊ぼつちゃん」

　小ばかにした軽口に周りの傭兵たちは笑いを堪こらえ切れず噴ふき出す。

　だが少年は全くそれを意に介かいさず淡たん々たんと話を続けた。

「僕はカウフマン・マカオン将軍の下で事務を取り仕切っています。クロム・ジャレットです。資料の中でこちらの小隊だけ、雇こ用よう条件に了承の印が捺おされてなかったので、確認に参りました」

「ありゃ、あたし捺おしてなかったっけ？」

　うっかりしていた事に気が付き、アレンビアは目を丸くして頭を掻かいた。

「はい、なにか条件に不満があるなどの事でしたら仰おつしやってください」

「いや、ないよ」

「ではこちらに印を。無ければサインでも構いません」

「あーい」

　そう言ってアレンビアは朱しゆ肉にくを用意させると、そこに指輪の甲こうを押おし付けた。この指輪に自分の名が刻んであるのである。文字の読み書きが出来ない彼かの女じよにとっては、これは命よりも大事なものだった。

「これでいいかい？」

「結構です。では僕はこれで」

　クロムは極ごく々ごく事務的な返答すると踵きびすを返した。そんな彼の背を見ながら、アレンビアは思わず彼に声を掛かけていた。

「ねえねえ」

　少年は足を止め振ふり返る。その表情からは何を考えているのか、読み取る事が出来ない。

「なにか？」

　そう問われてアレンビアは我に返った。何な故ぜ彼を呼び止めたのかわからなかったのだ。ただ何かが気になったのだが、その理由を知る訳がない。苦し紛まぎれに出てきたのは、

「えっとぉ………もうちょっと愛あい想そ良くしなよ」

　という文句とも取れなくはないような言葉だった。しかし少年は気を悪くした様子などなく、数すう瞬しゆん間を開けると口の端はしを上げて見せた。それが自分に向かって笑って見せたのだと気付くのに暫しばしかかったのは言うまでもない。

　だがクロムはそれを意に介す様子もなく、そのまま立ち去って行ってしまった。

　アレンビアはただぼんやりとその後姿を見送っていた。

　傭兵たちもそんなクロムの背を見ながら、

「なんだ、あのガキ？」

「気味悪いや」

　と口々に囁ささやき合っているのが、アレンビアの耳にかすかに聞こえた。何よりそういった印象を抱いても仕方がない空気を彼が纏まとっていたのは事実だ。

　すると一連の流れを見ていたであろう副隊長のロッコが声を掛けてくる。

「変なガキですねぇ」

　我に返りながら、アレンビアは苦笑いで返す。

「……こんな時代だからね。あんなんもいるんじゃない？　んで、なに？　用があるみたいだけど」

「あ！　そうそう新しくアズスが引っ張ってきた連中が今日合流するそうです」

　アズスはロッコと同じくこの隊の副隊長である。

「へえ、どれくらいいるの？」

「とりあえずざっと20人くらいだそうです」

「すぐ使えそうなのは？」

「う～ん、なんとも言えないですね。あ、でも、一人バカみたいに強いのがいるらしいですよ」

「へえ、有名なやつ？」

　するとロッコはいかつい肩かたをいからせて首を傾かしげる。

「さあ、自分は初めて名を聞きましたが、ガジェル・プリアモスって言うやつで」

「……知らない名ね。従軍経験は？」

「一応いくつかの傭兵団には所属してたみたいです。あ、でも、こいつの経歴がぶっ飛んでましてね。最初に親殺しで牢ろう獄ごくぶち込まれて、その後戦争恩おん赦しやで出て来てから方々の傭兵団にいたらしいです」

「親殺しはまあ、アレだけど、それ以外は普ふ通つうの経歴じゃない？」

「いやいや、これがちょっと……」

　するとロッコは声を潜ひそめる。

「なに？」

「奴やつのいた傭兵団は悉ことごとく全ぜん滅めつしてんですよ」

「……へえ、なに？　じゃあそのガジェルってのは死神かなんか？」

「そうじゃねえとは思いますが、まあ、傭よう兵へい稼か業ぎようにゃ縁えん起ぎがわりい相手です。何なら、おんだしますか？」

「いいじゃない、死神だって。神様は神様よ。あたし等らの稼業にゃそれくらい箔はくのある神が付いてるくらいがいいわ」

「強気だねえ姉あね御ご」

「隊長って呼びな」

「へえ」

　ロッコは笑いを噛かみ殺しながらアレンビアの前から去っていく。一方アレンビアは未いまだ、先ほどの少年が気になっていた。従軍するには少々早すぎると言っても過言ではない年ねん齢れい。しかもついているのは、この戦場の最高責任者であるカウフマン将軍ときた。

　なんかしらの才能があるんでしょうね。でもまあ、ちょっと問題はあるようだけど。

　アレンビアがあの少年の異質さを敏びん感かんに感じ取ったのは、彼女の生おい立ちによるところが大きい。傭兵稼業は親の代からだった。親について戦場から戦場へと渡わたり歩いていた。リジアとグラウスタンディアという大国同士の戦争でなくても、国内における内ない紛ふんは幾いくらでもある。傭兵がいらなくなった時代は過去にはない。くいっぱぐれのない職業でもあったが、同時にいつ死んでもおかしくない職業。幼い日から幾いく度ども人の生き死にを目まの当たりにしてきた彼女にとって、クロムという少年はやはり異質だった。

　それは偏ひとえに――半分死にかけている、と思ったからだ。

　あの少年は生きながらに死んでいる。途と轍てつもなく大きな死に引き込まれている。その代り相反する生への渇かつ望ぼうも大きい。だから今はああして半分を死にながら、それでも身体は生きていられる。だがそういった人間のバランスは少しでも崩れた時が危あやうい。すぐさま死に引きこまれるか、または………。

　そんな事を考えているうちにもう一人の副隊長アズスが率いる一団が合流した。20人の新人傭兵たちは、物もの珍めずらしそうにあたりをきょろきょろしている。

　そんな中からアレンビアはある人間を見つけると迷いなく彼かれの下まで行く。

「あんたがガジェル？」

「はあ」

　出で合あい頭がしら、すぐにこの男が噂うわさのガジェルだとわかった。気の抜ぬけた様子に、何者にも興味を示さない仕草。どれをとっても傭兵らしくはない。だがすぐにわかった。この男が一番強い。そして生きる事への渇かつ望ぼうが最もつとも強い。そういう人間は戦場で簡単には死なない。

「あんたが従軍したとこは悉ことごとく全滅って聞いたけど、本当？」

「全滅じゃないですよ。俺おれが生きてますから」

　頭を掻かきながらヘラヘラとしたガジェルの言い様に、アレンビアは思わず噴ふき出した。

「ふふ、たしかにそうね。全滅じゃないわね」

「はい、壊かい滅めつ程度です」

　冗じよう談だんを言っているつもりではないのが、またアレンビアの笑いを誘さそった。

「いいわ。さっそくだけど、もうすぐリジアとの防衛戦が始まるらしいから、準備しておいて。それからあんたの剣はそれなの？」

「ああ、はい」

　そう言ったガジェルが腰こしに帯おびている剣は彼の身体と比べても格段に小さい。

「どうしてそんなの使ってるのよ？」

「はあ……戦場に落ちてたんでそれを……」

　あったから使ってるという事だろうか。だとしたらあまりにも武器に対して無む頓とん着ちやくすぎる。いくら強いと言っても、それでは十全に力を発揮する事は出来ない。

「いいわ、ついてきなさい。あんたにちょうどいいのを見みつ繕くろってあげるわよ」

「ありがとうございます」

　傭兵団が皆、武器庫、と呼ぶ馬車がある。ラヴァダ輓ばん馬ば四頭に牽ひかせる重装戦車のような出いで立ちの馬車の中は、数多くの武器が満まん載さいされている。ここから兵たちの武器を供出しているのだ。全すべてはアレンビアの一存で配布されるので彼女が随ずい伴はんしていれば問題はない。

「あんたの身体にあっている武器なら、これくらいの剣じゃないとね」

　そう言って大ぶりの大剣を差し出した。ガジェルはそれを抜き放ち、軽々と片手で振ってみせる。大男が両手で振り上げるような武器を、片手でいともたやすく扱あつかっていたのだ。

「軽いですね」

　平然とそう言う彼に嘘うその様子は見て取れない。アレンビアは少し面おも白しろがりながら、試ためしに大人の背程ほどもある大剣を取り出して見せた。酒を飲んで興が乗った傭兵の一人が、商人から掴つかまされたものだ。当然誰だれもそれを持ち上げることが出来ず、どこかで売り飛ばそうかと思っても買い取り手も見つからずで、打ち捨てられるようにこの武器庫の片かた隅すみで埃ほこりを被かぶっていたのである。

　かなりの腕わん力りよくがあると思われるガジェルだがこれは流石さすがに持ち上げられまいと、アレンビアが面白半分に勧すすめるとガジェルはそれを見つめて手に取る。

　そしてそれをヒョイと持ち上げ、片手で鞘さやから抜き放ち、軽々と二三、振ってみせた。

「うん、悪くないです。貰もらっていいんですか？」

　そう問いかけてくるガジェルに、アレンビアは暫しばし驚き放心していたが、すぐに首を縦に振った。

　そして、これは中々の逸いつ材ざいだ、と思いながらアレンビアは笑えみを漏もらした。
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　カウフマンの号令の下、陸路を侵しん攻こうしてくるリジア軍を迎げい撃げきする為ための一団が出しゆつ陣じんの途とに就ついた。フルクロ港を中心に街かい道どう沿ぞいに防衛線を張る。進軍してくるリジア軍は約８０００。率いるのはリジア十二貴族の一人ルスタフ・タギー。

「手て堅がたい戦略でこちらの様子を見ようというところだのう」

　地図を見ながらカウフマンは眉まゆを顰ひそめた。

「クロムや、おまえさんはどう思う？」

　脇わきに控ひかえていたクロムはカウフマンの隣に行くと、敵兵数と進軍ルートを確認しながら、静かな面おも持もちで黙考した。

「同意見です。こちらの兵力や人員を確かめ、その後の戦略を練るのが一番の目的でしょう。ただ………」

「ただ？」

「こちらの陣地の北側に切り立った岩山が点在しています」

「ふむ」

「ルスタフ軍と衝しよう突とつしている間に、こちらから攻せめ込まれた場合、我々はかなりの痛手を被こうむる可能性があると考えます」

「………ほう。しかしこの辺りの岩場に潜ひそんで陣を構えるとなればかなりの少数となるだろうな」

「精せい々ぜい７００程てい度どしか潜むことは出来ないと思います。ですが、ルスタフ軍と戦闘が始まれば、我々の背はい面めんを突いて切り崩すことが出来る」

「ふむ……しかしわかっていれば対応もできそうだがのう」

「おそらくですが……」

「なんじゃ？」

「この７００が背面に攻め込んでくると、グラウスタンディア側の呼吸が乱れると思います」

「呼吸？」

　思わぬ言葉を耳にしてカウフマンは目を丸くした。だがクロムは構わず続ける。

「はい、士気ではなく呼吸です。前線で戦う兵たちはどの規模かわからないまでも背面を取られた事に意識が向きます。それによって主力リジア軍との戦いで気持ちが二分され、結果全体の呼吸が乱れ、足並みが狂くるい、こちらは少なからず被ひ害がいが出る事でしょう。７００の兵で挙げる戦果としては十分な程ほどの」

　カウフマンは成なる程ほどと感心した。軍勢が大きくなれば大きくなる程ほど、些さ末まつな物に目が届かなくなる。７００ばかりの隊なら捨て置くことすら考える。だがクロムの言う通り、この岩場に隠かくれ潜ひそんで背面を突つき、こちらがそれに気を取られれば、相当の戦果を挙げられることは確実だろう。

「……呼吸とは、また面白い事に目を付けたな」

「いえ、普ふ段だん、カウフマンさんなどは自然にやっている事です」

「……自然にの……」

　そう言いながらカウフマンは目を細めた。クロムが少なからず人の感情という物に目を向けている。おそらくは今の段階では理解の範はん疇ちゆうにない事。しかしそれはあるモノとして、そして自分にない物として。しっかりと見ようとしている。その事が感じ取れた。

　カウフマンはそう思いながらも話を戻もどす。

「うむ、これは警けい戒かいする必要があるだろうな」

「しかしそちらに多くの戦力を割さけば、本隊であるルスタフとの戦いに当然我々も窮きゆうします。もし迎むかえ撃うつなら、最少人数で抑おさえ込み、こちらに被害を出さない事だけを優先にするべきでしょう」

　12歳さいの子供とは思えない聡そう明めいな意見だった。彼は地図から目を離さず、ただジッとその上に目を走らせていた。彼の目の前には今も戦場がありありと映っているに違ちがいない。

「クロムよ、おまえさんならこの７００の兵をどれ程ほどの人数で抑え込む」

　少年は身じろぎもせず僅わずかに目を動かすと、

「通常の戦闘が出来る技量を持っていれば１００もいれば十分かと」

　と事もなげに言った。その数に流石さすがにカウフマンも目を見開く。

「１００だけか？」

「はい、被害を出さない、という事だけを考えればそれで十分です。こちらは一兵も死なせずに敵の侵攻を阻そ止しできます」

　さしものカウフマンもこれには唸うなった。抑え込むだけならば可能だろう。だが一兵も死なせない、というのは中々難しい。戦場では何があるかわからないからだ。

　この時カウフマンはふとある案が浮うかんだ。その思い付きは将軍としての勘かんによる物。そしてその勘に賭かけてみる価値がある、そう判断しその意見を口にした。

「クロム、おまえさんがこのリジア軍を抑える指揮を執とってみるか」

　それは通常では決してありえない事だった。何しろ正規兵でもなければ肩かた書がきすらないクロムが兵を動かすなど当然ありえない。

「勿もち論ろん、グラウスタンディア兵を動かすとなると反感がでる。だからもしやるのなら、傭兵団を用もちいる事。まあ、そう言ってもクロムの言葉をそのまま聞くとも思えん。だから常つねに儂わしからの策をクロムが伝えている、という体で動かすのじゃ」

　するとクロムはその事に驚いた様子もなくただコクリと頷うなずき返し、

「畏かしこまりました」

　と言っただけであった。いつもと変わらぬ淡々とした様子。ひどく賢かしこく、明めい晰せきな頭脳を持っている事は言うまでもない。だが、彼にはやはりまだ何かが欠けている、そう思った。

　いったい何を抑え込んでいるのか、それを幾いく度ど問いかけても彼は頑かたくなに答えようとはしなかった。

（さて、いつになったら変わるものか？）

　そう思いながらカウフマンは髭ひげを撫なでつける。そんなカウフマンにクロムは一礼すると出口へと足を向けた。

　そんな彼はふと何を思ったか足を止めると、こちらに向き直った。

　なにか伝え忘れた事でもあるのだろうか、と一瞬思ったが、彼がそんな事をしたのは一度も見た事がない。

　ではいったいどうしたのか？　そう不思議に思っているとクロムは、ポツリと呟つぶやくように言った。

「カウフマンさん。ひとつお聞きしていいですか？」

「なんだね？」

　彼からの質問はとかく珍しい。

　殊こと、兵法の全てを教えた今こん日にちでは彼からの質問は皆かい無むになって久しいからだ。

　クロムは未いまだ迷うような素そ振ぶりを見せた後、こう言ったのだ。

「僕ぼくは愛想がないですか？」

　ひどく真ま面じ目めな顔でそう問い返すクロムに、カウフマンは少し目を丸くして、それから笑いを漏もらしたのだった。




　陣を張り終えたグラウスタンディア軍の前にルスタフ率いるリジア軍が姿を現した。両陣営は臨戦態勢を整えると、お互たがい衝突の時を待つように緊きん張ちよう感を漲みなぎらせた。その最後方にクロムの率いるアレンビア小隊が控ひかえていた。

「全軍の出しゆつ撃げきと同時に我々は、この北のルートを迂う回かいします」

　クロムは手紙を広げてそれを読みながら、彼らに出撃後の内容を伝えていく。カウフマンから預かった作戦内容を読み上げている体ていである。

　だが、その紙には文言一つ書きこまれていない。策は全てクロムの頭の中にあるのだから。すると隊を率いるアレンビアは当然の如ごとく了りよう承しようの意を伝える。

「あいよ。まあ、あたしらに任せてくれれば問題ないよ」

　しかしここでクロムは彼女に食い下がるように言葉を付け足した。

「若じやく輩はいながら、戦せん況きように応じた対応をカウフマン将軍より託ことづかっております。なので僕も随ずい行こうさせていただく必要があります」

　その発言に傭兵たちは一様に驚きの顔をした。当然アレンビアがそれに口を出す。

「まさか戦場に子供を連れてけって言うのかい？」

「はい、足を引っ張らぬように尽じん力りよくいたします」

　殊しゆ勝しような言葉とは裏腹に、クロムの顔は何を考えているのかわからないような表情だった。

　アレンビアは頭をガシガシと乱暴に掻かく。

「まあ、雇やとい主ぬしからの命令ってんなら、聞かない訳にはいかないけどね」

　そう言うとアレンビアを始め傭兵団は開戦の合図と共に一いつ斉せいに駆かけだした。

　先まずアレンビア小隊は指定の位置までやって来ると、斥せつ候こうを出した。

　その間に別の準備を推おし進めていく。

　アレンビア小隊からの斥せつ候こうによって、やはり北の岩山に埋まい伏ふくしたリジア兵の存在が確認された。数まではわからないという。そこまで近づけば当然こちらの動きがばれてしまうからだ。だがクロムにとっては埋まい伏ふくしている兵がいるという事だけがわかればよかった。

　潜せん伏ぷくできる兵数は７００。それ以上はない。

　あちらはリジアとグラウスタンディアが衝突するのを待って出撃するだろう。

　こちらはその前に動き出す必要があった。

「それでは打ち合わせ通りに」

　そう言うとすぐさまアレンビア小隊がグラウスタンディア軍を離れ、大きく北へ迂う回かいするルートをとった。埋まい伏ふくするリジア軍７００から西側を迂回し、彼らの背後を突く。

　だがその前に下準備が必要だった。それらを済ませ、敵が動き出すのを待つ。

　そしてグラウスタンディアとリジアの主戦力がぶつかり始めた頃ころ、漸ようやく埋まい伏ふくしたリジア軍も動き出した。彼らは岩場を這はい出るように駆かけ下りる。下りきった所で、予あらかじめ打ち合わせでもしていたかのように素早く隊列を組むと、足早にグラウスタンディアの背後を突こうと進軍を始めたのだ。

　それを見ていたアレンビアは舌なめずりをしながら笑みを漏もらす。

「そろそろかね？」

　それに対しクロムはジッとタイミングを見み極きわめ、

「今です。行きましょう」

　と告げると同時に、一斉に馬に乗った傭兵団が岩場を飛び出した。駆け下りる傭兵団は奇き声せいを撒まき散らしながら、盗とう賊ぞくさながらに剣を振り上げた。

　奇き襲しゆうを仕し掛かけようとしていたリジア軍は、更さらにその大おお外そとから奇き襲しゆうを掛けてきたアレンビア小隊に度ど肝ぎもを抜かれたようにギョッとする。アレンビアを先頭にリジア軍の背後を突いた。

　先頭を行くアレンビアが最さい後こう尾びの兵の背を斬きりつけると、後に続く副隊長の号令の下、次々に傭兵たちはリジア兵に襲おそい掛かった。その中でも異い彩さいを放っていたのが、ガジェルだった。このアレンビア小隊に於おいては初うい陣じんである彼はそんな事を感じさせない程ほどに、次々にリジア兵を骸むくろに変えていく。あまりの強撃に彼の剣は５人を連続で斬り殺していく。

　さしものリジア兵もすぐに対応をした。

「敵は少数だ！　討うち取っても仕方がない、戦闘を避さけろ！　目的はこいつらじゃない！」

　すぐさまリジア兵たちはその進路を東へ移した。目標をグラウスタンディア軍の背面から横よこ面つらに変更したのだろう。

「でも、そうなるのはわかっていた」

　クロムは呟つぶやくようにそう言って戦況を見守る。

　アレンビア小隊は彼らを誘ゆう導どうしていたのだ。東へ逃にげながら作戦を変更するように。

　そしてリジア兵たちは更さらにギョッとする。

「何な故ぜだぁあ！」

　なんと北の岩山の中にグラウスタンディア軍の旗はたが見えたからだ。それも尋じん常じようではない数。これが飛び出して来れば、自分たちはひとたまりもない。兵を率いる指揮官は苦く渋じゆうに顔を歪ゆがませ、そして黙もつ考こうする。岩山の上にはグラウスタンディアの伏兵。そして後方からは百ばかりではあるが追撃してくる一団。結論が急がれた。このまま手を拱こまねいていれば、敵に仕掛ける前に全滅なのだ。

「全軍撤退！」

　そう言い放つとリジア軍はその進路を東へ東へと走った。このまま南の主戦場に行っても挟はさみ撃ちをされて全滅することは判わかり切っていたからだ。




　逃とう走そうするリジア軍を眺ながめながら、アレンビアは漸ようやく一息ついた。

「ありゃりゃ、騙だまされてくれたようだね」

　言いながら笑いが込み上げてくる。他の兵もそれは同じようで、我が慢まんしきれず腹を抱えて笑った。何しろリジア軍が見た岩山に隠れるグラウスタンディアの増ぞう援えんは全て偽にせ物ものだったからだ。ただ岩山の方々に旗を掲かかげただけ。それを彼らは増援と勘かん違ちがいしたのだ。

　しかし相手の身になればそう考えるのは当然だった。何しろグラウスタンディアは奇襲を掛けようとしていた事を読んでいた。アレンビア小隊が現れた時にそう思った筈はずだ。そして更さらにそれに追い打ちをかけるように敵の旗を見たら、援軍としか思えないだろう。

　だが実際に蓋ふたを開けてみれば、高々１００人ばかりの兵に追い返されたのだ。この事実を彼らが知ったらどれ程ほど悔くやしがるか。それを考えると、また笑いが込み上げてきた。

　遠く南側で展開する主戦場の戦闘も、もう間もなく終わるだろう。激しいぶつかり合いではなさそうだ。両者力量や状じよう況きようを計るように、様子を見ながらの戦闘をしている。

　そんなアレンビアの下へカウフマンの伝令役であるクロムが戻って来る。

「ご苦労様でした。我々の任務はこれで終しゆう了りようです」

「あ、そ。あんたもご苦労だったわね」

「自分は何もしてません。伝令を仰おおせつかっただけです」

「へえ、そうなんだ。白紙の伝令をねぇ」

　そう言った瞬間クロムはアレンビアを見た。

　初めて彼の感情的な顔を見たような気がした。一いつ瞬しゆん見せたその顔が子供らしくて、アレンビアは口の端を上げる。

「その反応を見ると、大アタリってことかな？」

「――――鎌をかけたのですか？」

「ふふん。まあね、戦場での駆け引きはお手の物なので」

　すると彼はまた何を考えているのかわからないような顔に戻り、首を横に振った。

「なんでわかったんですか？」

「ん～、それはね。君が書類を見過ぎてたからかな？」

　クロムはそのまま黙だまってこちらをジッと見る。

「君が賢いのはわかってたからね。そんな君が一心不乱に書類に目を落としながら読んでるなんてありえないと思ったのさ。しかもその内容をしっかり理解してあたしたちに伝えてくる。そこまでちゃんと理解して読みこめてるのに、片時も目を離さないのはおかしいじゃないの。フフン、君は演技に関してはまだまだみたいだねぇ」

　するとクロムはやれやれとばかりに首を軽く振った。

「よく見てらっしゃいますね」

「人を見る目はあるのよ、あたし。でさ、ひとつ聞いていいかい？」

「なんですか？」

「この作戦、クロムが考えたの？」

　彼は話すべきか悩なやむように顎あごに手を当て沈ちん黙もくした。だが次に口を開いた時にはあっさりと、

「そうです」

　とアレンビアの疑問に答えた。

「へえ、たいしたもんだね。それもカウフマン将軍からの教えのおかげ？」

「そうとも言えますし、そうでないとも言えます」

「どっちなのよ？」

「両方です。カウフマンさんから教えていただいた事と、書しよ籍せきから学んだこと。そして実際に戦場に於おいて知った事を複合させただけに過ぎません」

「へえ小っちゃいのにすごいねえ」

　子ども扱いしてクロムが怒おこるかと少し期待したが、彼は無反応だった。いじり甲が斐いがない、とつまらなそうな顔をすると、クロムがこちらに向き直る。

「……よく、子供の僕が作った作戦であるとわかっていて乗ってくれましたね。常識的な判断をする大人なら、こういった状況には乗らない筈はずですが」

　その言葉にアレンビアはすっきりとした顔で答える。

「なぁに、いいと思えばそれが子供の命令でもなんでも聞くさ。あたし達たちにゃ、権けん威いや階級なんて関係ない。今日を生き延びて、金とうまい飯が手に入る事が解わかっていたら、誰の言うことだって聞く。それが傭兵って生きもんだよ」

　するとクロムは少しだけ首を傾げた。

「珍めずらしい考え方です」

「まあ傭兵の生き方なんて本読んだってどこにも載のっちゃいないだろうからねえ。どうだい、少しは勉強になったかね？」

「はい、勉強になりました。ありがとうございます」

　くそまじめな返答に鼻をつままれたような気持ちになった。だがクロムにはバカにした様子などなく、淡々と、

「またご一緒出来たらよろしくお願いします」

　と殊しゆ勝しような言葉と一緒に頭を下げた。

　と、そんな二人の下へ今度はアレンビア小隊の面々が嬉き々きとした顔で飛び込んでくる。

「おお、坊ぼう主ず！　すげぇぞ！」

「おまえ、司令官の才能あんな！」

　とクロムをもみくちゃにして讃たたえた。副隊長のロッコなどは、語ご彙いが少ないのか、

「すげぇすげぇ！」

　しか言えず、代わりにクロムを高々と持ち上げる。もう一人の副隊長アズスの方は、

「素す晴ばらしい戦果だ！　やるよ！　俺が見込んだだけはある！」

　と、いつ見込んだのかは知らないが、我わが物顔でクロムの頭を乱暴に撫なでていた。

　傭兵稼業をしていれば、こういった光景にたまに出会う事がある。どれ程ほど気味が悪かろうが、どれ程得体が知れなかろうが、目の前で挙げた戦果を皆みな手放しで評価する。そこに年齢の上下も身分も関係はない。そういうカラッとした気持ちのいい人間が多いのも傭兵団の特とく徴ちようかもしれない。

　一方でクロムの方は、どうしてこんな状況になっているのかわからないといった顔で、されるがままになっていた。

　どうだい？　いい奴やつらだろ？

　内心で自分の兵たちを自じ慢まんしながら、アレンビアは小さく笑った。

　漸ようやくバカ騒ぎする兵たちから解放されたクロムが、少しフラフラになりながら兵舎の方へと帰っていく。すると彼は突とつ然ぜん足を止めた。

　どうしたのだろう、という疑問と同時に、少しは嬉うれしそうな顔をしているのか、と思いながらアレンビアは彼の顔を覗のぞき込んだ。

　だがクロムは先ほどとは打って変わって、眉み間けんに皺しわを寄せて難しい顔をしていた。

　その顔があまりに険けわしく、アレンビアは何も言えずに息を呑のんだ。彼は中空を見つめて嫌けん悪お感を露あらわにしている。無感情で子供らしさのない彼が、珍しくそんな表情をしている事に、アレンビアは少し驚おどろいた。

　漸ようやく絞しぼり出すように口から出てきたのは、

「どうしたの？」

　というありきたりな疑問だった。

　すると彼は我に返ったようにまた無表情になり、

「べつになんでもありません」

　とだけ言うと再び歩き出した。

　だがアレンビアには彼が一瞬見せたあの表情が気になって仕方なかった。決して感情を表に出そうとしない少年。そんな彼が唯ゆい一いつ見せた感情らしき片へん鱗りん。

　それがアレンビアの中にこびり付くように残ったのだった。




　アレンビア小隊は正規軍よりもすごい働きをする――という噂が立ったのは、冬のある日の事だった。リジア軍の伏兵を追い返した功績を讃たたえられ、その名が有名になり、その後幾いく度どもグラウスタンディアの危機的状況に、柔じゆう軟なんな動きを見せた。

　グラウスタンディアの正規兵たちも、そんなアレンビア小隊に対し「かゆい所に手が届く」と控ひかえめながらもその功績を評価していた。事実、彼女らはグラウスタンディアがリジアに追い詰つめられ、もうダメかと思った所へ駆かけつける。まるでリジアの動きを読んでいたかのように颯さつ爽そうと現れる。

　その迅じん速そくさと戦の流れの読みには、まるで武将のような評価がされた程ほどだ。

　そんな噂が広まると、入団を希望する傭兵が次々に現れる。

　当初は１２０名程であったアレンビア小隊は、いつの間にやら５００人を超こえる大所帯になっていた。

　そんなアレンビアに副隊長のロッコが、

「このまま行ったら、グラウスタンディアの正規兵として召めし抱かかえてもらえるかもしれませんね」

　と嬉しさを隠せない様子で耳打ちをしてきた。

「……まあそうなったら嬉しいけどね」

「おや控えめな感想ですね、姉あね御ご」

「隊長って呼びな」

「へい。でもグラウスタンディアの軍部内では、隊長に騎き士しの称しよう号ごうを与あたえようって話も出ているくらいですし」

　そんなロッコの言葉に、アレンビアはあからさまに顔を顰しかめた。

「やだやだ、そんな堅かたっ苦しいのは！　考えただけで背中がかゆくなるよ」

「へへ、姉御らしいや」

「だから隊長って呼びなって」

　拳げん骨こつを貰もらったロッコは頭を摩さすりながらまた、へへっと笑った。まんざらでもないくせに、と顔に書いてある。

　正直に言えばアレンビアにとってそれは親の代からの夢でもあった。傭兵を率い戦場を練り歩く稼業。それ故ゆえに、勲くん章しようもなければ栄えい誉よもない。当たり前だ。自分たちはどこに行く当てもなく、その日の食事の為ために命を張る傭兵。路ろ傍ぼうの草程ほどの価値もない人間。

　それが世間一いつ般ぱんからの認にん識しきだった。

　だからこそ、誰かに認められる事を心から欲ほつしていたのかもしれない。

　誰かにおまえたちが必要だと言ってほしかった。それ故ゆえに栄誉に憧あこがれた。ただの雑草の価値もない自分たちを必要としてくれている、そんな栄誉を。

　――あの坊ぼうやのおかげだからね……。

　そう思うアレンビアは嬉しい半面で、このまま正式に騎士の称号を拝命してもいいのか、という気持ちにもなった。彼無くして今のこの名声はない。彼無くしてこの戦果はない。クロムがいてくれなかったら、今も自分たちは雑草なのだ。

　そんなアレンビアの下へ、件くだんの坊や――クロムがやって来る。

「アレンビアさん、少しよろしいですか？」

　いつもと変わらない抑よく揚ようのないしゃべり。話し方だけならば、とても子供とは思えない大人びた口調。

「なにさ？　またあたしたちに褒ほう賞しようを与えてくれんのかい？」

「いえ、僕には褒賞を与えたり考こう慮りよさせる権限はありませんので」

　アレンビアの軽口をあっさり流しながら彼は書類を差し出す。次の出撃に対する了承の印を貰もらいに来たのだろう。いつもの事なのでアレンビアも手慣れた様子で判子を捺おしながら、拗すねたように口をすぼめた。

「冗談だよ。洒しや落れの通じない子供だね。物のたとえでしょうが」

　そう言うとクロムは少し困ったような素振りを見せた。その様子がアレンビアにとっては珍しく、何より新しん鮮せんに映ったのは言うまでもない。今までクロムは、自分の感情をアレンビアに見せまいとしているのかと訝いぶかしがる程ほどに心を開こうとはしなかったのだ。もとより彼の性格がそうだというのなら仕方がない。だがそうではない、とアレンビアは踏ふんでいた。

　だから今のクロムの反応は、彼を知る絶好の機会なのではないのか、そう思ったのである。

「ねえねえ、クロム。ちょっといいかい？」

「はい」

「まあそこに座すわりなよ」

　そう言われたクロムは素す直なおに、アレンビアの机の前にあった椅い子すに腰を掛かける。

「なんでしょうか？」

「いやね、あんたにゃ世話になってるからね。子供だなんだって言っても、あんたはそこらの大人以上に有能だ。あたしが太たい鼓こ判ばんを押す」

「ありがとうございます」

　言葉とは裏腹に、クロムの口調には嬉しそうな響ひびきはない。

「だからね、ちょっと聞かせちゃくれないか？」

「何をですか？」

　問われてアレンビアは脚を組み変えた。そして真しん剣けんな面持ちで彼の目を見る。

「あんた自身の事。どこで生まれて、どうやって生きてきたのか……ま、雑談程度でいいのさ。あたしゃね、クロムの事が知りたいのさ」

　そう言うとクロムは突とつ然ぜん黙だまり込み下を向いてしまった。

　咄とつ嗟さにアレンビアは、これはいけない、と直感で感じ取った。

　明らかに彼は自分に対して警戒の色を持った。しかも固く心を閉ざそうとしている。

　アレンビアは慌あわてた。

「ああ、ごめん、別に話したくないってんなら話さなくてもいいよ」

　するとクロムはアレンビアを真っ直すぐに見み据すえた。

　思わず心臓を掴つかまれたような錯さつ覚かくを覚えた。

「―――家族と……山で暮らしてました。それ以上でもそれ以下でもありません」

　彼はそれだけ言うと、席を立って幕舎を出ていってしまった。

　アレンビアは何も言えず、ただ彼の去った後をいつまでも見送っていた。




　自分の過去を人に話すという事。

　それだけであるなら問題はないのかもしれない。だが、自分の過去を話すという事は、同時に見え続ける亡ぼう霊れいの話もしなければならない。

　――自分はこの亡霊に対する正しい解かい釈しやくも結論も持っていない。

　結論の出ていない事を話すのをクロムは厭いとうた。結論の出ない話は永遠に終わらない。それはこの亡霊との付き合いも永遠に終わらないという事。それをクロムは嫌きらった。

「……なぜ君は」

　問いかけても妹の亡霊は悲しそうに笑うだけだった。煩わずらわしい頭の痛みは変わらなかったが、幾いくらか慣なれてきている自分もいた。その場で頭を抱え蹲うずくまるような事はない。だがクロムにとって唯一の感情とも言える不快感が、この少女を目の前にした時にだけは残っている。それが良い事なのか、悪い事なのかはわからない。わかるのはこれが酷ひどく不快であるという感情だけだ。何も言わず、何も答えず、ただクロムから離はなれようとしない亡霊。

　クロムはそれを無視して歩き始めた。

　外はリジア特有の晴天。乾かん燥そうした空気に喉のどがひりついた。幕舎の外には副隊長のアズスとロッコが立っていた。

「よお、姉御との話し合いは終わりか？」

　度たび重かさなる武ぶ勲くんの功労者であるクロムを、アレンビアだけでなくこの二人も快こころよく思ってくれているようだ。傭兵特有の強こわ面もてな二人だが、それでも機き嫌げん良さそうに手を上げる。

「はい」

　短く答える。だがいつものクロムの態度に二人は別段気を悪くした様子もない。彼かれらは人の態度をとやかく言わない。好きなようにすりゃあいい。それが彼らの流りゆう儀ぎなのだ。

　明日には死んでいるかもしれない、と言う考え方が根っこにあるからだろう。

　だから彼らはとにかく陽気だった。明日死んでも悔くいが残らぬように、今めいっぱい楽しみつくしてやる、そんな気き概がいすら感じた。

　クロム自身、そんな彼らの価値観を認めていた。寧むしろ踏み込もうとしない彼らに好感すら抱いだいていた。

　するとそんな副隊長のロッコがクロムの肩かたに手を掛け、

「おい、クロム。これからみんなで飲むんだが、顔出さねえか？」

　そう言った彼からは既すでに酒の甘あまいにおいがした。

　これからではなくもう始まっているようだ。

　だがクロムは首を横に振ふり静かな口調で返す。

「いえ、僕はカウフマン将軍に戦果の報告がありますので」

「なんでぇ、じゃあ今日はクロムなしか」

「仕方あんめえ。仕事だもんよ」

　アズスが庇かばうようにそう言うと、ロッコもクロムの肩から手をどかした。彼らとの初うい陣じん以降、副隊長であるロッコやアズスに限らず、アレンビア小隊の面々はよくクロムに声を掛けてくれた。その都度、後に控ひかえる仕事がなければ、彼らの宴えん会かいに参加するようになった。当然クロムはまだ酒は飲めないので料理を食べるだけであったが。

　そんな絡からみ酒をしてくるロッコを引き剥はがしながら、

「すまねえな、俺おれたちばっか楽しんじゃって」

　と手刀を切って、愛あい嬌きようのある笑いを作るアズス。

「気にしていません。楽しんでください」

「おう、じゃあな」

　二人と別れて歩いていると、一人の傭よう兵へいの姿が目に留とまった。それはクロムもよく知る相手だった。

　ガジェル・プリアモス。

　元囚しゆう人じんで戦争による恩おん赦しやで釈しやく放ほうされた傭兵。戦争恩赦は表向きの理由で、実際はグラウスタンディアの兵力不足を囚人で補おうという政策による物だった。

　そんな過去を持つガジェルは、大きな石の上に腰こしを掛け、膝ひざを抱えてぼんやりとしている。

　一応挨あい拶さつをすると、

「……ん？　誰だれ？」

　と返ってきた。

「クロム・ジャレットです」

「あー……うん。どうも」

　それでも彼の印象には残る様子がない。別段それは構わない。

　基本的に興味のある事しか頭に入れようとしない彼の性格は知っている。ともすれば自分に近い存在なのだろうか、とも考えたがどうやらそうではない。戦場で嬉々として相手に刃やいばを突き立てる彼の姿を見てそう判断した。

　クロムは人を殺す事では快楽を得られない。だがこのガジェルにはそれがある。それは決定的にクロムとガジェルを分け隔へだてる性質であった。

　戦場に出れば鬼き神じんの如ごとき奮ふん迅じんを見せるガジェルだが、戦場から戻ると魂たましいが抜ぬけたかのようにただぼんやりとしているだけになる。彼はそういった意味で他の傭兵とは種類が違っているように映った。

　他の傭兵は、金を得て楽しく酒と飯にありつくことを目的にしているのに対し、このガジェルは戦場で戦う事そのものが目的のように見えた。戦場に行くために食事をする、それ以外の快楽には興味がない、そういう風にクロムの目には映っていた。

　戦場はそれ程ほど魅み力りよく的てきな場所なのだろうか？

　クロムは疑問を抱かざるを得ない。自分にとって戦場は、ただの一時的な逃とう避ひの場所に他ほかならなかったからだ。そこに魅力は感じない。ただ没ぼつ頭とうしていられる場所。

　戦場に出ている間は考えなくて済む、思い出さなくて済む。

　思い出さずとも、いつもあの光景が頭にこびり付いている。

　――あの鳥たちの姿が……。

　そう思った瞬しゆん間かんに顔を顰しかめる。そんなこちらをぼんやりと見つめる妹の姿から、クロムは目を逸そらした。

　何な故ぜいつまでも付いてくるのか。どうして彼かの女じよの亡霊は消えてくれないのか。

　何故彼女の亡霊は成長し続けるのか。

　囚とらわれている事はわかっている。リュリュの姿を見るたびに、自分はあの日の事を思いだし、そして心と身体が乖かい離りする。これを埋うめ合わせる事がどうしても出来ない。

　どうしたらこの心と身体は、一いつ緒しよになってくれるのかわからない。

　あらゆる知識を手に入れても、その欲求が満たされる事はなかった。

　何かに没頭している時にのみ、彼女が消えてくれる。

　だから知識を吸収する事に、剣けん術じゆつを吸収する事に、そして戦術を吸収する事に只管ひたすら没頭し続けた。それは防衛本能だったのかもしれない。

　死んだ妹の姿を見続けていたら、どんどん自分は人間らしさを失っていく。

　心も身体も、まったく別のなにかになってしまう。

　だからカウフマンからの提案は、クロムにとって救いであった。

　アレンビア小隊に限り、クロムの差配で動かすことの許可。少なくとも軍を動かし戦況を読み取り、相手の戦略を出し抜く間、クロムは何も思わずにいられた。

　リュリュの姿に苦しまずに済んだ。

　それが唯一の救いだったのだ。

　そんなクロムは今回の戦果の報告をしにカウフマンの下までやって来る。

「失礼します。カウフマンさん、よろしいですか？」

「おお、クロムか。うむ、入ってくれ」

　カウフマンは顔を上げるとクロムを見て相そう好ごうを崩くずす。

「今回もようやってくれたな。よく敵の出方を読んだものだ」

「いえ、リジアも奇襲を掛けるタイミングを見計らっておりましたので、それを逆手に取っただけに過ぎません」

「うむうむ、良い判断だった。何より、クロム、おまえさんが随ずい分ぶんと指揮に慣なれてきたと見える」

「いえ、自分はまだ……」

　そう言ったクロムにカウフマンはカッカッと笑った。何が可お笑かしかったのだろうかとクロムはぼんやりとした。

「おまえさんの歳としでここまでできれば謙けん遜そんするような事はあるまい」

「そういうものですか？」

「そういうものだ。周りをよく見なさい。戦場におまえさんくらいの歳の子供が他にいるか？」

「おりませんね」

「しかもその子供が一つの小隊の指揮をして、正規兵よりも戦果を挙げている。こんな事、リジアが知ったら仰ぎよう天てんするぞ」

「……そう……でしょうか？」

　クロムにはそこがよくわからない。自分が子供であるという自覚はある。だがそれが戦果を挙げない理由にはならないとも思っていた。これは特別な事ではない。戦果を挙げる人間は挙げるし、挙げない人間は挙げない、それだけの事。だがやはりカウフマンの感かん慨がいは違ちがっているのだ、それはわかった。

　だから今も嬉しそうにカウフマンはクロムを見て笑う。

「おまえさんが大人になったら、どんな人間になるかのう？」

「さて、見当もつきません」

　正直にそう答えると、カウフマンは居住まいを正した。

　これから大切な話をするのだという風に、真剣な顔になる。

「のう、クロムや」

「はい」

「おまえさんは、将来をどう考えている？」

「将来……ですか？」

「うむ、おまえさんの持つ能力は如い何かなることにも活いかすことが出来る。だが、それは諸もろ刃はの刃やいばじゃ。時として多くの人間を傷つける事にもなりかねん。傷つけられる人間は他人に限ったことではない。おまえさん自身を傷つける可能性もある」

　その言葉の意味がクロムには今一つ理解できず、首を捻ひねった。その様子を一目見て心中を察したようにカウフマンは落ち着いた口調で続けた。

「おまえさんには多くの知識がある。そして剣技もその年ねん齢れいにはそぐわない程ほどに卓たく越えつしたものを持っておる。しかしそれを使うおまえさん自身はどうかな？」

「僕、ですか？」

　鸚おう鵡む返しに聞き返すとカウフマンは大事な事であるように大きく頷うなずく。

「そうじゃ。その卓越した剣技や知識を、どう活かそうと考えておる」

　唖あ然ぜんとした。頭の中を探し回っても、カウフマンからの問いに対する答えが見つからなかった。いつもならどんな問いに対しても即そく答とうできる筈はずが言葉に窮きゆうしたのだ。

　クロムはこの時になって初めて、自分の中心に何もない事に気付いた。

　それを理解しているように、または既にわかっていたかのようにカウフマンは静かな面おも持もちのままクロムにやさしく語り掛ける。

「おまえさんにとって足りない物。それを教える事はとても難しい」

「何な故ぜですか？」

「ふむ」

　カウフマンは髭ひげを撫なでつけながら少し困った顔をした。

「それは教えるものではないから、ということかのう」

「教えるものではない？　では体得するのは難しいのでしょうか？」

「いや、そうではない。本来的に誰もが持っているものだ。クロム、おまえさんも持っている筈はずなのだ。だが今はそれが欠け落ちている――いや、隠かくれてしまっているのかもしれん」

　カウフマンの言う事はクロムにはわからなかった。わからなかったが、なにかが引っかかっている事だけはわかった。

「僕ぼくはそれを手に入れる事が出来るのでしょうか？」

「ふむ……こればかりは、縁えんと言うしかないだろうの」

「縁……ですか？」

「うむ、人の心を人らしくする為ために必要なのは、やはり人なのだ。そういう人間がクロムの前に現れればあるいは、と思っておる。なにより……」

　そう言うとカウフマンは少し勿もつ体たいつけるような素そ振ぶりをして笑えみを浮うかべる。

「おまえさんはアレンビア小隊を指揮するようになって、少し変わったようにも思う」

　そうだろうか？　純じゆん粋すいにクロムはそう思った。実感はない。だがカウフマンからはそう見えている。という事は、某なにがしかの変化があったのだろう。

「それは良い事なのでしょうか？」

「うむ、儂わしはそう思っておるがの」

　クロムは考えた。自分のどこが変わったのかを全すべて並べ立ててみたのだ。しかしその中に特別な変容は見受けられない。

　その様子が面おも白しろかったのか、カウフマンはコロコロと笑って見せた。

「よいよい。焦あせる必要はない。そうだ、これを貸しておこう」

　そう言うとカウフマンは荷物の中から書籍を取り出した。それはいつだったか見た事のある書籍だった。そう、初めてカウフマンと会った時に読んで聞かせてくれた本。

「物語ですか？」

　表情は変えなかったが、クロムの声こわ色いろには落らく胆たんの色が混じった。

　カウフマンはそれを的確に読んでか眉まゆを曲げてニヤリと笑う。

「なんじゃ、物語は嫌いか？」

「嫌いといいますか……無む駄だな情報が多すぎます。十頁ページで済むような情報をいらない装そう飾しよくなどで何百頁にも引き延ばしている」

　するとカウフマンはその言い様が可お笑かしかったとでもいうように、クックと腹を抱えた。

「おまえさんに足りない物の一つはそこじゃろうのう。何な故ぜわざわざ、そんな十頁で済むものを何百頁にもわたって書いているのか、それを考えながら読むのもよかろう」

「それでしたら、お借りしなくても大だい丈じよう夫ぶです。既すでにその内容は覚えております」

　するとカウフマン首を横に振った。

「覚える事と、読む事は別物じゃ。物語は知識ではない。読み進める事が重要なのだ。物語と歩調を合わせ歩み、物語が走り出したら共ともに走る。それは目の前で頁ページを捲めくらねば得られない事なのだよ」

「言っている事はわかりますが……」

「実感は出来ぬと見える」

　的確に言い当てられてしまった。それでもクロムはピクリともせず、ただ首しゆ肯こうした。

　カウフマンはその状況すら楽しむようにうんうんと頷うなずいて見せた。

「それでよい。わかろう、理解しようなど、それは烏お滸こがましい事だ」

「どういうことですか？」

「物語というのは理解するものではない。そういう風に出来ている。それだけじゃ」

　またも煙けむに巻かれてしまったとクロムは思った。だがカウフマンは何か意い図とがあって、そうしているのだと、それだけはわかっている。

　だから否定せずに、ただクロムはそれをしてみる事にした。

　翌日からクロムはカウフマンから借り受けた物語を、暇ひまを見つけては読み返した。

　クロム自身読む速度が格段に速い事もあり、すぐに最後まで読み切る。

　以前読んだ時と変わらない内容だった。

「だが、こういうことではないのだろうな」

　カウフマンが言っていた事は理解している。

　自分は情報として取り入れようとしている。だからすぐに読み終わってしまうのだ。だが既すでに何年もそうして書物の情報や、剣の技術を情報として処理する事ばかりをしてきた。その間だけは静かで何もない空間にいられた。

　だがそう読み込もうとする事自体が、カウフマンの言う本質の妨さまたげになっている。

　そう思い、今度はゆっくり文字を目で追いながら、読み進めていった。

　そんな光景をアレンビア小隊の面々は目を丸くして見守っていた。先日の戦いが終わってからは暫しばらく待機命令が出た軍部内で、暇ひまを持て余あました傭兵団の興味を引いたようだ。

　ロッコが近づいてくると、

「おめえ、頭がいいとは思ってたが文字が読めんのか？」

「はい、以前カウフマン将軍から教わりました」

「へえ、大したもんだねえ」

　心底感心したように腕うでを組んで頷うなずく。すると今度はアズスが興味を抱いたのか、

「んで、それはなに？　軍事かなんかの専門書？」

　と聞いてきた。

「いいえ、これはただの物語です」

　そう言うと、その場にいた全員の興味が一気に集中した。

「なに、なんの物語なんだ？」

　まさかこれほど皆が物語を好きだとは思わなかった。

　クロムは勢いに押される事もなく、淡たん々たんと答える。

「人妻物語というファルブ・ジェイコブの作品です」

「あ、ジェイコブって知ってるぞ」

　誰かがそう言うと、後から「俺も俺も」と大勢が続いた。クロムの目には半分は知っている様子に映ったが、もう半分はそれに便乗した知ったかぶりだろうと思った。

「有名なのですか？」

　そう聞くとアズスが頷うなずき返す。

「ああ、なんかいい話が多くって、それの芝しば居いとかがあったりすんな。俺は見た事ねえけど、シオニアとかでは旅芸人とかがジェイコブ作品を舞ぶ台たいの上で演じたりしてるってよ」

　そういう物なのか、とクロムは思いながら、書籍の表紙に目を落とす。

　するとロッコが興味深げにクロムに問いかけた。

「なあ、その話はどんな話なんだ？」

「これですか？　これは貴族階級の奥おく方がたがある日、街中で強ごう盗とうにあい、それを助けた青年と恋こいに落ちるという話です」

　ザックリとしたあらすじをクロムが口にした途と端たん、アレンビア小隊の全ての人間の興味が格段に上がったのを感じた。その証しよう拠こに、そう話したと同時に全員がクロムを取り囲むように人だかりを作ったのだから。

　その様子に隊長のアレンビアも幕ばく舎しやから出て来て、

「何騒いでんだい！」

　とどやしつける。クロムが手短に今の状じよう況きようを説明するとアレンビアは傭兵たちをぐるりと見回して溜ため息いきを吐ついた。

「なるほどね……ねえ、クロム、ちょっといいかい？」

　指をちょいちょいとさせ、クロムを呼ぶとアレンビアは小声で耳打ちしてきた。

「こいつら、その話の内容が知りたいみたいだからさ、あんたが嫌いやじゃなきゃ読んで聞かせてやってよ」

　その申し入れにクロムは首を傾かしげる。するとアレンビアは苦笑いを浮かべた。

「好きなんだよ、そういうのが。何しろこいつら字が読めないし、何より書籍なんて高級品が買える金もない。それに戦場だろ？　娯ご楽らくなんて何もないんだ」

　その申し出にクロムは特に拒きよ否ひする理由も見つからなかった。

「そうですか。わかりました」

　素直にそう言うと、岩に腰を下ろして本の頁ページを開いた。その瞬間、普ふ段だんの戦場でも見せないような規律ある動きで傭兵たちはその場に膝を抱えて座り込んだ。

　そして水を打ったように静まり返る。

　そんなある種の緊きん張ちようと期待感の高まる中、クロムは淡々と書籍の文字を口にし始めた。

　全員が固かた唾ずを飲んでクロムの声に耳を傾かたむけていた。

　ただクロムにとって既すでにこの書籍の内容は頭に入っている。頁ページなど捲めくらずとも諳そらんじる事は可能であったが、カウフマンから言われた事を守るように文字を追いかけた。

　口調に感情は籠こもらなかったが、物語が歩む速度に合わせるように読み上げる。物語が走り出したら、少し口調を早める。

　そうしているうちにクロムはある事に気が付いた。

　それを聞いている傭兵たちの変化である。

　最初は集中して聞いていた傭兵たちは、時に笑い、時に驚きよう愕がくに目を剥むいた。優ゆう雅がな貴族の暮らしには溜ため息いきが漏もれ、優美な食事の描びよう写しやには涎よだれを垂らし、街の情景を語れば懐なつかしさに目を細める。そして貴族の奥方と庶しよ民みんの青年の逢おう瀬せには全員が、アレンビアまでもが顔を真っ赤にする。そして最後の別れを前にした時には、彼らは涙なみだを流し、必死で二人の幸せを口にするのだ。

　クロムにとってそれは理解し難がたい事だった。

　無駄だと思っていた数百頁ページは、一言一句に至るまで、彼らの表情を変え続けていたのだから。クロムにとっては何にもならない情報の羅ら列れつだったものが、彼らにとっては喜き怒ど哀あい楽らくだけでは収まらぬ様々な感情を喚かん起きする言葉であった。

　物語とはこのように作られていたのかと、漸ようやく気付くことが出来た。

　語ご彙いが少ないロッコは、

「面白かったな」

　と月並みな感想を口にしながらも表情が雄ゆう弁べんにとりどりの思いを語っている。

　アズスは話が終わってからも、

「いい話だった……なんで別れなきゃなんねえのかなあ、くそぉ」

　と涙を流し、そしてアレンビアは、

「あたしゃねえ、あの貴族だけはいけ好かない！　ああいうのがほんとにいたら、ぶん殴なぐってるね」

　とぷりぷりしていた。アレンビア小隊の傭兵たち皆が皆、様々な思いや気持ちを巡めぐらしている事が見て取れたのだ。

　そうした彼らの反応を思い出しながら、クロムはこの物語をもう一度読み進めてみる。

　なるほど、一つ一つが理に適かなっている。彼らの変化を呼び起こすために、十分に論理的に描えがかれた内容だ。

「だが」

　と思う。それでもまだ、クロムの感情は動いてはくれなかった。二人の別れが悲しい事はわかる。だがそれは情報としてわかっただけだった。二人の別れを、クロム自身は未いまだ悲しいと感じる事が出来なかった。

　欠けているものはこれだったのか。

　そう理解しただけで、クロムにはそれをどうする事もできず、しかしそれに焦あせりも悔くやしさも感じなかった。

　ただ、皆に物語を読んでいる間、ずっと視線の先には妹の姿があった。膝ひざを抱える傭兵たちに混じるように亡霊が佇たたずんでいた。

　そして不思議な事に、あの頭の痛みはそれ程ほど感じなかった。頭の奥おくで疼うずくものがあるだけで、彼女はクロムに痛みを与えようとはしなかったのだ。それがどういう事なのか、やはり見当はつかない。

　ただ、ここにいる事を許されている、その感覚を決して厭いとう気持ちはなかったのだった。
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第三章　暴走







　カウフマンの下で策を練るようになって二年―――クロムも14の齢よわいを数え、成長期に入った為ためか背せ丈たけが急激に伸のび始めていた。

　この二年は瞬またたくように過ぎていった。その間、グラウスタンディアとリジアの攻こう防ぼうは一進一退で、大きな変化はなかった。リジアは徹てつ底てい的てきな守りと、フルクロ港奪だつ還かんを主眼とした動きを見せ、またグラウスタンディアも大きくこれ以上の進しん撃げきをしようという動きを見せなかった。

　それと言うのも、やはりジルバ皇自身が、リジアを取る為ための戦略を求めなかった事が大きい。彼は保守的で、現状を維い持じする事に重きを置いていた。その為ため、カウフマンが指揮する前線に於おいても、新たな領地を求めて攻せめ込むような大きな動きが出来なかったのである。何よりこの戦場では、人員も物資も決して潤じゆん沢たくとはいえない状況が続いていたのも要因の一つと言っていい。

　この少ない人員や物資で戦せん況きようを大きく動かせば逆に損害を被こうむる事態が懸け念ねんされる。

　それだけは避さけねばならない事態だとカウフマンは考えているようであった。

　たしかに戦略的に考えて、敵の懐ふところに飛び込めばリスクが高いのはわかる。それでもクロムの頭の中には、可能なのに、という考えがあった。だからと言って彼にそれを進言する理由もなく、ただその日その日に言い渡わたされる戦略に対し、助言を続けてきたのである。

　そんな成長期のクロムは日ひ毎ごと、睡すい眠みん不足を感じていた。今までも安定して背は伸びていたが、このところの成長具合はその比ではなかった。

　何しろ夜寝ねていると身体が軋きしむような痛みで目が覚める。背中の皮ひ膚ふが割れた時にはさすがにカウフマンに意見を聞きに行った。しかし彼は嬉うれしそうに笑いながら、

「それは成長線じゃな」

　と言って説明をしてくれた。これらの変化は極ごく々ごくあたりまえの事で、別段恐おそれるような病でもなんでもないという事。その他にも成長期に現れる身体的変化や考え方の変容を詳くわしく教えてくれた。それらは書で得られる知識とは違い、生活に基もとづいた親から子に渡されるべき智ちの数々であった。

　もし山の中で今も家族と暮らしていたら、おそらく父や母から教えてもらう事になったのだろうな、とクロムは思った。そこに寂せき寥りようの気持ちはなく、ただそうなのだと認識をした。

　そんなクロムの変化はアレンビア小隊でもやはり口々に言われていた。

　副隊長のロッコなどは、

「いやぁ、でかくなったなあ。もう少ししたら一緒に酒を酌くみ交かわす仲になるのかな」

　などと妙みような感かん慨がいを持っている様子だったし、アズスに至っては、

「俺さ、大きくなった息子むすこと酒飲むのが夢だったんだ」

　と言い出す始末だった。年とし嵩かさで未み婚こんのアズスが、クロムを自分の子供のように見ているのはよく知っていた。剣の稽けい古こを付ける時も一番親身になって教えてくれた。

　そして一番クロムの成長を喜んでいたのは隊長でもあるアレンビアだった。

「ありゃ、もしかしてクロム、声変わりしたかい？」

「そうですか？」

「したよ、へえ、急に来るもんなんだねえ」

　毎日この声でしゃべっているクロムにはそういった自覚はない。いつも通りのつもりだ。

「こりゃ、いい男になるね。今の裡うちに唾つばつけておこうかしら」

　冗じよう談だんめかした彼女の軽口に隊内の傭兵たちがぎゃあぎゃあと騒さわぎ立てた。

　そんなアレンビア小隊にとってもう一つ嬉しい知らせがあった。

　兼かねてより噂うわさされていた正規軍への取り立てが決定されたのだ。

　その報告に、副隊長のロッコとアズスは諸もろ手てを挙げて喜び、傭兵たちは歓かん声せいをあげた。

　アレンビアだけが少しくすぐったそうに、

「そんなガラじゃないよ、あたしは」

　と口くち許もとをツンとさせていたが、ロッコたちは、

「嬉しい癖くせに！」

「素直じゃないんだから！」

　と囃はやし立てた。実際アレンビアはそう口にしながらも、その顔に嬉しそうな色が浮かんでいたのは事実だった。正規軍に編成される事になると、アレンビアには千人長の地位と騎き士しの位が付ふ与よされる。前線での戦いが落ち着いた段階で皇都シオニアに帰り、任命式を経へてジルバ皇から騎士の称しよう号ごうを受け渡される事になるだろう。

　それまでは傭兵団である事に変わりはないが、皆みなの士気が極限まで上がっていたのは言うまでもない。

　お祭り騒ぎのような中でぼんやりしているクロムに、輪を抜けてきたアレンビアがにっこり微ほほ笑えむ。

「ありがとね。あんたは石ころどもを宝石にしてくれた」

　何の事を言われているのかわからずクロムが首を傾かしげると、

「いいの、いいの。ほら、あんたも一緒に騒ぎな。たまにはハメ外すくらいしないと、いい男にゃなれないよ」

　と言ってクロムを傭兵の輪の中に連れて行った。

　そんな傭兵団のノリにもクロムはこの二年間で随ずい分ぶん慣なれたように感じる。

　愛あい想そがないのは相変わらずであったが、それでもこの隊と共に出しゆつ陣じんする事で、充じゆう足そくしている自分がいる事に気付いていた。

　おそらく、あの日、どこかで無くしてしまった何かを、ここでなら見つけられるのではないのか。そう思うようになっていた。

　それでも自分の前からあの亡霊が消えてくれることはなかった。

　少しずつ自分が変わっていく感覚と共に、妹の亡霊は今もクロムの前に現れる。

「どうしてなんだろうな」

　そう彼女に問いかけるが、亡霊は首を傾かしげ、困ったような笑みを浮かべるだけだった。

　彼女は何を言いたいんだろう。せめて彼女の声さえ聞くことが出来れば。そう思わずにはいられなかった。思い残しがあるのなら、それをどうにかしてやりたい、そう思う気持ちはあるが、それでも彼女の為ために出来る事は何一つ思いつかなかった。

　それはやはり、まだ自分の心と身体が、一いつ致ちしてくれない事が原因であると、そう結論付ける事は出来た。物言わぬ彼女の思いに共感出来る心があれば。

　そう思わずにはいられなかった。

　そんなある日の事である。

　斥せつ候こう隊から緊きん急きゆうの報告が入った。

　リジア軍が大編成でこちらに侵しん攻こうしているという報告が入った。

　率ひきいる将軍はリジア十二貴族の一人バール・ジェラルド。最も好戦的と言われる指揮官将の一人だ。軍勢の規模は目算で４万。

　カウフマンが率いる軍勢１万のみで当たれば、不利に働くことは明白であった。すぐに伝令を飛ばし、近くに砦とりでを築いたシド・レオナントス将軍、及およびトッド・ホールデン将軍に援えん軍ぐんの要よう請せいをしたのだ。

　旧きゆう街かい道どうを守るシェルシュ・ニカノール将軍の方にはそのまま守備を徹てつ底ていしてもらい、そしてこちらは他の将軍と連合して迎げい撃げき態勢を整える。

　そんな作戦司令部の内容を後にカウフマンから耳にしたクロムは、暫しばしその状況を頭の中に描き、どうにも腑ふに落ちないものを感じた。

　長く共に過ごしたカウフマンはそれに気付き、声を掛かけてくる。

「どうした？　なにか納なつ得とくがいかない様子だが」

「……はい、少々気になる点があります」

「と言うと？」

　クロムは地図を出すと、そこに現在の状況の駒こまを置いていく。

「カウフマン将軍が守るこの砦と北の旧街道を守るシェルシュ将軍の砦とりで。そしてどちらにも救援に駆かけつけられる遊軍シド将軍とトッド将軍の陣じん、この三点が現在のグラウスタンディアに於おける鉄てつ壁ぺきの陣となっております」

「ふむ」

「長くこの陣形を配する事でリジアを抑おさえてきましたが、今回リジアは本ほん腰ごしを入れたのか、軍勢を多くしてまいりました」

「そうじゃな、４万の規模で攻めてきたのは、久しいと言える。今まではこれ以上攻め込まれないよう牽けん制せいしていただけのようだったが、今回はあくまで儂わしかシェルシュの砦を落とす気でいるようだ」

「はい、そう考えたのですが、だとするとやはりおかしくはありませんか？」

「なにがだね？」

「何しろリジアは……」

　そこまで言いかけてクロムは言葉を呑のんだ。何な故ぜならリジアに於おける内輪揉もめに関する事をカウフマンに話そうとしたからだ。しかし以前ダカット皇子から、この事に関しては箝かん口こう令れいを敷しかれている。何よりクロムはそれを了りよう承しようしたのだ。ダカット皇子に義理立てするような忠誠心を持ち合わせている訳ではなかったが、それでも了承した事を加味して、クロムはこの事実をどう伝えるべきか僅わずかに思考した。

「……リジアのここ数年間の戦せん闘とうでは指揮官将が率いる兵団はいつも上限が３万でした」

「うむ」

「しかし今回に限ってはバール将軍が４万の兵を率いている。これまでの定説を破った方策を取っているとも考えられます」

「確かにそうも考えられる。だが、それが何なのかは、見えづらいのう」

「そうですね。しかしリジアは規律を重んじます」

「規律を乱す者に対する刑けい罰ばつは、グラウスタンディアよりも重いと言っていいからのう」

「そういった規律の厳しい場所に於おいて起こりやすいのは、柔じゆう軟なんな発想の欠けつ如じよ、または新たな方策、新たな編成に対する動きの鈍にぶさです」

「事実、この七年の戦いの中で、リジアに戦法を大きく変えるような動きはなかったな」

「それを考えると今まで通り、一人の将が動かす上限が３万というのを変える事はないように思います。まだ追い詰つめられてもいないのに、４万もの兵を動かす特例を巨きよ大だい組織が許すとは思えません」

「と、すると、バールは何な故ぜ４万も動かしているのか、というおまえさんの違い和わ感かんに繋つながるわけじゃな？」

「そうなんです。もし考えられるとしたら、兵を率いているのはバール将軍以外にもいるのではないか、そういう結論に至ります」

　そこまで言うとカウフマンは顎あごに手を当て、唸うなるように地図に目を落とした。




　トッド・ホールデン将軍は兵たちを不ふ機き嫌げんそうに睥へい睨げいした。グラウスタンディア軍に於おける遊軍の待機陣でトッドは兵たちに向かい、額ひたいに血管を浮かべながら声を張った。

「いいか！　ここで我々は勝利を収めねばならん！　絶対に勝つのだ！　リジア人に鉄てつ槌ついを下すのだ」

　その言葉に全兵が「おうおう」と鬨ときの声を上げる。それでも彼かれの動どう悸きは治まらない。

　彼は焦あせっていた。

　戦場の矢や面おもてに立ち、今に至るまで全くと言っていい程ほど、戦果を挙げられない事に気もそぞろになっていた。陰かげでは、口だけ将軍と揶や揄ゆされている。それを知らないトッドではない。

　陰口をたたいた者は告訴して徹底的に罰した事もあった。二度とそんな事を口に出来ないよう、自軍の兵を調教した。それでも彼の心を追い詰めて已やまないのは、やはり自分が戦果を一いつ切さい挙げていないからだろう。

　トッドは、自分が口だけの将軍である訳がない、と何度も言い聞かせていた。それは自覚してしまう事を怖おそれていたからに他ならない。実際にこの将軍職にまで上り詰める事が出来たのは他でもなく政治的な差配に長たけていたからだ。殆ほとんど戦場にも出ず、たまに出た戦場でシドやカウフマン、それにシェルシュと言った将軍の戦果のおこぼれに与あずかった。時には自分の部下の戦果を横取りした。特にラング・クランツが自分の下に付いていた時は、全てが思い通りに行くかのようだった。ラングは常によく訓練された旗下の兵を使いこなし、柔軟かつ、的確に戦場を駆かける。時に不利な状況に持ち込まれれば、周りの隊を率い、時には上司である師団長たちに打開案を提示し苦境を乗り切った。

　そんな彼の戦果を全て自分の物であるかのように吹ふい聴ちようし、武官文官、ひいては皇にまで自分の名を浸しん透とうさせていった。故ゆえに昇しよう進しんの話が来た時には飛び上がるように喜んだ。

　ついに自分にも運が回ってきた。そう思うと非ひ凡ぼんな才能がない自分の人生に光こう明みようが差したかのように思えた。努力をすれば報むくわれる。たとえ才能がなくとも、将軍にまで上る事が出来る。それを示したかった。そしてそれが実現した。

　だがそこからが苦難の道のりだったのは言うまでもない。

　将軍職に任命され、軍が再編成され、結果として自分の部下の中からラングが抜ぬけていた事に、この時気付くことが出来なかった。優ゆう秀しゆうでありながらも、自分の陰に隠れるように生きてきたラングは現在シェルシュ・ニカノール将軍の旗下に就ついている。

（あいつじゃラングを使いこなせん）

　そう思うのは、ラングが攻めに特化した士官であるからに他ほかならない。守りに特化したシェルシュの軍ではその才能を持て余あます。何とか奴やつを自軍に引き入れたかった。幾いく度どか昇進の話をぶら下げて、トッドの下に就つかないかと誘さそいをかけたが、彼は首を縦には振ふらなかった。あのいつも愛想のない悪人面で訥とつ々とつとこう言ってのけた。

「自分に欠けているものは、守りへの意識です。シェルシュ将軍の下でもう少し、それを学びたいと思っております」

　犯罪者のような面つら構がまえで殊しゆ勝しようにそう言い放つラングに怒いかりにも似た感情を抱いだいた。せっかくこの俺おれが誘ってやっているのに！　腹が立ったトッドはそれ以降、ラングに対する執しゆう着ちやくを捨てた。

　あんな者がいなくても自分は将軍なのだ。戦果くらい勝ち取って見せる。

　それは思い上がりと言うには少し違っていたのかもしれない。彼にとってそれは意地に近いものだった。だからこれは才能のない自分の、恵めぐまれた才能を持った者たちに対する反旗に他ならなかったのだ。




　カウフマン軍とトッド軍の総計２万５０００が集結すると、即そく座ざに軍議が執とり行われる。

　迎むかえ撃うつリジア兵４万に対し、正面からの衝しよう突とつを避けたい考えがあったのだ。

　最初にカウフマンがそれに対し口を開く。

「先まず主力となる儂の軍は正面から迎え撃つのがよかろう」

　するとトッドは顔を顰しかめながら釘くぎを刺さすように言う。

「それでは我々の出る幕がなさそうですね」

「いや、そうではない。トッド将軍には奇き襲しゆうを掛けて欲ほしいのだ」

「奇襲と申しますと？」

「うむ、別働隊として埋まい伏ふくして欲しい。そして儂わしの軍とリジア軍の衝突が始まったら、後方から奇襲を仕掛けて欲しいのだ。敵を挟はさみ撃ちにしたい」

「なるほど………」

　トッドは疑うたぐり深い目で地図に目を落とした。カウフマンは更さらに続ける。

「しかし気を付けて欲しい。今回の軍を率いる将軍はバール・ジェラルドなのだ」

「ほう、猪ちよ突とつ猛もう進しんな将軍ですね」

「いや、だからこそ気を付けたい。何な故ぜこのタイミングで彼を投入したのか考えると不可解なのだ」

「どういう事でしょう？」

「リジアがこの兵数を用いて進軍してくるとなると、今までの牽制し合うような戦いではないと考えられる。我々のこの砦とりでを取りに来ていると考えられる」

「ふむ、たしかに」

「しかし、だとしたらバールのような頭に血の上りやすい男をその矢面に立たせるのはおかしいのだ」

「まさか、智ち将しようが動いていると？」

「うむ、ライラ・スーサがバールを含ふくめた戦略を練った可能性がある」

　その言葉に、トッドは唸うなり声を上げて爪つめを噛かんだ。カウフマンは構わず続ける。

「もしそうだとすると、バールを前線に押おし出し、我々が挟み撃ちを計画している所まで計算に入れているかもしれん。そうなると、トッド将軍の出るタイミングでこの戦は勝敗が決すると言える」

「相手の出方を見み極きわめねばならない、という事ですか」

「そうだ。事と次し第だいによっては、其方そなたは徹底的に待機をする事になるかもしれん」

　その言葉にトッドはピクリと眉を顰ひそめた。

「どうかしたか？」

「………いえ、別に」

　彼はすぐに取り澄すましたような表情になるとそのまま軍議を続けたのだった。




　それらの話をクロムはカウフマンから聞くと、

「無難ですが、それが一番いいと思います」

「ふむ、クロムもそう思うか」

「はい、相手の出方を十分に見計らう必要があるでしょう。もし相手に増ぞう援えんがあるなどした場合は、トッド将軍とカウフマン将軍で持ちこたえながら、こちらもシド将軍の援軍を待つべきだと思います」

「そうさな。前もってシド将軍に来てもらえるのなら、それに越こした事はないのだが……」

「そうもいかないでしょう。シェルシュ将軍の方にもバハマ湖側からの攻こう撃げきがある可能性があります。それを考えると、迂う闊かつに軍の力を偏かたよらせることは敵に付け入る隙すきを与あたえる事になります」

「左さ様よう」

　そこまで言うとカウフマンは一息つき、そして今度は笑いだした。クロムはカウフマンの反応が理解できず首を捻ひねった。

「どうかしましたか？」

　するとカウフマンは如い何かにも面白そうな顔をしながら、

「いやな、クロムとこうして大人と変わらず軍議同様の話をするのが、よく考えればおかしいと思って笑わずにはいられんかったのだ」

　クロムにはそのカウフマンの言葉の意味はよくわからない。自分に策を練るだけの知識が備わっているから、こうしてカウフマンと対等に話が出来る。それだけの事に過ぎない。

「どこかおかしいのでしょうか？」

「ふふふ……おまえさん程ほど、戦略の話を心置きなく話せる人間を儂わしは一人しか知らん」

「………さて？　リジアのライラ・スーサしか思いつきませんが、そんな話は今の国際情勢ではとても出来ないように思いますが」

　するとカウフマンは手を打って喜んだ。

「さすがはクロムじゃ。然しかり、対等に戦略を話し合えるのはライラを於おいて他にない」

「過去に面識でも？」

「ふむ、まだ両国の関係が良好な折おりにな。しかし今もライラとは十分に言葉を交わしている」

「……カウフマンさんに敵軍の将と密通するような隙すきは無いと思われますが」

　すると更さらにそれが面白かったのだろうか、カウフマンが笑い声を上げる。

「そこがわからんのが、クロムの弱い所じゃな」

「？」

「言の葉など用もちいんでも戦場で見まみえれば、それがライラであるとすぐにわかる。そして一挙手一投足に至るまで、相手の思いを感ずるに足りる。それが戦場だ」

　相手の策略を読む、という事はクロムにもわかる。しかしそれが、会話であるという認にん識しきはない。相手の思いをくみ取る、と言ったカウフマンの言葉の意味は、クロムが考えているそれとは明らかに違ちがうのだ。それだけは十分にわかった。

　するとカウフマンは笑いを落ち着け、そしてクロムの顔を見る。

「そういう事が解わかるようになるといいのだがな」

　クロムもそれが解るべき事なのだな、という必要性を感じている。

　だがそのきっかけだけがどうしても見つからなかった。

「なんとか手に入れたいと、そう考えています」

「うむ、今はそれで良いじゃろう。さて………」

　するとカウフマンは話を戻もどすように軍師としての面つら構がまえをする。

「クロム、おまえさんにはまたアレンビア小隊を動かして貰もらわねばならんだろう」

「はい、心得ております。リジア軍の動向に目を光らせ、順次報告を為なす、という事ですね」

「左さ様よう。斥せつ候こう伝令の役割に近いが、アレンビア小隊はそれに長けておる」

「はい、それが今回は最も得策だと思われます」

「うむ、頼たのんだぞ」

　そう言ったカウフマンにクロムはいつもと変わらず朴ぼく訥とつに頭を下げたのだった。




　フルクロ港東方、カウフマン軍の控ひかえる砦を中心に更さらに東のドーラ山の山中にトッド軍が身を潜ひそめる。

　その中をリジア陸軍――すなわちバール軍が街かい道どうを行く。

　衝突はカウフマンの砦が中心となる。敵軍の速度は通常のまま、索さく敵てきの範はん囲いに入った頃ころから臨戦態勢を整えていた。

　先行して遊軍となったアレンビア小隊１０００騎きは、その機動力を活いかして街道を避さけて行動した。それぞれを、２５０ずつの小さな隊に分ける事で、大軍では侵しん入にゆうし辛づらいような山道を進み敵の動きを探さぐったのだ。各隊からの報告は逐ちく一いちアレンビアの下に入って来る。それらを加味して、リジアの軍勢の様子を探り続けた。

　情報の全すべてが集約されるアレンビアの山さん岳がくの陣には入れ替かわり立ち替わり、各兵たちが出入りを繰くり返し、情報を集積していった。

　そんなある晩の事だった。情報の精査が終わり、カウフマンへの伝令を出し終わったクロムは幕舎を出て外の空気を吸っていた。この辺りは、故郷のジャレット山に近い。その事に感かん慨がいはない。見上げた夜空に星が瞬またたいていた。

　そんなクロムは背後に人の気配を感じて振り返る。

「クロム、ちょっといいかい？」

　そう声を掛けてきたのはアレンビア。そしてその後ろには副隊長のロッコとアズスがいる。どういう訳か逃にげ出そうとしているアズスを、ロッコが押し止とどめるように羽は交がい締じめにしている。

「おいこら、アズス。おめえってやつは、どうしてすぐ怖おじ気け付くんだよ」

「そ、そんな事言ってもな……」

　そんな二人に苦笑いを投げかけて、アレンビアはクロムに向き直る。

「ちょいとね、アズスが話したいことがあるってさ。ほら、アズス」

　隊長の命令にも似た声に、アズスはおずおずと前に出されると、クロムに向かって困ったように笑う。

「おう、クロム、そのな……」

「はい」

　後ろでロッコが「がんばれ、がんばれ」とエールを送る。

「おまえはよ、その、今は親がいねえわけじゃねぇか」

「そうですね」

「俺はこんな戦場にしか居場所がねえような人間だから、ついぞ嫁よめを見つける事もできなかった。だがな、そんでもクロムを我わが子のように思ってる……だからよ、おまえさんさえよかったら、俺の養子になるってのはどうだい……ってな」

　その提案にクロムは言葉を失った。自分が誰だれかの子供になるなど考えた事もなかったからだ。そんなクロムの沈ちん黙もくを否定的に受け取ったのか、アズスが慌あわてたように言う。

「いやだって言うんなら別に構いやしねえ。そんな無理にって事じゃねえんだ」

「いえ、そういう訳では……意外な事だったので」

「じゃ、じゃあ……」

「僕ぼくなどが子供でよろしければ」

　了承の意を伝えると、アズスは一いつ瞬しゆん信じられないように呆ほうけ、それから目に涙を浮うかべた。

　そんなアズスの肩かたをロッコの厳いかつい手がドンと叩たたく。

「よかったじゃねえか、アズス！」

　ガハハと豪ごう快かいに笑うロッコと、涙目のアズス。そんな二人をやさしく見守るアレンビアがクロムの前にやって来る。

「ま、儀ぎ礼れい的てきな事かもしんないけど、アズスに限らずこの隊のみんながあんたを自分の子供のように思ってたからね」

「アレンビアさんもですか？」

「そうだよ。こういう所の大将やらせてもらってると、あたしだって子供作ってる場合じゃないからね。だからあたしからアズスに言ったんだ。クロムの親になるのはどうかって」

　クロムは少し俯うつむき考えた。

「あら、あんたが嫌いやだって言うんなら断ってもいい話だよ。もう遠えん慮りよするような間あい柄だがらじゃないだろ、あたしたち」

「そうですね。それでもありがたくお受けします」

「そうかい。あんたがそう言ってくれるなら何よりだ」

　アレンビアは快活に笑った。するとまだ涙目のアズスを連れたロッコがやって来て、

「おっしゃ、じゃあ、宴うたげだな。養子取りには宴が必要だ！」

　と鼻息を荒あらげる。するとすかさずアレンビアがロッコの頭に拳げん骨こつを喰くらわせる。

「そういう事はちゃんと戦果挙げてからにしな！」

「へえ」

　しょぼんとするロッコを今度はアズスが元気付けながら、クロムに向き直る。

「ありがとよ、クロム。子供を持つのが俺の昔からの夢だったんだ。ちゃんとした親おや父じになるからよ。頼むぜ」

「いえ、お願いするのは僕の方です」

　そう言って頭を下げるとアズスは、満面の笑えみを湛たたえた。

「よし！　これを機にこれも言っておこう！」

「なんだいアズス？」
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「隊長！　せっかくクロムが俺の子になってくれたんです！　という事は父親と一いつ緒しよに母親も必要な筈はずです！　つきましては、隊長――否、アレンビア、俺と一緒になっちゃ……」

　最後まで言わせずにアレンビアの鉄拳がアズスに抉えぐり込まれ、

「調子に乗るんじゃないよ」

　連続攻撃かのようなロッコの蹴けりが、

「てめえ、隊長はみんなの隊長なんだよ！」

　と炸さく裂れつする。その場でヘロヘロになったアズスが溜ため息いきを吐つく。

「……あれぇ、おかしいなあ……今の流れなら絶対にうまくいくと思ったんだけどなあ」

「クロムを出だ汁しに使うんじゃないよ」

　追い打ちの蹴りが入ると、アズスは狼おおかみのように吼ほえた。

　そしてアレンビアは頭を掻かきながら、

「ま、ダメ親父確定だわね。クロムが頼たよりだわ。どっちが親父かわかったもんじゃないね」

　と言って笑った。

「さ、家族の団だん欒らんは帰ってからだよ。あたしらにはやる事があんだからね」

　いつもの調子に戻ったアレンビアは勇いさましくそう言うと、すぐさま諜ちよう報ほう活動が再開された。

　そんな事があった次の日の事だ。

　アレンビアと共にいたクロムはバール軍の長ちよう蛇だの列を見ながら違和感を覚えた。

「アレンビアさん、よろしいですか？」

「なに？　なんかおかしなことでもあった？」

「何な故ぜバール軍は二列で進軍しているのでしょう？」

　眼下のバール軍は広い街道を二列で進んでいた。その気になれば五列で進軍する事もできるのに、何な故ぜか二列が長蛇の列となって続いている。

「可能性としては二つ考えられます。バール軍は進軍を急いではいない。または敵に兵数を悟さとらせない。僕の考えでは後者ではないかと思います」

　事実４万に上る兵が、二列で行軍をすれば、その最さい後こう尾びを確かく認にんする事が出来ない。簡単に敵戦力を把は握あくさせる事が出来なくなるのだ。

　だが既すでに途と中ちゆうの行軍でリジアの戦力は４万と割れている。

「アレンビアさん、斥せつ候こうを出して、敵の戦力が減っていないか数えてください。お願いします。それからバール将軍以外の将がいないかの確認も引き続きお願いします」

「わかったわ」

　クロムに言われ、アレンビアはすぐさま旗き下かの斥せつ候こうを出した。結果は二日後に齎もたらされた。

「敵リジア兵は２万！　繰り返します！　敵リジア兵は２万！」

　減っている。当初４万だった兵数が半分にまで減っているのだ。

「バール将軍以外に兵を先導している将軍の存在は？」

「確認されておりません！　２万の兵は全てバール将軍が率いております！」

　やはり、とクロムは確信した。

「アレンビアさん、すぐに伝令を。リジアは挟み撃ちにするグラウスタンディアをさらに挟み撃ちにするつもりです」

　おそらくは別働隊――残り２万の兵を動かしている将軍がいる。バール将軍と分かれこちらに気取られないように隠おん密みつ裏りに行動している筈はずだ。それがどこにいるかも確認せねばならない。

　アレンビアはクロムの言わんとする事を察したのか頷うなずき返すとすぐに指令を発した。

「わかった。ロッコ、アズス！　すぐに伝令を出して！」

　即座に行動を開始するアレンビアにクロムは更さらに続ける。

「僕もそれに追従します。戦略の練り直しが必要ですので」

「じゃあ、カウフマン将軍の下へ？」

「いいえ、それでは間に合いません。僕はトッド将軍の下に向かいます」

「じゃあカウフマン将軍の方は？」

「現状の報告だけで十分です。僕が何を考えているか、カウフマンさんもわかるはずですから」

「さすがはあんたの師し匠しようって事で、いいんだね？」

「はい。とにかく、トッド将軍の率いる軍が狙ねらわれているのは明白です。こちらの戦力を徹底的に削そぐ事が、リジアの狙ねらいですから」

「わかった。すぐにカウフマン将軍の下に今クロムが言った事を一言一句漏もらさず伝えるんだよ！　それからクロムを護衛して、トッド将軍の下へ連れてって！」

「アレンビアさんは？」

「あたしたちゃ、いつも通りさ。ピンチになったら駆かけつける。ヒーローみたいにね」

　声を立てて笑いながらアレンビアはおどけて見せた。

「そうですか」

「ま、問題なく行けば、あたしたちは斥せつ候こうとして高みの見物で終わる訳だけど」

「そう出来るように尽じん力りよくします」

　そう言って出ていこうとするクロムに、アレンビアはふと、

「――クロム」

　と呼び止めた。足を止め、振り返ると彼かの女じよは少し笑って、

「行っといで」

　といつものように送り出した。それはこの数年間のいつもの事。だからクロムも変わらずいつもと同じように、

「行ってきます」

　と返したのだった。




　クロムの護衛にあたったのはガジェル・プリアモス。彼と共に山中を馬で駆かけ抜けた。本来人が入り込む余地などない、岩石の山々を馬は只管ひたすらに走る。クロムには山で生きてきた勘かんが戻って来るようだった。先導するクロムは地形の流れを読みながら、的確に馬を進めていく。太陽の位置を見て決して方角を間ま違ちがえずに進んでいく。

　驚おどろいたのはガジェルの方だった。かなり無理のある進路を取っているにも拘かかわらず彼は平気でクロムの後についてきた。一瞬見た彼の様子は人馬が一体になっているかのような、静かな面おも持もちだった。彼には魂たましいがなく、その全てを馬に委ゆだねているかのようだった。

　そうして山中を駆け巡めぐる事、半日。

　二人は漸ようやく、トッドが控える山さん岳がく陣じんに到とう着ちやくしたのだ。アレンビア小隊である事を伝えると、トッド将軍への目通りが叶かなった。幕ばく舎しやの中に引き入れられ、クロムとガジェルはトッドの前に立つと、敵の方策を話していく。

「リジアの狙いはグラウスタンディア、トッド将軍の軍勢を倒たおすことです。先せん鋒ぽうの隊がカウフマン将軍の兵とぶつかり、そこにトッド将軍の軍が出てくる。それを狙って、後発の軍が挟み撃ちにする。それが目的と思われます。なのでトッド将軍は後発が現れるまで、山を降りないよう待機して下さい」

　そのクロムの言葉に、トッド将軍は只管ひたすら不ふ機き嫌げんな顔で脚を組んでいた。

「おいクロムと言ったな？」

「はい」

「おまえ、カウフマンの弟で子しだっけ？」

「弟子という言葉が正確かわかりかねますが、それに近い存在です」

　するとトッドは鼻でフンッと息を吐つく。

「ちなみにだ――おまえはその命令をカウフマンから受けたのか？」

　ここは話を通しやすくすべきだ。何よりカウフマンはこちらの意図を察している。後で口裏を合わせてくれるのは予測が付く。

「左さ様ようです。カウフマン将軍からの命令です」

　しかしトッドは未いまだ信じられないと訝いぶかしがるように眉み間けんに皺しわを寄せた。

「おかしいなあ、おかしい。だっておまえ、アレンビア小隊にいて、そっからカウフマンを経由してここに来たとしたら早すぎるだろう」

　疑い深い男だと思った。だがクロムをリジアの間かん者じやとして怪あやしんでいる訳ではない。

　何かもっと別の事を怪しんでいる。

　そんなクロムを無視してトッドは続けた。

「おまえさ、もしかしてカウフマンから、俺が戦果を挙げないように根回ししろと言われてんじゃないのか？」

「どういうことでしょう？」

「だーかーらーさ！　カウフマンが戦果を独ひとり占じめしようとしてんじゃないのか、って聞いてんだよ！」

　怒りと苛いら立だち、それを示す動きにクロムは理解をしかねる。どうしてそんな態度を取っているのか。

「違います。カウフマン将軍は、戦果を欲ほつする事はありません」

　そのクロムの言葉がまた彼の癇かんに障さわったのか、今度は急に小刻みに貧びん乏ぼうゆすりをしだす。

「そんなわけないだろうが！　カウフマンが戦果を欲しくない？　そんな訳がない。だってあいつはいつだって戦果を挙げ、国王から勲くん章しようをもらっている！　勲章が欲しくない人間の筈はずがない。そんな奴があれ程ほど戦果を挙げられる筈はずがない！」

　彼が今最も気に病やんでいる事が理解できずクロムは首を傾かしげた。

「何を気にされているのでしょうか？　カウフマン将軍はただ戦で勝つか負けないかのどちらかしかしていません。賞賛される事もありますが、それ以上になんの評価もされない戦も多くしております」

「うるさい！　うるさい！　おまえに何がわかる！」

「見えた物しかわかりません」

　淡たん々たんと返すとトッドは突とつ然ぜん立ち上がりクロムに向かって指をさし叫さけんだ。

「わかったぞ！　そうか、おまえ、カウフマンから言われたんだな！　俺が手て柄がらを立てないように、そこで指を咥くわえていろ、と！　そうなんだな！」

　発はつ汗かん、血流、声のトーン、視線の移動――。

　この将軍の思考はどこか麻ま痺ひしている。だがこうなる人間をクロムは多く戦場で見てきた。珍めずらしい事ではない。敵兵が近づいたり、極度の死の危険などが忍しのび寄ると、人の脳内の思考は極きよく端たん且かつ狭せまい視界から見た狭きよう窄さくした考えに陥おちいる。おそらくこの陣を敷しく前の段階で某なにがしかの気負い、または焦しよう燥そうなどを感じていたのだろう。

　これまで見てきた人間の陥おちいるパターンからそれは読み取っていた。だが将軍職の人間でこの状態に陥る者を見たのは初めてだ。大たい概がいの将軍は既すでにそれらを経験し、最良の状態でそうならないように精神の管理をするのが常つねだ。だがそれは問題ではない。

　最大の問題はクロムの言葉が冷静に耳に入らない、という事の方だ。

　クロムを疑う状態では、どのような言葉も聞き入れられないだろう。

　であるなら、その逆で攻せめる必要がある。

「ではトッド将軍はすぐに出しゆつ撃げきして下さい。別段それでも問題は在ありません」

　その言葉に彼は一瞬怯ひるんだ。

「……な、なに？」

　そこをクロムは見逃さず、続ける。

「このまま通常通りの作戦をお伝えいたします。カウフマン将軍の軍勢とリジアの軍勢の衝突をきっかけに出しゆつ陣じんして下さい。ただ――挟み撃ちの危険が迫った段階ですぐに撤退をお願いいたします」

「………くっ」

　その言葉にトッドは渋じゆう面めんを作った。撤退、という言葉が突つき刺さったのだろう。

　彼は戦果を挙げる事に躍やつ起きになっている。その上で戦果どころか、撤退の憂うき目などとても許容できるわけがない。それがクロムにも感じ取る事が出来た。

　ただわからなかったのは――どうして戦果を挙げたいのだろう――という事だった。トッド将軍がどうしてそのような思いに囚とらわれているのか。それ程ほどの戦果が今必要だろうか。

　だが今はそんな彼の感情は関係ない。

　少なくともトッド将軍が戦せん況きようを『見る』という状態になれば、まだ受け入れる事が出来る。彼が無能でさえなければ。

　出撃か待機か――二者択一の問題。

　二つを照らし合わせれば、自おのずとどうすべきか見える筈はずだ。

　事実トッド将軍はそこから黙もつ考こうする体勢に落ち着いた。まだどこかに苛立ちを隠かくしているのは見て取れたが、それでも戦況を耳にしながら敵の出方を窺うかがうような様子である。

　その事を確認するとクロムは静観の構えをとる事にした。

　まだ安心が出来る状じよう況きようとは言えなかったからだ。トッド将軍がここで指揮を間違うような事があれば止めねばならない。もしまた先ほどのように錯乱すれば最悪の事態になる。殊ことにトッド将軍の胸中にある事案は、どうやらリジアとの戦いではないようにも見えたからだ。

　それを加味して考えれば、ここは見張っておくことが得策と判断したのだ。

　そんなクロムにガジェルはぼんやりとつまらなそうな口調で問いかけてくる。

「なあ、なんで帰んないの？」

「まだ様子を見る必要がありますから」

「あ、そう……ヒマだ……」

　彼にとっては戦闘にならなければ全てが退屈なのだろう。今回のクロムの護衛に於おいても、クロムは敵との遭遇を全力で避さけた。その事にガジェルは少なからず不満があるようだ。

　そうしてトッド将軍が沈黙を続ける中、クロムとガジェルは山岳の陣営から少し離はなれ、山の頂いただきまで登る。

　ここからは、眼下にカウフマンが敷いた陣営が一望できる。遠方からはリジア軍の長蛇の列が伸のびている。

　リジア側の先頭集団は横に広く陣形を組み迎げい撃げき態勢を整えている。

　そして後方から到着した各兵たちが陣営を張る準備に掛かかっている。

　グラウスタンディア側の方が地の利はある。小高い丘の斜面を垂直に切り崩し、相手が登頂しづらく誂あつらえてあり、その上には弓兵が待機していた。また回り込む形で歩兵隊が出撃出来るようになっており、攻こう守しゆに万全を期している。

　対するリジア側も、投石器を用意するなど切り崩しの策は万ばん端たんのようだ。

　カウフマンはおそらく相手の出方を見る為ために、好戦的な出方はしないだろう。クロムの報告が行っている筈はずなので、守りを固めあくまで時間を稼ぐと思われる。適度な迎撃は行うが、決して踏ふみ込みはしない。それはリジア側の動きにこちらが気付いている事を気取られない為ためである。それらの状況をクロムは頭に描くと、そのまま山を下りトッド将軍の陣営に戻った。

　こうしてカウフマン軍とリジア軍の攻防が開始され二日目。

　両者膠こう着ちやく状態を維い持じしつつ、一進一退の戦いが続いている。両陣営共にぶつかり合うも、やはり牽けん制せいの色が濃こく、甚じん大だいな被ひ害がいが出る事態には発展しなかった。

　ただ問題は別にあった。

「………おかしい」

　トッド将軍である。彼は日ひ毎ごと時間毎に苛いら立だちを募つのらせている。

　いつ戦場に飛び出していってもおかしくない程に苛立ちを露あらわにしている。

「どうか心をお鎮しずめ下さい」

　静かにそう言ったクロムにトッドは顔を赤くして唾つばを飛ばした。

「落ち着いてなどいられるか！　おかしいだろう！　リジア軍の後発隊はいつ来るのだ！　今いるのですべてではないのか！」

「いえ、必ず敵軍は埋まい伏ふくし、こちらの出方を窺うかがっています」

「黙れ黙れっ！　貴様のようなガキが戯たわ言ごとを申すな！」

「冷静にお考えください。どう考えてもリジア軍はこちらの戦力を削けずる事を第一としています。その為ために戦力を分けたのです」

「うるさい！　貴様はもうしゃべるな！」

　冷静さを完全に欠いている。クロムのどんな言葉も今のトッドには聞いてもらえない。これは危険だ――そう思った時にはトッドが行動に移っていた。

「全軍！　リジア軍の後方から攻め入るぞ！　敵の尻しりを思い切りたたいてやれ！」

　彼かれの命令に全軍が山岳の陣営から出陣した。

　クロムは瞬時にこの事態の打開策を練る。しかし今ここでトッド軍が出撃しては完全に相手の思う壺つぼなのだ。これを現在交戦中のカウフマンに報告する事は出来ない。

　――アレンビアさん。

　彼女の遊撃隊と合流するしかない。現在のアレンビア小隊は場所を移動してリジアの動向を見張っている筈はずだ。クロムはすぐさまガジェルを連れ、馬を走らせた。

　山中を駆かける中、そこに埋まい伏ふくするリジア軍を発見した。現在の交戦地帯に限りなく近い山の中にすぐにでも飛び出していけるように、待ち構えている。

（やはり……）

　クロムもガジェルも気配をどうにか消し、埋伏するリジア兵に見つからぬように、更さらに山の標高の高い場所を選んで走った。間もなくアレンビア小隊の合流地点である。




　トッド率いる軍勢は勢いよく山を駆かけ下りると、交戦するリジアの陣営の背後を取った。

　だが、しかし、リジア軍は既すでにこちらが来る事を予期していたかのように、回頭するとトッド軍との交戦を始める。

　――何な故ぜだ？　何な故ぜ、知っている？

　既すでに、相手がこちらの出方に気付いている、という事をクロムから聞き知っていたにも拘かかわらず、トッドはその言葉を思い出せなかった。戦場という場に出る事の恐ろしさは、そこにある。

　――戦場は常つねに非あらず。

　常なら気づくことが出来る発想が頭に浮かばない。

　だからこそ彼は、心の裡うちに巣食っていた疑心に動かされてしまった。

　リジアのぶら下げた餌えさに食いついてしまった。

　気が付いた時にはもう遅い。リジア兵は来ることがわかっていたトッド軍に襲おそい掛かる。そしてその状況に更さらに追い打ちが掛かった。

　いつの間にかトッド軍の背後に、別働隊であるリジア軍が迫ったのである。

　挟み撃ちにしようとしたトッド軍が、敵に挟み撃ちにされたのだ。

「撤退だ！　即時撤退！」

　だがその命令は虚むなしく響く。リジア軍は既すでにトッドが次にするべき行動を読んでいたからだ。広範囲に展開したリジア別働隊の陣形は、完全にトッド軍の退路を断っていたのだ。

　トッドの顔が青くなり冷たい汗が噴ふき出る。

　もうこの状況下に於おいて彼らに出来る事は、戦いしか残っていなかったのだ。

　そしてその戦いは、只ひた管すら敵に削り続けられる負け戦。

「蹴散らせ！　リジア軍を蹴散らすのだ！」

　大音声で叫び散らすトッドであったが、既すでに兵たちの士気は下がるところまで下がり切っていた。




　アレンビア小隊は各所それぞれに動いていた分隊が合流し、報告が為なされた。山中に埋まい伏ふくしていたリジア軍が動き出したらしい。

（しかし――）

　とアレンビアは眉まゆを顰しかめる。既すでにクロムの報告がトッド将軍の下に行っている。だとすれば、別働隊のリジア軍が出ていく理由がない。それともグラウスタンディアが動かないと察して策を変えてきたか。単純に援えん軍ぐんとして合流した可能性も考えられる。

　アレンビアはすぐに山を下り、街道へと躍おどり出た。

（クロムがいてくれればね）

　こんな時に子供に頼ろうとする自分に自じ嘲ちよう気味な笑いが漏もれた。

　街道へ出ると同時に、前方から駆けてくる二騎の馬うま影かげが見える。一瞬敵の斥せつ候こうかと身構えたが、それは違っていた。トッド軍へと伝令として行っていたクロムとガジェルだった。

「アレンビアさん、最悪の状況になりました」

　開口一番、クロムの言葉にアレンビアは状況を察した。

「先走ったか、あのバカ将軍」

「はい、後方からリジア軍が突とつ貫かんして乱戦となっています」

「……わかった。すぐに援護に向かうよ」

「しかし、こちらの１０００騎では……」

「やりようはある。一度山に入る！　リジア軍が埋伏していた陣を突っ切って早回りするよ！」

　言うと同時にアレンビアが先頭を切って山中へと入った。山道を駆けリジア軍が埋伏していた陣を突っ切る。既すでに出撃を終えた陣には殆ほとんど兵は残っておらず、そこを怒ど涛とうの勢いで駆け抜けるアレンビア小隊に手出しは出来なかった。

　そのまま、戦場を迂う回かいするように回り込み、当初トッド軍が控ひかえていた陣営までやって来る。

「こっから切り崩くずすよ」

　アレンビアの策はこうだった。現在、囲い込まれているトッド軍を救出する為ために、リジアの横腹に突貫を仕し掛かける。その突破口を契機に、トッド軍を逃とう走そうさせるという物だった。

　アレンビアを中心に一気に山を駆け下りると、場は乱戦の様相を呈ていしていた。

　カウフマンの構える西側の陣を起点に東にリジア前衛部隊。

　その後方へおびき出されたトッド軍。

　そしてそのトッド軍を囲い込むように布陣を敷いたリジア後衛部隊。

　更さらに最悪な事に、トッド軍は思わぬ攻撃に晒さらされ、完全に囲い込まれている。

「ロッコ！　アズス！　両りよう脇わきの守りは任せたよ！」

「任せろ姉あね御ご！」

「やって見せますとも！」

　威勢のいい返答にアレンビアは笑って返すと、戦場に目を戻し突貫命令を掛けた。

「アレンビア小隊！　突貫！」

　馬上の傭よう兵へいたちはそれに合わせて一いつ斉せいに剣けんを抜く。

　そして勢いよく山やま肌はだを駆け下り、土煙を上げた。

「我こそはグラウスタンディア軍傭兵団アレンビア小隊！　斬り捨てられたい者は前へでろ！」

　その名を聞いたリジア兵は一いつ瞬しゆん怯ひるむように動きを止めた。

　その隙すきをアレンビアが見逃す筈はずもない。

「行けっ！　薙なぎ払えっ！」

　一丸となったアレンビア小隊は統制のとれた錐すい陣じんをとるとリジア軍のどてっ腹目がけて突撃した。その突破力たるや正規軍の将軍格が牽引する部隊のように目の前の兵を次々に薙なぎ倒してゆく。

「一気にトッド軍までの道を開けるよ！」

　が、その命令と同時にリジア軍の中から大音声が放たれる。

「全軍陣形を組み直し、守りに入れ！」

　その声をアレンビアは聞いた事があった。

　それは間違いなくリジア十二貴族の一人ライラ・スーサの声だった。

　まさかあの智ち将しようまで出てきているとは、と舌打ちをする。

「相手が陣形を組みなおす前に突破っ！」

　その命令に即そく座ざに副隊長ロッコ、アズスが反応し、敵の切り崩しにかかる。

　ガジェルを先頭に、敵兵を薙なぎ倒し、その傷口を広げていく。

　敵の体勢が整いきる前にどうにかアレンビア小隊はトッド軍の前まで到達を果たした。

「トッド将軍！　退路を切り開きました！　どうぞ、ここから……」

　そう言いかけたアレンビアの言葉をトッドが遮さえぎった。

「うるさい！　我々はまだ負けていない！」

　目の色を凝視する。そこには錯乱の色が見えた。冷静な判断が出来ていない。この状況下でまだ勝てると思っている。そう判断したアレンビアはすぐに、言葉を選んだ。

「後方リジア軍を率いるのはライラ・スーサにございます」

「なにぃ!?」

「あの智将が出て来たという事は、更さらに輪を掛けた殲せん滅めつ戦せんの策を用いている可能性すらあります」

「………うぅ」

「我々が時間を稼ぎますので、どうぞ今は一度撤退し、敵の万策を読み切った上での行動を願います」

　だが、それでも、トッドは未だ戦果を挙げるという呪じゆ縛ばくに取り憑つかれてか、戯たわ言ごとを口にした。

「しかし、我々はまだ負けたわけではない！」

　この言葉にはさしものアレンビアもあきれ果てた。

　このまま、放っておけば退路は再び断たれる。一刻を争う事態。今、ここで言い争っている暇ひまはない。

「ではお好きになさいませ。ここで死ぬもよし。捕虜の辱めを受けるもよし！　ただそうなればトッド将軍、貴方あなたは将軍という名誉ある職を剥奪される物と思って下さい！」

　その言葉にトッドは怒いかりに顔を真っ赤にした。

「貴様、傭兵風情がぬかすな！」

「傭兵だからこそです！　我々は所しよ詮せん傭兵！　だが心には騎き士しの魂を持っているつもりです！　我々が殿しんがりを務つとめます、どうかトッド将軍は一時撤退を！」

　殿――将を逃がす為に囮おとりとなる最も危険とされる役目。

　それをアレンビアは願い出た。それは他でもなく、騎士ではない自分が持てる唯ゆい一いつの矜きよう持じ。決して汚けがされる事なき魂。それは積せき年ねんの夢でもあった騎士としての矜持であった。

　命を捧ささげる覚悟のアレンビアの言葉に、漸ようやくトッドも夢から覚めたように目を見開いた。

「この状況で殿しんがりだと？　死ぬつもりか！」

「死は覚かく悟ごで登った舞ぶ台たいです。最後まで戦い抜ぬきます」

　苦く渋じゆうにも似た顔を浮かべたトッドは、

「すまぬ」

　と言うと即座に撤退の命令を下した。

　トッド軍は一丸となり、アレンビア達が開けた突破口を目指した。その頃ころには、体勢を立て直したリジア軍がトッド軍を襲う。

　だが撤退の為ために防戦に入ったトッド軍の守りは堅かった。

　それを見届けながらアレンビアも即座に命令を発する。

「将軍を逃がしきるよ！　あんたら、ついて来な！」

「「「「おおおおっ！」」」」

　アレンビア小隊は一丸となり、トッド軍に追つい撃げきを掛けようとするリジア軍を蹴散らした。

　だがリジア軍もこれに手を拱こまねいている訳ではない。

　角笛が高らかに戦場に響ひびき渡わたる。

　その音を聞きつけ、山中からぞろぞろと大量の兵が飛び出してきた。

（まだ埋まい伏ふくしていたのか!?）

　アレンビアはこの状況に顔を顰しかめる。

　二重三重にこちらの動きを封じるように相手の策は練られていた。

　そしてそんな埋伏していた兵たちに対しライラ将軍が大声を放つ。

「敵グラウスタンディア、アレンビア小隊を討ち取れっ！」

　更さらにそれに続いた言葉に、アレンビアは血も凍りそうになる。

「トッドは捨て置け！　討ち取るべきはアレンビアのみ！」

　まさか、と瞠どう目もくした。いったいどう言う事だ。理解を越こえる事態。

　トッドは逃にがす？

　耳を疑った。

　だが脇に付けたクロムがアレンビアに言い放った。

「目的はどうやらカウフマン将軍の砦とりででもなく、トッド将軍でもなく――アレンビアさん、あなただったようです」

「あたしが……何な故ぜ？」

　すると今度はロッコが苦り切った顔で呟つぶやく。

「俺おれたちゃ戦果をあげすぎちまったんですよ。リジアにも知れ渡るくらいに」

「まさか、たかが１０００騎の傭兵団だよ」

「だがグラウスタンディアの危機には必ず俺たちが打開の道を切り拓ひらいていた」

　たしかにそうだ。クロムがこの傭兵団を動かすようになり数年。決して大きな戦果は一つもない。だが、グラウスタンディアにとって、大きな損害が出かねない事態を阻そ止ししてきたのは間ま違ちがいなくアレンビア達だった。

　そしてその事が実際に評価され、正規軍への昇しよう進しんと騎士の称しよう号ごうが約束されたのだ。

　それをリジアは知っていた。それを利用した。

　カウフマンを狙った事も。その裏でトッドを狙ったことも、何もかもが囮おとり。

　全すべては自分たちを討滅する為ための策。

　クロムはいつもと変わらず、しかしその声こわ色いろには苦い色があった。

「すみません。僕が気付くべき事でした」

　淡々とそう口にする少年。しかしそんなクロムにアレンビアは静かに笑いかけた。

「なに言ってんのさ！　あんたがここまであたし達を連れて来てくれたんだよ！」

　するとクロムは何を言われているのか理解できなかったようにアレンビアの顔を見返す。

　アレンビアはただ笑ってこう言った。

「たかが傭兵。明日には死ぬのが運命の路ろ傍ぼうの草より価値のない存在。それが、こんな軍の最前線、しかも将軍たちの命を預かっただけじゃなく、敵が大掛かりな罠わなを仕掛けなきゃならないような存在になった。あたしたちのゴミのような人生の中で、これ程ほど評価してもらった事は他にない！」

　その言葉にクロムはわからない、という顔をして首を横に振ふった。そんな少年にアレンビアは満面の笑みで笑いかける。

「ありがとね、クロム」

　そう言うとアレンビアは身体を乗り出し、彼の額にやさしくキスをする。

「いいかい、あんただけは生き残らせる。何があっても。あんたはこのグラウスタンディアにとっていなきゃいけない存在なんだ。あたし達とは違う。路ろ傍ぼうの草じゃない」

「いいえ、同じ人間です」

「違う！」

　断言だった。

　人は平等ではない。持って生まれた身分も、財産も、能力すら人は平等になど出来ていない。同じ人間などいない。生きるべき人間と、生きていなくてもいい人間がいる。そんな事は言葉を覚えるよりも早くにわかっていた事。

　だがクロムは未いまだ反論するように、口調を強くした。

「アレンビアさんたちと変わりません！」

　やさしい子だと、アレンビアは微ほほ笑えみたい気持ちになった。

　この子が自分たちを選んでくれたのだ。生きる価値のない、路傍の草であった自分たちにこれ程ほどまでに価値を与あたえてくれた。だから――。

「そうじゃない。クロムはあたしたちが選んだ人間だ。あたしたちが生きて欲ほしいと選んだ人間。だから生き残っておくれ。ここで死んじゃいけない」

　そう言うとすぐさまアレンビアは、後方に控える兵に声を放つ。

「ガジェル、アズス！　クロムを守りな！　死んでも守り切るんだ！」

　その命令にガジェルだけが、

「はーい」

　とヘラヘラ返答をする。しかしアズスは苦り切ったような顔で答えない。

「アズス！　行きな！」

「しかし姉御！」

「しかしもヘチマもないよ。あんたはクロムの父親なんだ。親が子を守るのは当然でしょうに！」

　その言葉がアズスの心を動かしたのか、彼の顔は精せい悍かんな顔つきへと変わる。
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「はいっ！」

「頼たのんだよ」

　即座に前に出たガジェルが大剣を振り翳かざし、敵兵を薙なぎ倒す。間違いなくこの小隊で一番強い男ガジェル。それは違たがえようのない事実であり、そしてこの四し面めん楚そ歌かの状況を唯一打破できる人間。そしてクロムの脇をアズスが守り剣を振る。

　それでも未いまだ躊ちゆう躇ちよするクロムに、アレンビアの大声が飛ぶ。

「行きな！」

　言うと同時にアズスがクロムをヒョイと摘つまみ上げると、自分の馬に乗せる。

「アレンビアさん！」

　クロムの声が馬群の音に掻かき消された。そしてガジェルとアズスの駆る馬が、閉じかけるリジア軍を蹴散らしながら、その中を走り抜けてゆく。

「さてこっちも、うかうかしてらんないね」

　四方は完全にリジア軍に囲まれていた。もう逃げ場はないだろう。

「行くかい？」

　そう言って副隊長のロッコの顔を見る。彼は笑っていた。

「なに笑ってんのさ？」

「へへ……姉御も笑ってるじゃないですか」

　言われて自分も顔が笑っている事に気が付いた。

「ふふ……なんだろね。死ぬかもしれないってのに……あたしゃ嬉うれしいのかね」

「へえ、あっしも嬉しいみたいです」

　気持ちは一いつ緒しよだったんだろう。

　先ほどの言葉に嘘うそはない。

　これ程ほど誰だれかから評価されたのは初めてだった。

　敵から名を挙げられる討伐命令は、路傍の草にとっては最大の賛辞。

　誰かから顔を覚えてもらい、名を呼んでもらえる事の喜び。

　いらない存在だった自分たちが、ここまで登ってこれた事が本当に嬉しかった。

　この戦いには価値があった。

　命を賭ける程ほどの価値が――。

「行くよ、野郎どもぉっ！」

　そのアレンビアの声に、小隊の傭兵たちは一斉に続いた。




　　　　※※※※




　目を覚ますとそこは野戦病院の幕ばく舎しやの中だった。

　他にも怪け我が人にんたちがうめき声を上げたり、死んだように眠ねむっている者も散見した。

「……水を」

　掠かすれたようにどうにかそれだけ口にすると、看護にあたっていた者が驚いたような顔を浮うかべ、すぐに飲み水を用意してくれた。そして意識を取り戻した事を誰かが報告してくれたらしく、そのすぐ後にカウフマンが飛んで駆かけつけた。

「よかった、クロム！　目を覚ましたのだな」

　今にも泣き出しそうな顔をしたカウフマンにクロムはコクリと頷うなずき返した。

「ご心配をおかけしました」

　それだけ言うと、また眠気が身体を包んだ。

「今は養生せい。しっかり眠るといい」

　カウフマンの了りよう承しようの言葉に安心したのか、身体はすぐに眠りを欲した。

　次に目が覚めたのは、身体中を蝕むしばむ痛みに無理やり起こされたからだった。

　再び水を求め喉のどを潤うるおすと、どうにか身を起こすことが出来た。

　記き憶おくの中を辿たどってみた。まだ記憶は前後していて自分に何が起こったのか定かではない。だから出来る限り前の記憶から順に事実を並べて行った。整合性のある物をパズルのように組み合わせていく。

　アレンビアと共に、トッド軍の救出に向かった。トッドの敷いていた陣営まで駆け上り、そこから戦場に駆け下りた。そしてリジア軍に斬り込み、そしてトッド軍の逃亡の経路を切り開いた。

　そこからだ――。

　アレンビアはクロムに逃げるように言ったのだ。

　自分は共に戦うつもりだった。しかし彼女はこう言った。

「ここで死んじゃいけない」

　そしてガジェルとアズスに連れられ、戦場を離れようとしたのだ。

　既すでに退路はリジア軍に塞がれていた。切り抜けるのは不可能だと思った。

　だが馬上でガジェルが片時も休むことなく大剣を振るった。

　前から右から左から槍を突きつけ剣を振り翳すリジア兵を肉塊に変えていった。

　アズスが常に身を挺ていしてクロムを守り続けた。槍が幾いく度どもアズスの身体を貫いたが、彼は馬の手綱を握にぎる手を弛ゆるめなかった。

「殺させねえ！　俺の息子むすこは絶対に殺させねえ！」

　アズスの声が今も耳に残っている。

　それでも勢いが収まらないリジア兵に、ガジェルは傷だらけになり、アズスは多くの血を流していた。そしてクロムもまたあちこちに傷を負った。大量に血が流れだし、意識が朦もう朧ろうとしていた。痛みは既すでに麻痺して感じはしなかった。とにかく頭がぼんやりとして、ぬるま湯に浸つかっているような感覚だった。

　死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわにも拘かかわらず、それを懐なつかしいと思いながら剣を振るっていた。

　それは幼いあの日、山を下りたクロムに『根っこ』を教えると言ったラングの調練を思い出したからだ。あの時に感じたものとよく似ている。

　もう意識的に山刀を振るってはいなかった。

　身体が勝手に動き続けていた。

　生きようとする意志が、身体を動かしていた。

　だからそこから先はよく思い出せない。

　今こうして生きているという事は、あの包囲網を切り抜けたという証しよう左さに他ほかならない。

　だがいつどうやって切り抜けたのかもわからなかったし、何よりアズスやガジェルがどうなったのかも、そしてアレンビア達がどうなったのかもわからなかった。

　半身を起こしたクロムはそこまで考えると、ゆっくり立ち上がろうと身体に力を入れる。

　その瞬しゆん間かんに雷に打たれたような痛みが走り抜ける。

　だが痛いと思うだけで、それ以上の感かん慨がいはない。

　頭の中から痛いと思う感覚を追いやって行けば、別段問題ないだろう。戦場で感じるあの感覚と同じように、全ての感覚を頭の中から追い出すのだ。

　そうしてゆっくり立ち上がると、そのままふらつく足取りで野戦病院の幕ばく舎しやを出る。久しぶりに浴びた日の光に目が一瞬眩くらむが、それも数秒で慣れた。

「……またか」

　そんなクロムの目の前には、やはり今も彼かの女じよがいた。

　落らく胆たんするような気持ちもなかったが、寝覚めに妹の顔を見たくはなかった。

　こんなタイミングで思い出したくない記憶に触れるのだけは避さけたかった。

　頭の中が割れるように痛んだ。それは傷ついた身体の痛みとは一線を画かくすものだと感じた。同じ痛い、なのに全く別の痛み。その正体がどうしても掴つかめない。ただクロムが思ったのは、

　――これなら身体の痛みに悶もだえて忘れていた方がいい。

　という事だった。

　そう考えたクロムは、頭の中から追いやった痛みを、思い出すように身体の中に迸ほとばしらせる。すぐに痛みは身体の中を駆け抜け眩め暈まいがした。知覚した痛みが頭の中をジンジンと走り、眉み間けんに皺しわを寄せながら、蹲うずくまりそうになる。

　だがおかげで、痛みに夢中になった結果、リュリュの姿はクロムの視界からは消えた。

　こんな方法でしか、あの姿を消すことが出来ないのかと思うと、ほとほと嫌いや気けがさした。

　そうしてカウフマンのいる幕ばく舎しやまでやって来ると、見張りの兵が驚おどろいたような顔をして、中へと通してくれた。

　中に入るとカウフマンも見張りの兵と同等の反応で椅い子すから勢いよく立ち上がった。

「クロム、まだ寝ねておらんと！」

「いえ、問題ありません。それより戦況を教えてください。僕ぼくは最後まで見届ける事が出来ませんでしたので」

　クロムがそう言うと、カウフマンは表情を険けわしくした。

　俯うつむき加減で何か言い辛づらそうに奥おく歯ばを噛かみしめる。その様子に、今回の戦いによる被害が大きかったことを察した。だがカウフマンの口から出た言葉は、そんなクロムの考えとは違っていた。

「おまえさんのおかげで被害は最小限に抑おさえる事が出来た。怪我人を多く出してしまったが、それでもあの状況で引き上げられたのは不幸中の幸いとしか言いようがない」

「そうですか。それはよかった」

「おまえさんが、あの渦か中ちゆうに伝令をしてくれたおかげだ。シド将軍が駆けつけてくれた事もあって、この砦も守り通すことが出来た」

「救きゆう援えんを要よう請せいしたのですね」

「あの状況では仕方がなかったからのう。トッド将軍が先走ったのが、今回の最大の誤算ではあったが……」

　そうかシド将軍が、とクロムは戦場に於おける俯ふ瞰かんの様子を頭に描えがいた。

　数としては劣勢でも、守りに徹てつすればどうにか押おし通すことが出来なくもない。

　だがその後もカウフマンはやはり変わらず、苦しそうに顔を俯うつむけていた。

　そして幾いく何ばくかの沈ちん黙もくの後に彼は徐おもむろに話を始めた。

「クロムよ、落ち着いて聞いて欲しい」

「はい。なんでしょうか？」

「…………アレンビア小隊が……全ぜん滅めつした」

　アレンビア小隊はあの後、リジア軍からの挟撃により全滅したらしい。

　クロムを連れていたアズスは、カウフマンの陣に戻もどった時には既すでに息がなかったそうだ。

　その事実をクロムはただ耳の中に入れ続けた。

　頭の中は静かだった。そよぐ風の音も聞こえない。水み鏡かがみのように水面には波紋もたたず、ただ静けさだけがあった。

　静けさは降り積つもる。

　しんしんと雪のように。

　重く積もっていく。

　遠くで何かの音が聞こえた気がした。その音は何だろうと思うが、静けさに掻かき消されてしまい、最後はクロムの耳まで届こうとしない。

　この静けさは、いつぶりだろう。

　たぶんリュリュを失ったあの日以来だ。

　あの日も静けさに耳が裂けそうだった。

　カウフマンが今も何かを口にしている。それすらもクロムの耳には届こうとしなかった。

　アレンビアたちの死が、自分にとって辛つらいのだな、という事に考えが行き当った。

　しかし、辛いという実感はなかった。

　身体は辛いと感じ、カウフマンの声すら耳に入らないのに、それなのに心は痛みを感じない。

　どうしてなのだろうか？

　いったい自分の何がおかしいのだろうか。

　考えても考えても、思考では感情に行きつくことが出来なかった。

　漸ようやく耳の状態が回復したのは、それから暫しばらく経たってからだった。

「申し訳ありません。どうやら幾いくらか衝撃を受けているようです」

　そうクロムが言うと、カウフマンは「ああ」とだけ言った。

　挨あい拶さつをして幕ばく舎しやを出る。

　暫しばらくどこへともなく歩いたが、身体の疲ひ労ろうを考えもう少し休むべきだと判断して野戦病院に戻った。医師からの診察を受け、絶対安静を言い渡され、横にされた。

　だが眠る事は出来なかった。

（やはり身体はわかっている。これはきっと辛いという事なのだな）

　そう思いながら目を閉じる。

　たとえ眠る事が出来ずとも、少しでも身体が回復するように努つとめた。




　どれくらい時間が経っただろうか。次し第だいに意識は薄うすれ、夢と現うつつの間を行ったり来たりしていた。夢の中にはアレンビアが現れた。ロッコやアズスもいる。

　彼らはにこにこ笑ってこちらを見ていた。

　だが誰一人、しゃべろうとはしなかった。

　あのリュリュと同じように、ただこちらを見て静かに微ほほ笑えんでいた。

　――みんなもか……。

　そう思い、そして目を閉じた。

　夢はそれだけだった。

　目が覚めると隣となりにガジェルが寝かされていた。全滅と聞いていたので、一瞬死体かと思ったが、浅く息がある。彼は生き残ったのだろうか？

　すると事情を知る医師がやって来て、クロムに説明をしてくれた。

「彼は君を連れてこの陣じんに戻った時には完全に意識を失っていたんだ。皆みな、死体だと思ったが、まだ息があった。いや、正直に言えば生きているのが奇跡的な状じよう況きようだった。血もだいぶ流していたし、方々70針以上は縫ぬってある。それらの傷のどれもが深い。今、こうして寝息を立てているが、いつ死んでもおかしくはない」

　そうか、彼は戦ったのだな。

　傷つき血を流し気を失うまで戦った。アレンビアの命令通り、自分を助ける為ために。

　そして改めてリジア軍の目的が何だったのかを認にん識しきする。

　リジア軍の目的は当初からアレンビア小隊だった。

　特別遊撃権を持ったアレンビア小隊の戦果は当然リジア宗しゆう旨し国家にも知れ渡っている。そのアレンビア小隊は、リジアにとって脅威であると認識されていたのも頷うなずける。いつもリジアがあと一歩というところで、アレンビア小隊が介入しそれを阻止するのだから。

　そう考えれば当初からそれを狙ねらっていたという事くらい見当が付きそうなものだ。

　それなのに、気付けなかった。グラウスタンディア国内に於おける無能な将軍に気を取られた自分の責任だ、そう自らを戒めた。

　決定権を持っていなかったとしても、もしそれに気付いていたら、自分はアレンビア小隊を救う事が出来たはずだ。

　クロムの傷も漸ようやく癒えた頃の事。通常の職務に障りが出なくなったと判断し、復職の願いを出すべきか、それとも自分はこれ以上、戦争に関わり合うべきではないのか、カウフマンの下へと判断を仰あおぎに行く事にした。

　自分では客観性を欠いている、と感じたからだ。

　いや、違う。客観的過ぎるのだ。主観と言える感情が湧わいてこないのでは、復職したとしても諍いさかいの元になりかねない。客観的なクロムの判断は、別段続けるのには支障はない、というものだったからだ。

　そうしてカウフマンの幕ばく舎しやへ行く途と中ちゆう、トッド将軍に遭遇した。今回の戦場を仕切り、まんまとリジアに踊らされた将軍。しかしクロムには別段彼かれを責めようという感情は湧いてこなかった。だがトッドの方はそうではなかったようで、クロムを見つけると、不ふ機き嫌げんそうな顔を露あらわにしてやってきた。

「よお、小僧」

　落ち着きがない。小刻みに片膝ひざを揺ゆらし、怒りとも焦あせりともつかない表情でクロムを睨にらみ据すえている。

「てめぇ、今回のリジアの策を見抜いてたって話じゃねえか？」

　そう問われ、否定する理由も見つけられなかったので、クロムは首しゆ肯こうする。

「はい。カウフマン将軍にもお伝えしました」

「知らねえよ！　聞いてねえよ！　てめぇ、なんでわかってたくせに、報告の義務を怠おこたってんだよ！　あれか？　カウフマンのジジイのお気に入りのてめぇは、俺の経歴に泥どろでも塗ぬって、その後釜にでもおさまろうって腹かぁ!?」

　何な故ぜそんなに怯おびえているのだろう。

「そんなつもりはありま……」

　トッドの拳がクロムの言葉を遮った。

　全力で殴られたクロムの身体が後ろへ飛び、そのまま尻しり餅もちをついた。

「うるせええ！　なにすまし顔してんだよ！　いい気味ってか？」

「酔ってらっしゃるんですか？」

　殴られた拍子に彼から酒のにおいがした。

「飲まずにいられるか！　全部てめぇのせいだ！　てめえがちゃんと報告してりゃあこんな事にはならなかったんだ！　軍法会議だ！　てめぇを軍法会議にかけてやる！」

　責任転てん嫁か。全てをクロムに押し付け、自分が指揮を執とった事の責任を軽減させようとしているのだろう。

「おそらく僕を軍法会議にかけてもそれ程の結果は得られません。そもそも僕は軍人ではありませんし、何より……」

　またトッドの拳がクロムを捉とらえようとする。今度は即座に反応し、それを紙一重で避よけた。それ程ほど大した攻こう撃げきではない。アレンビアやガジェルの方がよっぽど凄すさまじい。

　だがそれがいけなかった。

「避けんじゃねえええぇっ」

　彼を逆上させる結果になってしまった。やはり受け流すように当たっておくべきだったか、とクロムは自分の選せん択たくの失敗を認識した。

「おい、クロム！　てめぇアレンビア小隊に出入りしてたらしいじゃねえか？」

「―――」

「ざまあねえな！　報告怠おこたるようなガキが出入りするような傭兵団だ。傭兵団ってだけでもゴミの集まりだってのに、ガキの指示で動くなんざ考えらんねえよ、そんなの！　だから死んじまったんだろうな！」

　――近い――。

　感情の片へん鱗りんが蘇よみがえったような気がした。見える――いや感じる。

　彼の言葉に自分の感情が触発されている。この感覚は何だろう。

　この感情にはどんな動きが――そう思う前に自らの拳を振り上げていた。

　彼を、トッドを殴り飛ばそうと、クロムの拳が風を切る。

「――――っ！」

　が、その拳はトッドの寸での所で止まった。

　何な故ぜだ？　認識が感情に阻害され一いつ瞬しゆん遅おくれてくる。

　クロムの腕うでは強く掴つかまれ、止められていたのだ。

「よい、クロム。おまえさんがその拳を汚よごす必要はない！」

　老人の細い腕がクロムの手首を力強く押しとどめていた。

　その老人の姿を見た瞬間、トッドは怯おびえを宿やどしたように尻餅をついた。

「―――カ、カウフマン将軍!?」

　それはカウフマンの手だった。

　老ろう齢れいとは思えぬ力強さでクロムは腕を一寸たりとも動かすことが出来なかった。

　そんなカウフマンはトッドに向き直ると、鬼のような形相を浮かべ見据える。軍師としてのカウフマンではなく、それは将軍としてのカウフマンの顔。武人と言うべき歴戦の猛も者さの、力強さと恐きよう怖ふを併せ持つ姿。

「子供相手に大人げないな、トッド」

「そ、それは……しかし……このガキが……」

「だまれいっ！　貴様がどれ程ほど言い逃れをしようと！　どれ程クロムに罪を擦なすり付けようと！　貴様が戦場で敵に背を見せた事実は消えん！　何があろうともな！」

「き、聞いて下さい将軍！　これは違うんです」

　今にもカウフマンに縋すがりつこうと身を起こしたトッドの襟首を誰かが掴むと強く引いた。あまりの勢いに、トッドは目を剥むいて嗚お咽えつのような声を漏もらした。

「ほう、聞いて欲しい事があるのか？」

　彼の襟えり首くびを掴んで摘み上げたのはシド将軍だった。

「面おも白しろいじゃないか？　じゃあ、ゆっくり聞かせてくれよ。俺の前でも堂々と話せるってんならな？」

　シドは笑え顔がおを浮かべていた。しかしその笑顔が友好の意味を成していない事は一目瞭然だった。




　アレンビア小隊の面々は戦せん闘とうが終しゆう了りようすると同時に、そのすぐ近くに葬ほうむられたそうだ。

　クロムは砦から出るとその場所に行ってみた。

　土が盛られた場所を見つけると、ここにアレンビア達が埋葬されたのだと察した。

　何も思わなかった。

　涙なみだもでなかった。

　――あの時と同じだ。

　死ねばただ死体に変わる。

　そんな事は遠い昔からわかっている事だった。そう、父や母、そして妹のリュリュ。

　彼女たちの死を目まの当たりにして、それがただの入れ物であったのだという事を認識している。

　肉体という器の、命という機能が停止した状態。

　だからこうして葬ほうむられた彼女たちの下へやって来ても、何にもならない事も知っている。死体が伝染病を媒ばい介かいしないように埋葬するのは理に適かなっている。

　しかしその墓にお参りに行く事は理に適っていない。

　そんな理由はどこにもない。

　何な故ぜなら、アレンビア達に会えるわけではないのだから。

　何な故ぜなら、彼女たちはもう死んでしまっているのだから。

　では、何な故ぜ、今、自分は、ここにいる？

　その問いかけは、クロム自身にしたのか、それとも墓の下にいる彼女たちに向かってしたのか。それすらもクロムには見当が付かなかった。

　ふと顔を上げると、その盛り土の上にリュリュの姿があった。

「またか……」

　やはり彼女は何も言わない。ただ静かに笑っていた。

　クロムの蟀こめ谷かみがチリチリと痛んだ。







第四章　幼き皇女







　休養としてカウフマンから託ことづかった期間は一年だった。

　だがクロムにとってそれはあまりに長すぎた。

　戦場にいた方が気がまぎれる。

　何より妹の亡ぼう霊れいに悩まされる事はない。

　何かをしている間だけは忘れられる。そう思い、一月の間は毎日朝から夜までシオニアの皇立図書館に入り浸り、帰っても尚なお、書に没ぼつ頭とうした。そのうち、クロムは皇立図書館の本を全て読みつくしてしまっていた。それは仕方のない事だった。何しろ、毎年二ふた月つきの間はシオニアに帰って来る。その間、日ひ毎ごと通っていた事も含ふくめて、全てを読み切るのは時間の問題だとクロムは理解していた。

　しかもこの一月はそれまでにない程ほどに、猛もう烈れつに書に没ぼつ頭とうしていた。それは亡霊の妹の存在のせいだけではない。夜眠りに落ちると、アレンビア小隊の者たちが夢に出てきたからだ。

　彼女らは何も言わなかった。恨うらみ言も呪のろいの言葉も何も発しない。

　ただクロムを見ている、それだけだった。

　自分の策で死んでしまった者への罪悪感なのだろうか？

　いや罪悪感ではない――だとすれば自分はいったい何を怖おそれているのか。

　その正体が見つからなかった。

　ただもやもやとしたものが胸の裡うちを渦巻くばかりで、それはクロムにとって不快でしかなかった。そんな気を紛らわすように、クロムは戦場に戻る為ための準備を始めていた。体力や筋力を鍛え、嘗かつて戦場で遭あった敵を反はん芻すうするように思い出してはその剣けん技ぎを盗んでいった。

　そしてボロボロになった山刀は、鍛冶屋へ整備に出した。

　だがそこで言われたのは、

「こんな種類の物はうちでは扱えねえ」

　という返答だった。山刀は山の民たみが生活する為ために、時に武器になり時に木を切る道具にもなる特とく殊しゆなものだ。刀剣を扱あつかう鍛冶屋にとっては手に余る物だったのだろう。

　思わぬ所で躓つまずく事になってしまった。

　そんなある日の事である。クロムの元に城からの使いが現れた。

　招しよう聘へいに応じてクロムが登城すると文官がやって来た。

「クロム・ジャレットだね？」

「はい」

「カウフマン将軍から話は聞いているよ。なんでも彼の蔵書はおろか、皇立図書館の本も殆ほとんど読んでいるそうだね」

「先日全て読み切りました」

　すると文官は驚きに満ちた顔をした。

「全て……本当かね？」

「ためして頂いても構いませんが、時間がかかるかと思われます。あまり効率的な作業にはなりませんが、ご所しよ望もうでしたら構いません」

　すると文官はぶんぶん首を振って続けた。

「いや、疑うつもりはない。カウフマン将軍から紹介状をもらってね」

「カウフマンさんから……」

「ああ、君に教育係を務めて欲しい相手がいる」

「教育係ですか？」

「うむ。君はユースティナ皇女を知っているね」

「はい」

「彼女の教育係にクロムはどうかと、カウフマン将軍からの推すい挙きよがあってね。まあ君さえよければ、ということなんだが」

　事実、クロムにはこれと言ってやるべき事がなくて困っていた。

　もう読む本もなければ、自分がすべき仕事もない。そんな中で何かする事が見つかるのなら。そう思いながら自分の傍かたわらに佇たたずむ亡霊を見やった。

　彼女はやはり静かにクロムに視線を向けながら笑っている。

　頭の奥にチリッと痛みが走り、すぐに視線を戻した。

「お受けいたします。自分などでよろしければどうぞ使って下さい」

「そうかそれはよかった」

　相そう好ごうを崩して文官は嬉しそうに笑った。

　その日の内に、クロムはユースティナ皇女と顔合わせをすることになった。

　簡単な自己紹介、という話であったが、そうもいかない状況になった。

　ユースティナ・クセルクセスは今年10歳さいになる少女であったが、嘗かつて会った時よりも幾いく分ぶん大きく成長していた。クロムの顔を見ると彼女は、あの日の事を思い出したのか、しかめっ面をする。

「久しいではないか、クロム・ジャレット」

　ふんぞり返る幼い皇女の顔には、あの時はよくも泣かせてくれたな、という恨み節が見え隠かくれしていた。だがクロムはそんな事を意に介さず傅かしずくと深く礼をした。

「お久しぶりです、皇女殿下。お元気そうで何よりです」

「そうか、お主が新しい教育係なのだな？」

「はい。そう仰おおせつかっております」

　するとユースティナは少し意地悪な笑みを浮かべた。

「では早速聞きたいことがある。よいか？」

　別段クロムは構う事はなかったので、コクリと頷うなずき返した。

「よし、お主ラトルグ国の事は詳しいか？」

　腕試しであろうか。

「皇立図書館の蔵書にある知識程度には」

　その返答に少し面食らったような反応をするユースティナ。

　しかし彼女はすぐに居住まいを正した。

「……むぅ、そうか……詳しいのか……まあいい！　ラトルグ国の王室の歴史を其方そなたは知っておるか？」

　その様子を見て、クロムは彼女が何をしようとしているのか察する事が出来た。

　過去にクロムに「なにも知らない」と言われて、彼女なりに勉強したのだろう。

　クロムは嘗かつて読んだラトルグの史記書の内容を要約しながら諳そらんじる。

「ラトルグ国の歴史は蕩とう帝の王朝から始まります。諸国28ケ国が傘下にあり、現在のスクルタビア連合国と似た自治体制が出来ていました。ですがこの蕩王朝は12代で潰ついえます。暴政を敷いた蕩王朝に対し、時の諸侯が周りの諸侯を抱き込み謀む反ほんを企て打倒します。これが沁しん王朝です」

「待て、沁王朝は結局歴史上開かれなかったはずだ」

「いいえ、ごく短い期間ですが、成立しております。それに付き従った13諸侯は彼かの王朝を主体にして蕩とう王朝と同じ主権体制を作ろうとしました」

「あれ……あれ？」

「しかしこの謀む反ほんがきっかけとなり、それまでの共和体制にひびが入り、ここからラトルグに於おける戦国時代が幕を開けます。最終的に現在の中ちゆう原げんの都を中心に治めていた零れい帝が全すべてを統一しました。これが現在の女帝を中心としたラトルグ国です」

「し、しかしそんな一気に戦国の世から、皆付き従したがうとは思えん」

「はい、諸説ありますが、この時期に北から攻せめ上がってきたタタル族が国家統一に一役買ったというのが一番現実的だと自分は考えています」

「敵が現れたからか？　どうやったのだ？」

「それはですね………」

　途中からユースティナの質問の嵐へと変わっていった。

　自分の意見と言うよりは、本で読んだ事を複合的に見た意見を述のべているだけなのだが、彼女はそれでも興味深そうに聞き耳を立てていた。彼女は最初の試してやろうという雰囲気は霧む散さんし、只管ひたすらクロムの声に耳を傾かたむけては気になると迷わず質問をしてくる。気が付くと、顔合わせどころではない時間が経っていた。

「ユースティナ様。そろそろお時間はよろしいのですか？」

　そこで漸ようやく彼女は我に返ったようにハッと息を呑のんだ。

　外はとっくに日が沈しずみ部屋の中の蝋ろう燭そくには火が燈ともされていた。

　彼女は居住まいを正しながらコホンと小さく息を吐つくと、

「そ、そうだな。今日はこれくらいにしておいてやろう。なかなかクロムも勉強しているではないか」

　と腕を組んでふんぞり返って見せる。そんなユースティナにクロムは丁てい寧ねいに頭こうべを垂たれた。

「お褒めに与あずかり光栄です」

「うむ……してクロム。明日も来るのであろうな？」

　横目でこちらを窺うかがう彼女の様子に、登用試験は合格という事かと理解した。

「皇女がお望みとあらば」

「うん、そうか。わかった。では明日からよろしく頼たのむぞ」

「畏かしこまりました」

　そう言ってその日は退出したのだった。あれ程ほど、反抗的だった皇女も最後の方は聞き入っていた。自分の話など取るに足らない知識の垂れ流しのような物だと思う。

　よく飽きもせず耳を傾かたむけられるものだ。

　それでもその次の日も、その次の日もユースティナはクロムの話を真しん剣けんに聞き、そして気になる事があるとすぐに質問をしてきた。

　彼女の質問は中々良い所を突ついてくる。それは歴史学に於おいても、算術や理学に於おいてもあやふやであったり不明である事についてであった。

「それはまだ、決定的な見解が出されておりません。ただ複合的に他の要素から加味して考えると、僕の考えは……」

　そう言ってクロムはそれに自己解かい釈しやくを付ける事になっていった。それが正しいかどうかわからない。そういう場合には可能性のいくつかを提示するようにしていた。

　だがユースティナはそういった回答にこそ興味を持っているようだった。

「面白いな、クロム。それは面白い。もっと聞かせてくれ」

　そうせっつく彼女に、一日中自己解釈を話さねばならない日もあった。勿もち論ろんこれは確定的な話ではないが、という注釈を入れながら。僅わずか半年足らずの間にも、ユースティナは海綿が水を吸い込むような速度でそれらの知識を吸収していった。

　そしてそれをただ吸収するだけでなく、自分の考えに熟成させる力も持っていた。おそらく平均的な同年代の子女の中でも飛びぬけて賢かしこい人間であろうとクロムは判断できたのだった。

　そんなある日の事である。

「クロム、クロム」

　登城してすぐに、手招きをするユースティナに出くわした。

「なんでしょう？」

　と、問いかけながら彼女の下まで行くと、ユースティナは声を潜ひそめた。

「今日は、外へ行かぬか？」

　突とつ然ぜんのユースティナの進言にクロムは暫しばし返答に窮きゆうした。

　それは自分の一存では勿もち論ろんそんな事は決められる訳がないからだ。

　だが試ためしに、城の者に許可が出るか聞いてみると、思いの外あっさりと許可は下りた。聞く所に拠よると、クロムが教育係になる前のユースティナは勉学の時間になるとすぐに逃げだし、街へと下りて行ってしまう娘むすめであったらしい。

　勿もち論ろんすぐに捜索の兵が出るから、危険な街まで行く前に捕とらえられる。

　その事を考えるなら、護衛が付いた上での城下町見学なら許可が下りるというのである。

　何と言ってもクロムの剣の腕前はカウフマンからのお墨付きだ。護衛としては申し分ないとの判断が下されたのである。ただそこからが大変であった。何しろ皇女のドレスのまま城下町に行くわけにはいかない。よい商家の娘、くらいの装いに仕立て、彼女と共に街に下りた。

「クロムよ。私はな、いつも城の中ばかりで、ほとほと嫌気がさしていたのだ」

「そうなのですか？」

「そうだ。何しろ、せっかく学んでもそれが実を持った姿を見た事がない。物の作りや花の名を知っていても、それを見た事がないのでは、それは学問としては片手落ちだとは思わないか？」

　その言葉はどこかチクリと刺さるものがあった。

　学問ばかりでそれが実を伴ともなわないという事の最たる存在とも言えるクロム。

　実地で経験したと言えるものは戦争くらいである。それ以外の事に関しては、ほとんど経験を持ち合わせていない。その自覚があるからこそ、ユースティナの提案にはついて行くべきであると判断した。

　下町にまでやって来ると、彼女は物もの珍めずらしそうに目を輝かせた。

　戦時下ながらも国内の物流は止まっていなかった事が幸いしていた。決して豊富とはいえないまでも、人々が倹つましく暮らすに十分な物の流れが街の中には見えた。

「なあクロムよ、あれ、あれ！」

　そう言って彼女が指をさしたのは雑貨屋に吊つり下がっている玩具であった。木彫りで造られた人形である。

「欲ほしいのですか？」

「興味がある」

　逃げ口上である、という事はクロムにもなんとなくわかった。

　素す直なおに欲しいと言えばいいのに、どうして隠すのか、その意図までは汲くみ取れない。

「見るのは結構です」

「買ってはダメか？」

　恨めしげにこちらをチラチラと見るユースティナに、クロムは少し考えこう提案した。

「ではこうしましょう」

　そう言うとクロムは懐ふところから銀貨を一枚取り出す。

「これをお渡わたししておきます」

「うむ」

「これは貴族であれば一食分の価値があります」

「なんと、一食分しかないのか？」

「しかし地方の農村では家族五人が一月食べていくだけの価値があります」

「………む、そうか……貨幣価値が違ちがうのだな」

　すぐにそんな言葉に辿たどり着くことが出来る彼女の聡そう明めいさは中々のものだ。

「貴族階級、騎き士し階級、町民階級、農民階級、その他含め、街の店はそれぞれの客層を持っています。シオニア近海で獲れた同じ魚でも、町民が買い求める値段と貴族に出される値段ではその価値は全く変わってきます」

「同じ魚なのにか？」

「貨幣価値が違うのです。だからユースティナ様はこの銀貨一枚を持ってどのように使うか、十分にお考えください。これも教育の一いつ環かんとお考えくださってけっこうです」

　するとユースティナは掌てのひらの銀貨に目を落として口くち許もとを尖とがらせた。

「……むぅ、ここまで来て勉強か。まあ、いい。やって見せよう」

「ではどうぞ」

　そう言ってクロムはユースティナに銀貨を差し出した。彼かの女じよはそれを大切そうに握りしめると、雑貨屋まで歩いて行く。

　そして値札を探すように木人形を見回すが、どこにも値札が貼られていない。

「クロム、これは幾いくらなのだろう？」

　そう彼女が問うたと同時に中から店の男が出てくる。

　一目で、彼女が金持ちであると判断したのか、彼は満面の笑えみを浮うかべて、

「それは銅貨で２００になります」

　と言ってきた。ユースティナにはそれが高いのか安いのか判断が付かない様子だ。

　彼女は一いつ瞬しゆん、クロムに助けを求めるようにチラリと視線を寄よ越こすが、クロムはいつもと変わらぬ無表情で返した。

　助けるつもりはなかった。彼女がそれに如い何かな価値を見み出いだすか、それが重要である。

「…………うむ、銅貨で２００か……しかし私は銀貨を一枚しか持っておらぬ。そしてこれが最初の買い物なのだ。ここで散財しすぎるのは少し考え物なので、少し思案させてくれ」

「あ、左さ様ようでございますか……」

　商人は少し気が抜ぬけたような顔をした。

　だがそこであっさりと引き下がる事もなく、すぐさま商売っ気のある笑顔に戻る。

「それでございましたら、せっかくですので半額の１００でもよろしいですよ」

　と手を揉もんだ。ユースティナは一気に半額までの値下がりをした事に驚おどろき目を輝かせる。

「よ、よいのか!?　そんなに値下げをしてしまっては、其方そなたが損をするのではないのか？」

「いえいえ、せっかく来ていただいたお客様を手ぶらで返すわけには行きません。たとえ損を被こうむっても１００でようございます。是ぜ非ひまたいらしていただければ」

「そ、そうか……では、もらおう」

　そう言ってユースティナは銀貨を差し出し、木人形とお釣りを受け取る。お釣りは銅貨９００枚となってしまい、ユースティナの腰こしに下げた財布が一気に重くなった。

　それでも彼女は満足そうに、

「すまぬな主人。きっとまた来るぞ」

　と言うと店主も愛あい想そのよい笑顔で、

「はい、是ぜ非ひまたいらっしゃいませ」

　と送り出してくれた。そんなユースティナは大変満足そうな笑顔で、

「クロムよ、なんだか店主に悪い事をしてしまったな」

　と言った。この満足そうな彼女に水を差すのは良い事ではない、というのはわかる。

　だが、これは教育の一いつ環かんであるのでここは顧かえりみず種を明かすことにした。

「店主に対しユースティナ様は何一つ悪い事はしていませんよ」

「し、しかし半額だぞ？　これでは店主に儲もうけが……」

　言いかけたユースティナはそこでハッと気が付いたように目を見開いた。

　どうやら気付いたようである。

「………まさか、謀たばかられたのか？」

「謀られたというよりは吹っ掛かけられたと言った方が正しいでしょう」

「そ、そんな……」

　今買ったばかりの人形を震える両手で持ちながら視線を落とす。

「……………クロムよ」

「はい」

「……正直に教えてくれ。これは本来いくらくらいの物なのだ？」

　どうやら吹っ掛けられた悔しさよりも、探求心が勝ったようだ。

　ここでフテくされてしまうような皇女ではなかった。

　なのでクロムも包み隠さずに話すことにする。

「正しい値段はわかりませんが、それら工芸品は農民などが冬などの休きゆう耕こう期きに作る物で原材料のお金は殆ほとんどかかっておりません。それを卸おろし問どん屋やなどの仲介が約銅貨２枚から４枚程ほどの値段で買い取り店に卸します。最終的にはどんなに高くても銅貨で13枚程でしょうか」

「は、８倍の値段で買ったのか!?　私は!?」

「そうですね。店主は丸儲けです」

「うぐぐ！」

　悔くやしそうにユースティナは今買ったばかりの木人形を両手で強く掴つかんだ。勉強には必ずお代がいる。彼女の立場なら将来国家を傾かたむかせるような勉強代を強いられる事もあるだろう。それを考えれば、この年ねん齢れいで教えてもらえたのは僥ぎよう倖こうかもしれない。

「物の値段を知る為ためにはどこでどのように作られ、どこを通して店に並んでいるのか知らねばなりません。そしてそれが適正な価格で売られているかどうか、買う側もしっかりと判断せねばならないのです。無知は時として金銭の流れのバランスを崩くずします。国民であろうとも皇族であろうとも、無知である事の危険性はそこにあります。物流と値段のバランスが崩れると国が傾かたむいてしまうのは遠い昔から変わりませんので」

「うむ、よくわかった……」

　しょぼんと肩かたを落とす彼女にどういった言葉をかけるべきか、クロムは知らない。

　ただ彼女に追つい従じゆうすることしかできないのである。仕方なくそのまま、二人は海かい浜ひん地区の方向へと足を運んだ。

　ずっと肩を落として歩いていたユースティナだったが、途中からは吹っ切れたのか、いつもの軽快な足取りに戻もどっていた。最初から分かっていたが、改めて逞たくましい皇女だという思いを新たにした。

　そうして海浜地区までやって来ると、ざぁんざんという潮しお騒さいと、磯いその香りが立ち込めた。

　するとユースティナは橋の上から区画の水路を走る小船ゴンドラを見下ろしながら言った。

「クロムよ、実は小船ゴンドラに乗ってみたいのだ」

「ええ、構いませんよ」

「クロムの分も出してやるぞ」

「ありがとうございます」

　そうして小船の船着き場にやって来るとユースティナは果敢にも船漕こぎの男性に声を掛ける。

「すまぬ、乗せて欲しいのだが」

「あいよ、一人銅貨５枚ね」
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「ぬぅ……貴様、フッカケてはいないだろうな？」

　さっき覚えたばかりの言葉を使ってみたい……という訳ではなさそうだ。

　疑心暗鬼になっている。すると船乗りはへらへらと笑って返す。

「なんだ嬢ちゃん？　物を知らねえな」

「ぬ？」

「小船ゴンドラは一いち律りつ、銅貨５枚って国の法律で決まってんだよ。何しろ、クセルクセス皇家の専売だからな小船ゴンドラは」

　そう言われて、彼女もその事実を思い出したのかスカートの裾すそを両手で掴つかんで俯うつむいて顔を真っ赤にした。さっきの今だ。疑うたぐる事を覚えた矢先で、実は疑う理由もなかった事に気付いたのだ。

　ユースティナはクロムの分と合わせて10枚の銅貨を払って小船に乗せてもらう。

　その間、彼女は口を利こうとはしなかった。

　ちょうど時刻は昼時。飲食店からも民家からも昼ひる餉げのにおいが漂ってくる。

「……お腹が空いたな」

「そうですね。外洋の波は止と場ばにはおいしい店が多いと聞きます。行ってみますか？」

「本当か？　どんな店だ？」

　先さき程ほどまでのぶう垂たれた気持ちが一瞬で吹ふき飛んだのか、嬉き々きとして目を輝かせる。

　クロムも実際には行った事はないので、暗記している皇都内の検地地図と聞きかじった情報を加味した内容しか話す事は出来ない。それでも彼女は嬉うれしそうに、それを聞いては、その都つ度ど声を上げて楽しんでいる様子だった。

　ふとそんな皇女の楽しそうな横顔を見つめながら、今まで日常となっていた戦場の風景を思い出した。

　どうして急に思い出したのだろうか。

　そもそもクロムは何かを突然思い出すような事はない。必要な時に必要な情報をしまってある場所から順次引き出してくるだけだ。だから思いがけず、突然過去の事が頭に浮かぶと困惑する。

　しかも思い出した戦場の姿がいつの戦場だったのかもわからなかった。

　アレンビアやアズス、ロッコたち小隊の人々の顔が浮かんだ。

　これはいつの事だったのかな……。

　それがいつの光景だったのか、何をしていた時の光景なのか、クロムにはどうしても思い出すことが出来なかった。

　そうして日も傾かたむき始めた頃ころ合あい。皇女を城に送り届ける為ために、帰路を急いだ。普ふ段だん、ここまで歩く事のないユースティナは途と中ちゆうで靴くつ擦ずれを作ってしまい、クロムが彼女をおぶっていく事となった。最初の内は恥はずかしがっていた皇女であったが、事実歩く事が出来ない靴擦れの痛みに、渋々クロムの背に乗る事を了りよう承しようした。

　城まで戻ってきた時には日も殆ほとんど落ちかけていた。




　それは皇女をエスコートして街に下りた次の日の事だった。

　今日も登城し、いつものように教材を手にユースティナの下へ行く。

　すると彼女はクロムを待ち構えていたらしく、部屋に入るや早々に、

「昨日は大たい儀ぎであったな」

　と満足げな顔をする。

「いえ、自分は一いつ緒しよについて回っただけに過ぎません」

　殊しゆ勝しような返事をするとユースティナは、うんうんと小さな顔を頷うなずかせる。

「クロムは人に教えるのがうまい。今までの教育係とは一線を画す程ほどだ。それは賞賛に値するぞ」

「姫が勉学に対し大いに好こう奇き心しんを抱いだいているからこそだと思います」

「それだけではあるまい。それにクロムは戦場でも多くの戦果を挙げたと聞いているぞ」

「僕ぼくは何もしていません」

「謙けん遜そんするな。クロムよ、戦場とは如い何かなるところなのだ？　クロムは今までどんな事をしてきたのだ？　教えてはくれないか？」

「構いませんが、皇女には退屈な話かと思いますが……」

　するとユースティナは口をへの字にする。

「退屈かどうかは私が決める！」

　言われてみれば道理である。

　皇女だから戦場の事を聞いても退屈である、というのは先入観のような物だ。

「では……」

　そう言って話し始めたのは、クロムが従軍してから見てきたカウフマンの戦術についてだった。リジア軍がどのように攻めて来て、それにカウフマンがどう対処したのか。

　そんな話にユースティナは、

「その時、クロムはどうしていたのだ？」

　と、何な故ぜかクロムの事を聞いてくる。目の前の人間がどうしていたのかを聞いた方が感情移入がしやすいのだろうか？

　アレンビア小隊の傭よう兵へいたちに物語を読んで聞かせた時の事を思い出しながら、クロムは自分がどんな意見を言ったのか、それに対しカウフマンがどう取しゆ捨しや選せん択たくし、敵と対たい峙じしたのか語っていく。

　それでも戯げ作さく者しやのように雄ゆう弁べんな言葉を選び出す事は出来ない。

　自分にはそう言った創作的才能はないのだと改めて自覚した。

　それでもユースティナは目をキラキラさせながら、それら遠くで起こった事こと柄がらに耳を傾かたむけていた。大方話し終わると彼女はすっくと立ち上がり、

「やはりクロムは噂うわさ通りなのだな」

　と言った。どんな噂か知らぬクロムは首を傾かしげる。

「何な故ぜそこまでの功績がありながら、今まで恩賞に与らなかったのだ？」

「自分一人で挙げた戦果ではありません。当然です」

　あの戦果を挙げたのはアレンビア小隊だ。自分はそこで意見を出していただけだ。

「何より僕は軍人ではありませんので評価対象からは外れます」

　国が戦場で活躍した者に対し用意している恩賞は階級かまたは金銭、土地など様々だが、それらは全て軍人としての階級を加味して決められる。

　同じ戦果でも千人長と師団長では与えられる物が違う。

　あくまで階級に照らし合わせて行われるのだ。

　だから今までクロムがこれと言った恩賞や勲くん章しようを与えられなかったのは、偏ひとえに兵士ではないため、という一言に尽つきる。

　だがユースティナは納なつ得とくがいかなかったのか、腕うでを組んで難しい顔をする。

「ううむ……私はそういう恩賞制度はどうかと思っている。働いた者が、その働きに応じて周りから賞賛されるべきなのだ」

　中々斬ざん新しんな発想ではあるな、とクロムは興味深く思った。

　その人間の仕事そのものを評価する体制は、評価基準をどう制定するかが一番難しい。

　簡単な事ではないのだ。

　だが彼女が言う通りの評価体制が確立されれば、その人間が持ち合わせる力を存分に発揮できる世の中になるだろう。

　身分や階級に左右されない世の中だ。

「ですが皇女。そう言った評価が出来る世の中には大きな弱点もございます。誰だれにでも評価の機会が与えられる代わりに、多くの落らく伍ご者しやも出す事になります」

「それは努力をすれば……」

「全員に機会が与えられるのです。努力ではどうにもならない新たな身分が形成されます。それは現在の身分社会よりも多くの貧民や困こん窮きゆう者を出す事にも繋つながります」

「な、何な故ぜなのだ？」

「現在の身分の縛しばりに生かされている人間もいるという事です。誰もが才気あふれる人間であればそのような社会も成立するでしょう。しかし全ての人間に才がある訳ではなく、また全ての人間に意欲がある訳ではありません。そう言った場合、身分の括くくりによって仕事が得られ、生かされている人間も多いのです」

　それでもユースティナはまだ納得いかないように眉み間けんに皺しわを寄せ、

「でも、クロムはたくさん戦果を挙げたのだ！　私はそれをちゃんと評価したいのだ！」

　と子供らしい我わが儘ままのように言った。クロムは深く頭こうべを垂たれて傅かしずく。

「そのお言葉だけで十分でございます」

「私は嫌いやだ！　私はクロムに褒ほう美びを与あたえる！」

　どうやら意固地になっているようだ。中々頑固だとは思っていたが、想像以上のようだ。

「クロム。私に出来ることで、主は何かして欲しい事はないか？　欲しいものはないのか？」

　さて何かあるだろうか？　必要最低限の物さえあればそれで事足りるクロムにとって、何かを欲ほつするという感情に今一つ実感が湧かない。

「私に出来る範はん囲いだぞ。土地とか勲章は私には無理だが、何かないのか？」

　そしてクロムはある事を思い出した。

「では、一つお願いしたいことが」

「なんだ？」

　ユースティナはパッと顔を明るくして、クロムの要求に耳を傾かたむけたのだった。




　数日後、クロムはユースティナの紹介で皇国直ちよつ轄かつの工房へと赴おもむく事になった。

　グラウスタンディア全国から集められた数百人の鍛冶かじに精通した技師たちが日夜武具を製造する工房である。ここで造られた物は海を渡り戦線へと送られる。

　工房の中はむせ返るような熱気に満ちていた。責任者に来意を伝えると、クロムの下に一人の鍛冶職人がやって来る。大おお柄がらで筋肉質な中年男性は、やって来るや否いなやクロムの腰に差した山やま刀がたなに目を付けた。

「へえ、おもしれえもん腰に下げてやがんな」

　山刀は本来的に戦争に使う武器とは性質が異なる。山での生活の利便性に長たけた刀剣で、干かん戈かを交える為ための物ではない。彼かれはその事を言っているのだろう。

「そりゃ山の民の道具だろ。そんなもんを街中でぶら下げているなんて初めて見たからよ」

「山の民をご存じで？」

「おうよ。俺おれの工房が山ん中の鉱山に近い所にあるから、山の民もたまに来るのよ」

「ではあなたが……」

「おう、申し遅れた。姓せいはマッカラン、名はウルと申しやす」

　言いながら腰を落とし口調を改めると、

「ラヴァダ領より山深く、中に踏ふみ入り五里り三町ちよう。開けた里にて、火と鉄に、塗まみれ槌つち振る鍛冶職人。人呼んで鍛冶屋マッカランと発はつしやす」

　芝しば居いがかった調子で名乗りを上げるウル・マッカラン。

「あのマッカランさん。山刀をご存じという事は、打ったことも？」

「そりゃ当然。用途、身体に合わせて丁てい寧ねいに打つのが俺の信条よ」

「そうですか。実はもう聞いてらっしゃると思いますが、お願いしたい物がありまして」

　そう言ってクロムは腰に差した山刀を半分だけ抜いて刀身をウルに見せた。それは数え切れぬ戦いを熟こなしてきた刀剣らしく、ボロボロになりいつ折れてしまってもおかしくない様相だった。

「へぇ、こいつは幸せな刀だ。ここまでしっかり使いこんで貰もらえるとはね」

「形見のような物だったので、なかなか新しい物に、とはならなかったんです」

「なるほど……形見ね」

　ウルは急に親身な声こわ色いろになって山刀を見つめ、

「そういうことなら、しっかり仕事させてもらいましょう。しかしこいつは……」

　そう言いながらウルは山刀を引き抜き、全体を検分するように見定める。

「人を斬る道具に使ってきたんだな。そうじゃなきゃ、山刀にこういう傷はつかねえ」

「はい、使い慣なれた山刀を戦場でも使用してきました」

「まあ、本来的に切った張ったの為ための道具じゃないからな。それに打ち直すと少し山の生活じゃ使い辛づらくなるかもしれねえぜ」

「それで構いません。当面山の民たみとして生活するつもりはありませんので」

　当面――と言ったのは深く事情を聞かれない為ためだった。

　クロム自身はもう永遠に山に帰ろうという気はなかったのだから。

　そう言いながらもウルは金かな槌づちで刀身を叩たたき、音を確かめるように耳をそばだてる。

「いい鉄だ。東の産地のもんだな。余計な事をせずに叩き直すだけで十分に使い物になる」

「できれば武器としての機能を重視してもらえればありがたいです」

「あいよ。そういう事なら、注文通りに仕上げるさ。調整もあるから五日後に取りに来てくんな」

　快活に言うウル・マッカランに山刀を預あずけた。約束通りの日に取りに行くと彼は笑え顔がおで出来上がった山刀を受け渡してくれた。

　叩き直された刀身は以前より薄うすく頑がん健けんになっていた。表面も荒々しい山刀とは思えない程ほど美しい。

　手に持った重量はほんの僅わずかに軽くなったように感じた。

　ふと脳のう裏りに父や母、そして妹との生活が思い浮かんだ。そしてそれが過去の物になったのだと、手にした物の重みで実感した。

　だが、それなのにクロムの前から妹の亡ぼう霊れいが消える事はなかった。いや、前にも増して、死んでいった者たちがクロムの肩に伸のし掛かっているような気持ちさえした。

　自分のせいで死んで行った者たち。

　自分に力が無い為ために死んでいった者たち。

　クロムはそんな死んでいった者たちに、報むくいる事もうち払う事もできずにいるしかなかった。

　――人が死ぬとは、いったいどういう事だろうか。

　その疑問に答えは出なかった。

　己おのれの心の裡うちにある棘とげの存在はわかっている。

　それがこの亡霊の正体である事も知っている。

　しかし、知る事では亡霊は消えないのだ、という事もわかっていた。




　その日の授業は皇城の中庭で行われた。日中は暖かく時とき折おり吹く風は心地いい。

　ユースティナも部屋の中にいる時よりも快活にしているように見える。

　そうして日が傾かたむきだすと、その日の授業を終え、彼女を侍じ女じよに受け渡す。

　クロムは儀礼上、挨あい拶さつをして下がらねばならないので、ユースティナの召めし替かえが終わるのを待つことにした。

　ユースティナが元のドレスに着替え、クロムの前に再び姿を現すと、侍女たちを下がらせた。そして椅い子すに腰かけながら疲れなど感じさせぬ笑顔で、

「日の下でする勉学もよいものだなクロム」

　と声を弾はずませた。

　笑みを湛たたえながらそう言う彼女にクロムは無表情で返した。楽しいのだろうか、とただ思っただけだったからだ。そんなクロムを見つめながら、ユースティナは少し寂さみしげに笑う。

「如何いかがしました？」

「いやな……」

　憂うれいを帯びた瞳ひとみを一度伏ふせると、再びクロムに向けた。

「最近クロムは時とき折おり、寂しそうな顔をする。それが少し気になったのだ」

　自分が寂しそうな？　腑ふに落ちない発言だ。

　何しろ自分は寂しいという思いを終ついぞしていない。

　最後にそう思ったのはいつの事だったか。

　そう思っているクロムに、ユースティナはくすぐったそうに笑った。

「なんだ、おぬしは自覚がないのだな」

　自覚が？　ない？

「クロムはずっとそうだったな。何も感じていない、という顔をしていた。頭ではそう思っているようだった。でもそんな事はない」

「どうして……そう思うのです？」

　聞かずにはいられなかった。

　しかしユースティナはさも当たり前のように返す。

「其方そなたの顔を見ていれば、感情が動いている事くらい容よう易いに読み取れる」

「しかし、僕はこの十年近く、表情を意図的に動かした記き憶おくしかありません」

「そうだな。周りからはきっと朴ぼく念ねん仁じんと思われているに違いないな」

　さも楽しそうにユースティナはそう言った。

「しかしな、それでもクロムの考えている事くらい、私は見ればわかるぞ」

　何な故ぜ、と聞かずにはいられなかった。だが彼女はその問いには答えずこう言った。

「クロムは自分に感情がないと思っているのか？」

　頷うなずくしかなかった。

　何も感じない。あの妹を見る時の不快感以外、何も感じないのだから。

「元には戻らんと思うか？」

「……不可能だと思います」

　はっきりとそう答えた。だがユースティナは確かめるように語気を強めた。

「本当にそう思うか？」

「はい。おそらくは摩ま耗もうし、消滅したと認にん識しきしています」

「そうか」

　するとユースティナは悪戯いたずらっぽい顔をした。

「なあ、クロム。其方そなたは昔私に言ったことを覚えているか？」

　突然話が変わりクロムは、少し拍子抜けした。

「なんですか？」

「私は飢うえや苦しみをなくし、誰も涙なみだを流さなくていい国を作りたいと言った。その時おぬしは、そんな事は不可能だと言ったな」

「はい、たしかに」

「今でもそう思うか？」

　その問いを鼻で笑う事もせず、真ま面じ目めにクロムは考える。

　頭の中にある知識の全すべてを動員し、あらゆる可能性が閃ひらめき、そして辿たどり着く答えはあの時と一緒だった。

「やはり不可能です」

　答えは変わらない。変わったのはユースティナの反応だった。

「やはりそうか」

　そう言って彼女は笑った。ただその笑いは力強かった。クロムの出した答えをバカにするわけでもなく、また落らく胆たんし突き放したわけでもなく、受け入れて、笑った。

「それでは私は、クロムが不可能だと言った事の一つを、覆くつがえして見せよう」

「それはつまり……」

「クロムの感情は消滅などしていない事を証明して見せる」

　不可能ですと口まで出かかって止やめた。言葉より先に疑問が膨ふくらんだのだ。それは彼女の顔に自信を見て取ったからだ。

「私がクロムの不可能を一つ覆くつがえすことが出来たのなら、おぬしが過去に言った不可能を撤回するか？」

　それは当然の方程式だった。彼女が不可能を可能にしたのなら、それはクロムにとって敗北に他ほかならない。であれば自分の言葉は撤てつ回かいすべきだ。だからクロムはユースティナに向かって頷うなずき返した。すると彼女は満足そうに腕を組む。

「そこで先ほどの話に戻るのだ。其方そなたの顔には寂しいと書いてある」

　そんな筈はずはない。全て覚えている。

　一挙手一投足に至いたるまで、自分の記憶を引き出すことが出来る。その中に自分の感情に合わせて表情を動かした記憶はない。少なくとも、ユースティナの前に於おいては。

　しかし彼女はまたクロムに向かってこう言った。

「そんな顔をするな」

「どんな顔ですか？」

「信じられない、と驚く顔だな？　クロムは自分で思っている以上に表情豊かだ。私は知っている。感情を失ったと思っている事も、それが勘かん違ちがいである事も」

　彼女の言葉に乱れはなかった。確信を持った響ひびき。

「何より……」

　わかる訳がない。わかるはずがない。そう思ったクロムの心の中に何かが渦巻く。

　これは何だ？

　頭がチリチリと痛んだ。

　目を上げるとそこにはリュリュの姿がある。

　彼女は、13歳さいの姿をしたリュリュは、ただ小さくクロムに向かって微ほほ笑えみかける。

　再びユースティナの唇くちびるが動いた。

「おぬしは、もう受け入れられるはずだ」

　なにを？

「さあ、それが何かは知らぬ。ただ、クロムが何かを抱かかえ、何かに怯おびえている事は私にはわかる」

　そして再びクロムが「何な故ぜ」と同じ問いを返すと彼女はまた破は顔がんした。

「ずっと其方そなたの事を考えていたのだ。それくらいわかる」

「ずっと？」

「そうだ。悔しくて悔しくて、毎日クロムの事を考えていた。其方そなたに会ったあの日から、ずっと考え続けた。其方そなたのあの日の言葉も動きも瞬またたきすらも、何度も思い返した。だからわかった。クロムの心のしこりが、感情を固くしているのだと。心がなくなったのではない。ただ固く閉ざされているだけなのだと。それがわかったのだ」

　一つ息を吐つき、ユースティナはただやさしく笑った。

「だから……話してくれ。其方そなたが今まで誰にも語ろうとしなかった事を。話したくないと思っていた事を」

　そしてユースティナは口を閉じた。

　クロムの言葉を待つように、静かに待った。

　自分の過去と向き合うのを、見守るように。

　唇くちびるが震ふるえた。

　リュリュの顔を見る。頭の痛み。

　チリチリと突つき刺さすように、でも、今はそれ程ほど痛いと思わなかった。

　リュリュの亡霊は、小さくクロムに頷うなずきかけた。

　お兄ちゃん、お話して――そう言っているかのように。

　カウフマンにも、アレンビアにも誰にも話すことなく今日まで来た。

　話す必要などなかった。いや………きっと話したくなかった。それはあの辛つらい出来事と向き合わねばならないから。そう思い心を焦がす事を避さけていた。

　しかしユースティナはやさしい笑みを浮かべたまま、クロムが話し出すまで待つかのように静かに佇たたずんでいた。

「――――僕は……ジャレットと呼ばれる山の中で生まれ……そこで両親と妹と暮らしていました……」

　不思議だった。

　言葉はゆっくりとだが、実を伴ともなって口から飛び出しているようだった。どの結論に向かって話しているのかはわからない。それなのにクロムの口は語っていた。

　己の生まれた山の事。

　重ねる月日と移り変わる季節の中の家族との生活。

　疎そ斥せき衆しゆうと呼ばれる差別的な地位を始めとした山の掟おきて。

　――そして、

「７歳のある日、家族を失いました。一人は、鳥に食われました。鳥が……鳥が、死体に群がっていくんです……」

　初めて……あの日から数えて八年。

　頭の中に鮮烈にこびり付き、忘れようとしても忘れられず、そして口に出そうともしなかったあの日の出来事。

「その日を境さかいに亡霊が現れました。いつも僕の目の前には死んだ家族の亡霊がいるのです。それがどうしたら消えるのかを知る為ために、書しよ籍せきを読み漁あさりました。しかし彼女は消えてくれません。どんなに願っても消えてくれません。今日まで……」

　どうして消えてくれないのか。幾いく度どもそう思った。

　思ったが決して口にはしなかった。

　――何な故ぜ？

　理由など――否いな。

　わかっていた筈はずだ。理由はあった。

「クロム――」

　やさしい声だった。ユースティナの慈愛に満ちた瞳がクロムを射抜く。

「その亡霊に、おぬしは本当に消えて欲ほしかったのか？」

　問われたクロムはリュリュの姿を見た。頭が痛んだ。しかし目を逸そらしはしなかった。彼かの女じよはクロムを見つめ小さく微笑む。いつもそうしてきたように。彼女はただ微笑み、クロムを見つめ返していた。この痛みの正体が見えそうだった。いや、もうとっくにわかっていたのだ。

「―――………っ」

　だが言葉は喉のどの奥おくで詰まり、出てくる事を拒こばむ。

　息が止まりそうになった。まるで水の中に落とされたように呼吸が出来なかった。

「……クロム」

　そんなクロムの手を小さなユースティナの掌てのひらがやさしく包む。

　温かい彼女の体温が伝わって来る。助け起こされたかのように、クロムは浅く呼吸をした。そして、漸ようやく――彼女の手に救われるようにして、漸ようやくその言葉がクロムの口から出た。

「消えて……欲しくなかった」

　その答えにユースティナがこくりと頷うなずき返した。

　口にはしなかったのだ。

　口にしたくなかったのだ。

　身体が拒きよ否ひしていた。

　リュリュと別れる事を。

　リュリュが……自分の大切な人たちがいなくなってしまった事を。

　その人たちをとても、とても大切に思っていたから。

　それでも死した者とはいつか別れねばならない。自分が、家族を、そして消えて行った多くの人々を送ってやらねばならない。

　ではどうすべきか――。

「クロムにはもう解わかっておる。どうしたら人の死を受け入れられるか」

　そう、知っている。もうとっくにわかっていた。だから――。

「僕は……」

　クロムは口にしていた。

　生きてきた全てを。

　今日に至るまでの全てを。

　結論が出なかった事を。

　どうして家族が犠牲になったのか。

　どうして家族が鳥たちに食われたのか。

　どうして自分には家族の亡霊が見えるのか。

　結論が出ないから、口に出さない――そう思っていた。

　否いな。

　口に出したら、結論が出てしまうから出さなかったのだ。

　終わらせたくなかった。その思いはクロムの感情だった。

　本当は自分のそばにリュリュがいたんじゃない。

　自分がずっとリュリュのそばから離はなれられなかったのだ。

　あの日からずっと、クロムはあの場所にいた。

　妹のリュリュと。ずっとずっと山の頂いただきで立ち竦すくんだまま、どこにも行けず、そして今日まで生きてきた。身体は皇都にいるのに、心は今もあの山の中にいる。リュリュの死体に寄り添そって、今もあの場所で泣いている。

　涙が零こぼれた。

　両親が死んだ時に出なかった涙が。

　リュリュが死んだときに出なかった涙が。

　アレンビアたちが死んだときに出なかった涙が。

　漸ようやく、今、あの悲しみと出会い、クロムの双そう眸ぼうから溢あふれ出た。

　八年間を語り終えたクロムは、ただ力尽つきたようにその場に膝ひざを折った。

　嗚お咽えつが止まらなかった。

　あまりにもこの八年という月日が大きすぎて、今、この瞬しゆん間かんに全てをどうにか出来るとは思えなかった。

　抉えぐられるような悲しみも、憤いきどおりに燃える怒いかりも、やさしく諭さとす師の労いたわりも、仲間と呼べる者たちと過ごした日々も、そして彼らとの別れも――全てがこの瞬間、堰せきを切って溢あふれ出し、クロムは溺おぼれそうなほどに苦しんだ。

　感情とはこんなにも苦しく、辛いものなのか。

　改めてそう実感し、そのあまりの大きさに慟どう哭こくした。

　己おのれの非力さに胸の奥が痛み、きりきりと締め付けられた。

　どうして自分ばかりが、こうして生きているのかと思った。

　許されようのない罪を背負っているのだ、という気持ちが溢れだす。

　息をする事にすら苦しみを覚える罪の意識。

　それがクロムの全てだった。

　抱えきれぬ思いを、感情を押おし殺す事でどうにか生きてきたクロムの全て。

　どれ程ほど、知識を詰つめ込もうとも、答えなど出す事は出来ない。

　贖あがないきれぬ罪を背負った者に、答えを出す権利などない。

　それがわかっていたからこそ、人の心を理解できなかった。

　いや……理解することを拒こばんだ。

「僕のせいで……僕に力がないばかりに……たくさんの人が死んでしまった……」

　自分は弱い。なにも出来ず、そして大切な人たちを誰一人守り切る事が出来なかった。

「みんな……みんな……守れなかった……何もできない僕を……生かす為ために……みんな死んでいってしまった……」

　弱い、何もできない自分を、父も母も妹もアレンビア達も、みなこの非力な自分を生かそうと死んでいった。

　クロムの心を締め付ける贖しよく罪ざいの意識。今ここに生きているという、重くのしかかった罪の十字架。その苦しさに耐えられず、ただ項うな垂だれる。

　そんな震えるクロムにユースティナは呟つぶやくように言う。

「そうか……クロム。其方そなたは幾いくつもの苦難の中で今日まで生きて来たのだな」

　そんなユースティナはクロムの首にその細い腕を回し、やさしく抱きしめた。

　涙に溺おぼれ感情に張り裂けそうになっていたクロムに、彼女は太陽のように微笑んで語りかける。

「……クロムよ……よく今まで生きていてくれた。よく生きて私と出会ってくれた。ありがとう」

　それがユースティナが導き出した結論だった。

　結論の出ないこの贖罪の話に、彼女が、彼女だけが出せる気持ちをクロムに与えた。

　それはクロムという人間の肯こう定てい。

　力なく家族を守れなかった。

　妹も守れなかった。

　仲間も守れなかった。

　そんな非力なクロムを彼女は肯定し、生きている事を賞賛した。

　その温かさは、感情の渦に飲み込まれ冷え切ったクロムの心を温かく包み込む。

　幸福という言葉をクロムはとうに忘れていた。

　二度と思い出すことのできない感覚であるとすら思っていた。

　だが彼女に生きる事を許されたクロムは、間ま違ちがいなく、これを幸福であると感じたのだった。

　そんなクロムの顔をジッと見つめていた瞳がある。その瞳とクロムの視線が合う。

　頭の痛みはなかった。

　彼女は今までそうしてきたように、微笑んでいた。

　でもその微笑みは今までの、どこか悲しそうな物とは違って見えた。

　彼女は安心したように笑い、小さく口を開く。声は聞こえない。

　だがその口は、はっきりと、

　――ばいばい、おにいちゃん。

　と動いた。だから心の中でクロムも返した。

　――ばいばい、リュリュ。




　次の日、クロムは目を腫はらして登城する事になってしまった。

　そんな姿を見た事のない城の者たちは、いったいどうした事かと口々に噂をし合った。だがクロム自身はそんな事を気にする様子もない。いつも通りの時間にユースティナの部屋までやって来ると、彼女もいつもと変わらない様子でクロムを迎むかえた。

　挨あい拶さつを交かわすとユースティナは少しはにかんで、得意げな顔をする。

「クロムよ」

「はい」

「昨日の約束を覚えておるか？」

「はい」

「不可能を一つ可能にした」

「はい」

「だからもう一つの不可能も可能だとは思わぬか？」

「はい」

　その返答にユースティナは満足気に頷うなずく。

「だがこれは決して私一人では叶かなわぬ。だからクロム、共にこの世界から飢えや苦しみを無くすのを手伝ってくれるか？」

　クロムは顔を上げた。そして彼女の瞳を真っ直すぐに見つめ返し、そしてもう一度「はい」と答えた。彼女は嬉うれしそうに目を輝かせはにかんだ。

　そして部屋の中を少し歩き回り、それからクロムに向き直る。

「グラウスタンディアは長きにわたりリジアとの戦いを繰くり返して、国そのものが疲ひ弊へいしている。だから手始めに、このリジア戦せん役えきを終わらそう」

　そう提案した彼女にクロムは迷わず、

「畏かしこまりました」

　と言うと、立ち上がり彼女の前まで歩いていく。

「それでも僕とユースティナ様だけでは力が足りません。人を集めましょう」

「出来るか？」

「僕ぼくはあなたの理想を現実にする為ため、全てを賭かけ尽じん力りよくします」

　そう言ったクロムは、小さく、だが確実に彼女に向かって笑いかけた。

　それは八年ぶりに浮うかぶ、彼の笑顔だった。
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序章　精霊の森の満開の下







　第一次リジア戦役と後に呼ばれるこの戦いは、リジア側からの停戦申し入れで９年にも渡る長い戦いに終止符を打った。

　最後の一年に於おけるグラウスタンディアの快かい進しん撃げきは、それまでとは異なり徹てつ底ていした情報戦が繰り返され、リジア側の持つ各都市を陥かん落らくさせるに至った。

　その手が間もなくリジアの守りの要かなめバハマ湖、そしてゾラ港へと伸びる矢先の事である。

　これ以上の損失を被こうむる前に、リジアはフルクロ港の譲渡と多額の賠償金を支払う事を了りよう承しようした。その賠償金の内訳は、グラウスタンディアの陥落させた小都市をリジアに戻もどす、という事を暗に示していた。

　グラウスタンディアにとっても不毛の土地が多いリジアに於おいて、それらの小都市よりも賠償金を手にする方が得と考えたのか、その申し入れを受け入れた。

　その裏にユースティナを始めとした皇国七聖の存在があったことは有名であった。しかしその皇国七聖が一体何者なのか、それを知る者はあまりに少ない。

　そんな終戦宣言が為なされた夜の事だ。

　戦場は明日からの帰き途とに向けて身体を休めたり、酒を飲んだりする者たちの笑い声であふれかえっていた。ユースティナはその一角、皇国七聖と呼ばれた者たちと焚たき火びを囲む。リジア戦役を終えた今、ユースティナを含ふくめたこの八人にとっては最後の夜となるだろう。皆みな口々に思い出話に花を咲かせ、今後を語っていた。

　クロムはそんな彼らの声に耳を傾かたむけては、ただぼんやりとカウフマンから借り受けた書籍に目を落とした。それはいつもと変わらない事だった。既すでに幾いく度ども読み返し、全ての内容は頭に入っている。だがそんな事はどうでもよかった。文字を追って行くたびに、いろいろな事を思い出す。

　あの日、クロムが読み聞かせた物語をゆっくりと思い出す。

　アレンビア小隊のみんなが笑い転げていた所で微笑んだ。

　邪じや魔まをする貴族に怒った。

　恋こいをする二人の幸せを願った。

　別れに涙を浮かべた。

　読み終り、書を閉じる。

　耳の奥で幾つもの声が聞こえた。




『面おも白しろかったな』

『いい話だった』

『あたしゃねえ、あの貴族だけは……』




　みんなの声だ。

　アレンビア小隊の者たちが笑い物語の事を語り合った、あの時の――。

　思わず顔を上げ、声の方に視線を向けた。

　一いつ瞬しゆん、クロムの瞳にはアレンビア小隊のみんなの姿が映ったような気がした。

　楽しそうに笑い、語り合い、酒を飲む、幾いくつもの瞬間が見えた気がした。

　その記憶の光景は、共に戦ったユースティナたちに重なって消えた。

「クロムよ」

　自分の名を呼ばれ、クロムは我に返る。皇女が少し拗すねたような顔をしながらこちらに視線を寄よ越こす。彼女には全てばれているだろうか？

　彼女の教育係としての一年、そして戦場での一年はクロムにとって大きな変化をもたらした。今まで決して口にした事はなかった冗じよう談だんを言い、時に憎まれ口も叩いた。

　そんなクロムとユースティナの姿を、カウフマンが驚おどろきと興味を露あらわにして遠くから見ていたのを覚えている。だがカウフマンはクロムに多くを問わなかった。嘗かつて彼かれが自みずから言っていたように、縁えんがクロムを変えたのだと、そう理解したのだろう。

　そんな皇女は小さな手をモジモジとさせ、上目づかいにクロムを見上げる。

「クロムはどうするのだ？　その……あれか？　以前と変わらずカウフマンの所に下宿するのか？」

　クロムは皇女に軽口で返そうかと思った。

　アレンビアがよくクロムにしていた、小バカにしながらも不快感のない軽口。

　この一年で、そういう言葉のやり取りがすっかり板についた。

　たぶんもうマネではなく、クロムそのものの言葉になってしまった。

　アレンビアや、多くの人々がクロムの中にしっかりと宿っていた。

　だが今は、その言葉を引っ込めた。

　今後をどうすべきか既すでに決めていたからだ。

　山へ帰ろうと思っていたのだ。少しゆっくりと考えたかった。両親の事、妹の事、アレンビアたちの事。そして多くの人間と出会い、多くの出来事を経験し、そしてその間にあった事を、ゆっくりともう一度考えてみたい。暫しばし一人で。

　その意志を彼女に伝え、そして約束した。

　再びこの国に戦せん禍かの危機が迫った時には、彼女の下に参さんじる事を。

　そしてこの命の全てを尽つくし、ユースティナを支える事を。




　遠く高い山の頂いただきは既すでに雪を冠かんしているようだ。

　ジャレット山ももうすぐ粉雪がパラパラと降りだす頃ころだろうか？

　山道をゆっくり進みながらクロムは白い息を吐はいた。針葉樹以外はすっかり葉を落とし、落葉を踏ふみしめるとパリパリと心地よい音を立てた。

　北から吹いてくる風に雪雲が乗り始めると、山は白銀の世界となってしまう。その前に、冬を越える準備が間に合うだろうか？

　不思議と凍いてつく寒さへの恐きよう怖ふはなかった。漸ようやく目的の場所に着くと、クロムはゆっくりと息を吐ついた。白い息がキラキラとしながら空気に溶けた。

　ここは嘗かつて家族と共に暮らした場所。父がいて母がいて、そして妹がいた。今はクロムしかいない。その事に対する寂さびしさは感じなかった。漸ようやく家族たちは過去になった。

　だから懐なつかしむ気持ちはあっても、寂しいとは思わなかった。

　この場所で暮らしていた事を思い浮かべながらクロムは冬ごもりの準備をした。鹿しかを一頭、それから兎うさぎを二羽わ仕留めた。射止めた獣けものにクロムは祈るような気持ちになる。

　瞳を閉じてこの動物の親や兄弟に思いを馳はせ、ただ祈った。

　悪くなりやすい臓器類は塩に漬つけたり、腸ちよう詰づめにしたりした。肉は塩を振ふり暫しばし干して、その後に煙を当てて燻くん製せいにする。薪たきぎや炭が欲しかったが、この時期からでは十分に集められるとは思えない。

（それも運だな）

　そう思い、雪が本格的に積もる前に大方の準備を整える事が出来た。十年近く前の生活をクロムは正確に覚えていた。記憶する事が得意になる前の事なのに。

　そうして冬の間、岩屋の中で静かに過ごした。カウフマンからもらった書籍を読み返しながら冬を越し、春を迎え、夏を過ごした。

　いつごろからだろうか？

　クロムの下にその老人が訪ねてくるようになったのは。

　彼はクロムの住む洞穴の近くに現れては日がなぼんやりとしていた。

　疎そせ斥き衆しゆうではない事はすぐにわかった。彼が山の民たみではない事は、その生活感のなさから、なんとなく察したのだ。

「以前どこかでお会いしましたか？」

　老人はクロムの顔を見ると、ほっほと笑った。

「さて、どうかのう」

　惚とぼけているような、それとも本当に覚えていないかのような。そんな様子だった。

　クロムもはっきりと思い出す事は出来なかった。会ったような気がするだけだった。

　老人は頭に掌てのひらを乗せ思い出すような仕草をする。

「おまえさんが山に戻って四年程ほどになるかのう？」

「はい、そうですね。こうして声を発したのも久しぶりです」

「そうかそうか」

　そう言った老人は視線を山やま肌はだに落とす。

　その視線の先には、淡紅色に染まる森が見えた。初めて見るそんな山の姿にクロムが驚きながら言葉を失っていると老人が呟つぶやくように口を開く。

「桜おう桃とう花かの森じゃな」

　名は聞いた事がある。スクルタビアの一部に自生する樹木だ。グラウスタンディアやリジアには自生していない筈はずである。どうしてこんな場所にそんな品種が自生しているのだろうかと、疑問に思っていると、それを察したように老人が口を開いた。

「ウツロじゃ。あれは現世にウツロが降りるときに見せる幻まぼろしじゃよ。異界への扉が開く時に見せる一時の幻が、あの美しい花々なんじゃ」

「異界への扉……ですか」

　その美しさをクロムはただぼんやりと魅み入いられたように見つめていた。

　すると老人は訳知り顔でころころと笑った。

「美しいだろう」

「……はい」

「行ってみたいのか？」

　そう問われて言葉に詰まった。あの美しさのせいか、それとも何かに呼ばれているような気がしたのか。老人の言う通り、クロムにはあの森に行ってみたいという気持ちがあった。それでも、あまりに美しくて、だからこそ怖いとも思っていた。

「行きたいのなら行ってもいいだろう。しかしのう、美しさに魅入られて、我を忘れる事もある。そうしたら、もう戻っては来られぬぞ。何より、あそこは現うつ世しよとは別の世界じゃ」

「別の世界？」

　老人はこくりと頷き返す。

「偽いつわりと真実の境界を渡る世界。幻でもなければ生物でもない虚うつろが棲すまう森。それ故ゆえに関われば、人の世の理ことわりから外れる事にもなる。代わりにおまえさんは、神かみ世よと現うつ世しよの間を渡る理ことわりを手に入れる。この世界の境界の真理を知る覚かく悟ごがあるのなら、行ってみるといい」

　それはもしかしたらクロムが探していた知識の到達点かもしれないと思った。戦いくさの前に現れるというウツロ。それが棲すまう森。ユースティナの抱いだいた理想を実現するには、必要な事だと、クロムには確信めいた物があった。それは直感とも言えたかもしれない。論理的な思考があったとは思えない。必要なのだ。神々と人間の間を渡る理ことわりが。

　老人は森を見ながら、ぼんやりと言った。

「桜はなは散るのが早いぞ」

　そのまま老人の身体は空気の中に消えるように溶けていった。

　そしてクロムはジッと桜桃花の森を見つめる。見つめるうちに、気が付くとその足は動き出していた。引き寄せられるように歩き出した足は、いつの間にか山肌を駆け下り、桜の森へと近づいて行った。遠目に見た時は、単に美しい森だと思っていたが、近くまで来てクロムは考えを改めねばならない衝動にかられた。

　それは桜桃花の森を前に、立ちすくんでしまったからだ。

　桜桃花の森はただ静々と音もなく、風もないのに花弁が舞まい散っている。

　自然が創ったにしてはあまりに美しく、人間が創ったにしてはあまりに完かん璧ぺきな光景だった。それ故ゆえ、思わず足を止めてしまったのだった。この中に入っていけば、帰ってこられないのではないだろうか。そんな不安が過よぎるほどに美しい光景だった。

　それでもクロムは森へと足を踏み入れる。

　花びらが舞い散るその森は、どこまでもどこまでも続いていた。

　昼ひる日ひ中なかにもかかわらず、威勢のいい太陽の気配は感じず、だからといって暗くら闇やみでもない。

　鳥の気配も、虫の騒ざわめきもなく、そこには生き物の息い吹ぶきが存在しない。

　四方から吹き寄せる花弁は八方へと抜ける。

　舞い落ちる花弁は、柔らかな風に巻き上げられ再び宙を舞う。

　そんな舞い散る花びらの真ん中にいると、自分はいったいどこに立っているのかわからなくなる。まるでこの世からすべての生物が死滅し、己おのれひとりが取り残されてしまったような孤独に苛さいなまれる。

　山の中にひとりで暮らしていても感じなかった孤独が、この森の中にあった。

　僅わずかに聞こえる花弁の舞う音は、静せい寂じやくよりも静かだった。

　この静けさをどこかで経験している。そう思ったが、舞い散る花に圧倒されて、クロムは思い出す事が出来なかった。

『静寂』という音は、はっきりと耳の奥に残る。

　いったいどこから聞こえてくるのかわからないその音に、クロムは遠近感がおかしくなり、足元は酩めい酊ていしたかのように覚おぼ束つかない。そんな不安定な様子でクロムは只ただひたすらに桜の森を彷徨さまよった。

　自分が前進していることを自覚しながらも、それはどこか死の淵ふちへと落ちていくような気持ちになる美しさ。痛みや苦しみから解放され、死んでいくものへ送られる静せい謐ひつさのように感じた。

　そうしてどれほど歩いたか判わからなくなったころ――頭がぼんやりとして何も考えられなくなったころ、森の奥にひとりの人間の影かげを見つけた。

　もしこの時、クロムが人の影を見つけられなかったら、きっと頭がおかしくなってそのままこの森の中を彷徨さまよい続けていたに違いない。

　だからクロムは縋すがるような気持ちで、その人影を追った。

　人影を追う事こそが、正気を保つ唯ゆい一いつの手段であるかのように、必死になった。

　だがその姿がはっきりするにつれ、クロムは目を疑った。

（……いや、そんな筈はずはない）

　頭の中で反はん駁ばくする思いを抱いだきながら、しかし身体はその人影に吸い寄せられていく。

　もう会うことなどないと思っていた人物。

　クロムはその名を呼んだ。

「……リュリュ」

　呼びかけに気が付いた人影は、くるりとこちらを振り向くと、ぼんやりと空洞のような瞳ひとみでクロムを覗のぞき込んだ。

　首を傾かしげながら、こちらの反応を待つ少女にクロムは口を噤つぐんだ。

　――違う、リュリュじゃない。

　姿と形は、あの時、クロムの前から姿を消した彼女だった。13歳まで育ち続けた亡ぼう霊れいそのままの姿。だが彼女を目の前にして確信的にそれは違うと悟さとった。

　彼女には魂たましいがない――それがはっきりとわかる。

　それがウツロ。

　神々と生物の中間にいる魂を持たぬ生き物。

　彼女はゆっくりとクロムの胸に手を当てる。その掌てのひらからはクロムが知り得る筈はずもない光景が頭の中に直接流し込まれてくる。静かで冷え冷えとした情報が渦うず巻まいていく。その代わりとでもいうように、クロムの魂が彼女の中に吸い込まれて行くのを感じた。

　いや違う。

　クロムの魂が彼女の虚うろと混じり合い融和していく。生と死を共有していく。
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　この瞬間、クロムの中で人としての箍たがが外れた。




　そして自分が為なすべき事を、為なさねばならない事を理解し、深く深く息を吐ついた。

　この日――クロムの人としての箍たがが外れた日。彼の運命は大きく動き出すことになった。それは大陸全土に於おける不可避の戦乱であり、また皇女との約束を果たす事ともかかわりがあるのは明白だった。クロムは来きたる大戦の予兆をはっきりと感じとりながら、耳が痛くなるような静けさの中で花が舞い散るのを見ていた。




　グラウスタンディア皇国からの使者がこの山を訪れるのは、この日より約一年後の事である。


《一巻へ続く》









あとがき







　このたびはグラウスタンディア皇国物語０をお手にお取りいただきまことにありがとうございます！

　内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。こちら本編の前日譚として『読める！　ＨＪ文庫』というウェブ小説サイトにて掲けい載さいされた物語でございます。ウェブ環境のある方は、他にも各作家さんの小説が無料で読めますので覗きに行ってみてはいかがでしょうか？
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　それではまた、本編にて！


二〇一五年九月吉日　内堀優一









序章二　隠し砦の二人







「……忘れ物なし！　大だい丈じよう夫ぶですよね」

　フィフニス・マカオンは、革かわ袋ぶくろの中身を確かく認にんすると、大きく頷うなずいた。

　皇女ユースティナ・クセルクセスの命により、遠方の山中に住まうクロム・ジャレットを迎えに行く事を仰おおせつかったのだ。

　紅海を越えたフルクロ港へ船で渡わたり、そこから山中へと分け入る。

　気候も風土も違う土地への旅路は、成人したばかりのフィフニスには当然初めての事だ。

　出しゆつ立たつの準備を終えると、祖父の部屋へと足を向ける。

「おじいさま、行ってまいります」

　今年に入ってから体調を崩していた祖父カウフマンは、ベッドから身体を起こすと相そう好ごうを崩くずす。

「うむ、フルクロは決して危険ではないが、道中は十分注意するよう」

　騎き士しとしての心配よりも、祖父としての心配の方が顔によく出ている。

　だからフィフニスは安心させるように、力強く胸を叩たたき、

「はい、任せてください。マカオン家の名に恥はじぬよう、任務を遂すい行こうしてまいります！」

　と、言う。するとカウフマンは未いまだ幼児がお使いに行くのを見る親のような顔をするのである。

　祖父というのは、いつまでたっても孫が心配なものなのだろうか。

　そんな事を思いながら、フィフニスは屋や敷しきを後にした。

　家を出るとその足を皇都シオニアの中心である皇城へと向ける。

　この任務を言い渡した皇女に挨あい拶さつをする必要があったからだ。

　この度たびの任務は、皇女ユースティナ個人からの要よう請せいで国事ではない。

　それ故ゆえか、送り出しの人の姿はなく、ちょっと残念な気持ちになった。

　部屋に入るとユースティナが柔にゆう和わな笑みで迎える。

「よく来てくれたフィフニス」

　緊きん張ちようしながらもフィフニスは背筋を正し、

「はっ！　これよりユースティナ皇女の任を全まつとうする為ため、粉骨砕身の覚悟で臨いどむ所しよ存ぞんで……」

　鯱しやつちよこ張ったフィフニスを、ユースティナの優ゆう雅がな笑いが止めた。

「そう気張るな。旅路は長いだろう。いまからそんなでは、息切れしてしまうぞ」

「お、お心遣づかい痛み入ります！」

　するとユースティナは徐おもむろに席を立ち、フィフニスに向かい合う。

「事態は急を要する。皇都シオニア、フルクロ港間に於おける海賊船の騒さわぎだけでなく、リジア宗しゆう旨し国家は再び軍備を整え始め軍ぐん拡かくの動きを見せているという。我がグラウスタンディアも海軍発足に加え、陸軍の軍備を拡大しているが、やはりリジアに攻せめ込まれては、おいそれとどうにか出来るものではない」

「だから、クロム殿の存在が必要なのですね？」

　するとユースティナは少し驚いたような顔をする。

「……カウフマンから聞いているのか？」

「あ……はい」

　皇国七聖の一人であり、グラウスタンディア軍に於おける最高責任者でもあった祖父カウフマンは、将軍として、そして同時に軍師として歴史に名を残す人間であった。

　そんな祖父から、五年前に終結した第一次リジア戦役の話は幾いく度ども聞いた。

　その中に幾いく度ども現れるクロム・ジャレットと彼が率いるアレンビア小隊の話は、幼いフィフニスの胸を躍おどらせた。皇国の危機に駆かけつけ、その采さい配はいで鮮やかにリジア軍の裏をかくクロムは、フィフニスにとってはある意味神格化された存在になっていたのである。

　ただそんなクロムは、カウフマンに付き従っていた関係で、幾いく度どもマカオン家に逗とう留りゆうしていた。

　帰国する度たびにカウフマンから聞いていたクロムが目の前にいる事に、フィフニスはいつも緊張を隠せず、終ついぞちゃんと話したことはなかった。

　一度、お芝しば居いに連れて行ってもらったことはあるが、結局その時も取るに足らない話をして終わってしまったのである。

　次に会う時は、きっと戦場の事をたくさん教えてもらおう。

　そんな期待がフィフニスの胸の裡うちにはあったのだ。

　ユースティナは当然そういったフィフニスの事情などは知る由よしもないが、カウフマンの弟で子しのような存在であるクロムを、フィフニスが知っているのに得心しているようだった。

「そうか。ならば話しは早いな。皇国七聖と言っても、やはりそれぞれの力を遺い憾かんなく発揮するには要かなめの人間が必要だ。彼はこの国に於おいてなくてはならぬ存在だからな」

　そう言ったユースティナの顔をフィフニスはまじまじと見る。

「な、なんだ？　私の顔になにかついておるのか？」

　そう問い返されてフィフニスは慌ててしまう。

「あ、いえ！　すいません。ただ……」

「ただ？」

　そこでフィフニスは少しモジモジしてしまう。

「……ユースティナ様にとってクロム殿はどんな存在なのかなと……ちょっとした疑問で」

　そう言った途と端たんにユースティナの顔が薄うすく朱に染まる。

「なっ……なにを言っているのだ！　クロムはただの家臣だ！」

　ユースティナが声を荒らげてそう主張するものだから、フィフニスも驚いてしまう。

　勢い余って、

「そ、そうなんですか。すみません。てっきり家臣以外に別の意味もあるかと思って」

　口からポロリと思い付きのような言葉が飛び出してしまう。

　すると又またしてもユースティナは焦あせったような反応をした。

「な、なな、なんだ、別の意味とは!?」

　まさか無礼な事を口にしたのでは、と輪をかけて焦あせるフィフニス。

　結果、よく考こう慮りよもしていない言葉が口からポンポン飛び出した。

「そ、それは、ほら！　クロム殿は一年間ユースティナ様の教育係として片時も離れる事無く一いつ緒しよにいたというお話ですし、その後戦場に降り立った姫の傍かたわらには常にクロム殿がいたという話ですし、足あし掛かけ二年もずっと同じ場所に年頃の男女が居たら、身分の差を越えて某なにがしかの感情に発展すると言いますか……」

　いよいよユースティナの顔は真っ赤に染まっていく。

　これはいけない、姫の気分を害してしまった――と内心思っているフィフニス。

　だが緊張から事態は悪い方向に転がり落ちて、転がり出した口が止まらない。

「あ、あ、変な意味じゃないんです！　ほら！　クロム殿の事ですから、きっと戦場ではユースティナ様を必死で守ったでしょうし、そんな状じよう況きようを幾いく度ども繰り返していけば、年頃の子女ならば殿方への恋れん慕ぼの情が生まれるのは当然の流れですし、勿もち論ろん、だからと言って節度を越えるような事は二人にあるなんて決して思ってませんが、寧むしろその決して越えてはならない身分の壁こそが燃える展開と言いますか……」

「もうよい！」

　聞いている途と中ちゆうから真っ赤になったユースティナが息を弾はずませながら話を切った。

　とんでもない事を延々とのたまった挙あげ句くに漸ようやく止められて安心する。反面、高貴なる人を完璧なまでに怒らせてしまったと、フィフニスは泣きたい気持ちになった。

「……も、申し訳ありません……うぅ」

　ユースティナの方は顔をバルコニーの方に向けて、必死で顔を扇あおいでいる。

「まったく。恐ろしい妄もう想そうはしないで欲ほしいものだ。いくらフィフニスが若いとはいえ度が過ぎるぞ」

　などと言っているが、フィフニスとは一つしか歳としが違わないユースティナも十分に若い。

「とにかく、道中は気を付けるように。これは重要な任務なのだ」

「そ、そうですよね。はい！　頑張ります！」

　そうして一連の挨あい拶さつを済ませ、経理部の文官からフルクロ港に着いてからの随ずい行こう者と落ち合う段取りを確認する。

　書類等の確認を終わらせると、船の出る海かい浜ひん地区へと足を向けたのだった。




　フルクロ港までは陸路と海路が存在する。だが、この時分グラウスタンディアは雨が多く、川が増水する。川開きの号令が出るまではそこで足止めを食ってしまう事を考えれば、海路を行くのが得策だ。

　そういった理由でフィフニスは予あらかじめ商用船と交渉をしていた。

　期日にシオニアを出港しフルクロへと行く船に同乗させてもらうのだ。

　ただ問題はあった。

　件くだんの海賊である。シオニア――フルクロ間で脅威となっている海賊たちは、神出鬼没に商用船を襲おそっている。

　運悪くこれに出くわしてしまうと、任務を完遂する事が出来ない。

　最悪命を取られる危険性すら孕はらんでいる。

　乗船してしまえばどれ程ほど自分が気を付けていても意味がない。

　それ故ゆえに、この海域への出港は危ぶまれるところもあった。

　漸ようやく出航時間となり、小さな商用船に乗り込むと、フィフニスは一息吐つく。

　潮しお騒さいに耳を傾かたむけ、海鳥たちの見送りを横目に船は滑すべっていく。天候も晴れ渡り申し分ない。このまま何事もなく行けば、五日後にはフルクロである。

　そう思っていた二日目の事。

　思わぬ形でフィフニスの行く手を阻はばむものに出くわした。

　それは海賊船ではなく嵐であった。陸路の天候が悪いということは、自おのずと海路も悪天候に見舞われる可能性が高くなる。

　それでも船乗りたちの、ここ数週間は大丈夫であろう、という話を鵜う呑のみにしてしまった。勿もち論ろん疑ったからと言ってどうこう出来たとも思えない。

　なにぶん海の天気は変わりやすい。

　嵐と言っても一過性の物である可能性もあるし、長引くこともある。

　激しく横揺ゆれする船底で、フィフニスは幾いく分ぶん気持ち悪くなりながらも、柱に掴つかまって必死で嵐が去るのを待った。

　しかし一刻、二刻と時が経たっても、船が嵐を抜けることはなかった。

　船は激しく傾いたかと思うと、揺り戻しが来て逆側へとまた傾かたむく。

　波と風のせいで船は予測不可能な揺れ方をし、ついには、

「いたっ!!」

　フィフニスは強したたかに額ひたいを柱にぶつけてしまった。

「いけない……血が出てる」

　薄うつすら滲にじむ額の血を見て、懐ふところから包帯を取り出し、どうにか巻きつける。だが船の揺れのせいで、どうにもうまくいかない。殆ほとんど顔を覆おおうように包帯を巻いてしまい、なんだかお化けじみた様よう相そうになってしまった。

　それに輪をかけ、船の横揺れはいよいよ激しくなり、このまま転てん覆ぷくするのではないのかと心配になる程ほどだった。

　その時、船室のドアを開けて船員が入って来る。

「おい、ねーちゃん！　それ以上船室の中にいるのはあぶねえ。荷物に潰つぶされるぞ」

　確かに船室の中の積み荷がズルズルと動いているのはさっきから目に留とまっていた。かなり重い物らしく簡単には動かないとは思っていたが、これ以上揺れが激しくなれば、ここも安全とは言えない。

「とりあえず甲かん板ぱんの手前の廊ろう下かに出てくれ」

　フィフニスは返事もできず、促うながされるまま船底の荷物室を出た。

　甲板の上は右へ左へと船員達が駆かけ回っている。

　大波が幾いく度ども叩きつけるようにぶち当たってはその都つ度ど船が激しく揺れる。

　これ程ほどまでに大きな荒波にも船はひっくり返らないものなのかと、フィフニスは心底感心したが、それでもこれ以上の波が襲って来れば転てん覆ぷくしてもおかしくはない。

　なにもできぬ彼かの女じよは、ただ精霊神に祈りを捧ささげるしかなかった。

　だがその祈りは自然の猛もう威いの前には通じない。

　船の高さの三倍以上はある大波が打ち寄せたのだ。

　船上は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれ、次の瞬しゆん間かん――全すべては水の底に沈しずんだ。

　船は大波に軋きしみを上げ、帆は折れ、船体は真っ二つに引き裂かれる。

　フィフニスがいた場所の真後ろが、水圧で軋きしみ瓦が解かいしたのだ。

　だがこの時、考えるよりも早くフィフニスの身体が動く。

　壁に掛かる浮き輪に抱きついたのだ。後はただ浮き輪に抱きついたまま、激しい海流に飲まれて行った。

　それがフィフニスの最後の記き憶おくであった。




「おーい！　こっちにも打ち上げられてるぞ！」

　誰だれかの声が聞こえる。

　いったいここはどこだろうか？

　そう思い、フィフニスはゆっくりと瞼まぶたを開ける。が、どうした事か、何も見えない。

　目の前は白くぼやけたまま、像を結ばないのだ。

　フィフニスはその事にただただ取り乱した。

「うそ……どうして!?」

　その場に手を突つき、手さぐりにあたりの物を触ってみる。

　手には砂浜の感触と、記憶の最後にしがみ付いた浮き輪があるだけだった。

「おい、こっちは生きているみたいだぞ！」

　男の声。誰かが居るのだ。

　咄とつ嗟さにフィフニスは自みずからの顔を手で覆う。

　隠おん密みつの任務を仰おおせ付かっている以上、迂う闊かつに顔を見られたら大事にもなりかねない。

　あるいは、近くにいるこの男が件の海賊である可能性だってあるのだ。

　相手が何者かわかるまではどうにか素す性じようを偽いつわらねば。

　そう思ったフィフニスの頭上から、男の声が降り注ぐ。

「ありゃ、嬢ちゃん大怪け我がしてるじゃねぇか……」

　言われてフィフニスは漸ようやく自分の顔に包帯が巻かれていた事を思い出す。

　船中で額ひたいの傷をどうにかしようとして、揺れでうまく巻けずに顔中に巻いてしまったのだ。

　ここは怪我をしている事にして、顔を見せないようにし相手が何者か窺うかがおう。

　そう思い、フィフニスは顔を上げた。

「あ、あの！」

「え！　あ、はい！」

「こ、ここはどこですか？　あの、わたし……目が……見えなくなってしまって……」

　自分で言っているうちに事の重大さが実感に移り変わり不安になった。

　すると男は驚いたような声を上げる。

「おいおい。嬢ちゃん。目が見えねえのか？」

　フィフニスは泣きそうな気持ちになりながら、コクリと頷うなずいた。

　すると男は困ったように溜ため息いきを吐つく。

　すると、遠方から誰かもう一人駆かけ寄って来る足音が聞こえた。

「どうしたルービル」

「あ、いや、この嬢ちゃん、目が見えねえって」

「なに？」

「どうするダグラス？」

「ちょっとこっちに来い」

　二人は少しはなれた場所へ行くと、何かをこそこそ話し出した。それがフィフニスの不安を煽あおる。どこかとんでもない所に流れ着いてしまったのではないのか？　そう思った。

　このままではクロム・ジャレットを連れ帰るという任務を遂行するどころか、彼に会うことすらできない。

　すると後から来た男がフィフニスの下にやって来る。

「どうやらこの浜に流れ着いて生きていたのはあんただけのようだ。運がよかったな」

　そう言われ、あの船員達が海に沈んでしまった事を認にん識しきし悲しい気持ちになった。

「そう……ですか」
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「名前を聞いておこうか？」

「えっと………――――ティアニスです」

　咄とつ嗟さに母の名を口にしていた。それはこの任務の重要性から、名を伏せようと思ったからである。

「そうか。俺おれは…………あー……ダグラムだ」

　今の間は何だろうか、と思ったが今はそんな事を気にしている場合ではなかった。

「あの、ここはどこでしょうか？」

「ああ……そうだな、その……ここはあれだ――ただの漁村だ。名前もない小さな漁村」

「えっと……場所的には……どのあたりでしょうか？」

　そう問うと、ダグラムと名乗った男は言葉に詰つまった。

　聞いてはいけない事だったのか、とフィフニスは少し申し訳ない気持ちになる。

　すると彼は、少し間を置いて、

「目が見えないそうだが、村の医者に見せよう」

　と言ってフィフニスの手を取った。

　医者の所まではそれ程ほどの距きよ離りはなかったように感じた。

　医者はフィフニスの目を見て、それから船がどんな状況で難破したのか聞くと、

「う～ん、一時的な物だとは思うよ。大きなショックで目の機能がビックリしてるんだと思う」

　と言って点眼薬を処方してくれた。

「……それよりそっちの顔の傷の方が気になるなぁ……」

　言われてフィフニスはビクッとする。

「あ、えっと、これは………」

　どう言い訳をしようかオロオロしていると、男の一人が怒ったように、

「おい、野暮な事言うんじゃねえよ。子供だからって相手は女の子だぞ。顔の傷に触れるなんてデリカシーのねぇやぶ医者だなぁ」

　と言い出した。

「あ……そう。ま、いいけどね。治療が必要ないんなら」

　そう言って医者は興味をなくしたような口調でそう言った。

　フィフニスは出来る限り小さく、安あん堵どの息を吐つく。

　ここで顔がバレたら事だった。戦場の経験がないとはいえ、仮にも千人長の位を持つフィフニスの顔を知っているリジア将校が居たりしたら、きっと不ま味ずい事になるからだ。

　フィフニスは村の医師に幾いく度どもお礼を言って辞去した。

　一時的な物だ、と医者は言っていたが、それでもいつまでこの状況が続くかはわからない。

　それにここがどこなのかすらわからない事が余計に気持ちを沈ませた。

　ぼんやりとしていると、外から潮しお騒さいの音と海鳥の声が聞こえてきた。

　見えない目でフィフニスは鳥の鳴き声の方角を追った。




「おい、どーすんだよ、ダグラス！」

　副隊長補佐のルービルが、彼かれに向かって勢い込む。

　ダグラスはウンザリ顔で溜ため息いきを吐ついた。

「どうもこうもない。相手はスタンディア人だ。この事はナターシア様に報告して、処理は上に任せる」

　するとルービルはまた食らいつくように言う。

「そんな！　おまえ、ナターシア様に報告して見ろ。スタンディア人なら処刑しろって言い出すぞ」

「だったら兄さんに聞いてみる」

「イジャ隊長は……もっと最悪な事になる！　女なんか見たら見境がないのはおまえが一番わかってんじゃねーか」

　たしかに兄は手て癖くせが悪い。その上、軍人らしい矜きよう持じもなく、一つ間ま違ちがえれば海賊と変わらない所がある。

　だとすれば今回の海賊偽装作戦に於おける兄の配置はおあつらえむきとも言えた。

　リジア宗旨国家から出された作戦にダグラスは渋じゆう面めんを作ったものの、兄のイジャは喜んで遂行を了りよう承しようした。

　兄弟としての親愛の情はある。兄として尊敬もしている。しかし軍人としてはどうか？　と問われると首を傾かしげるところがダグラスの兄にはあった。

　それでもダグラスは憮ぶ然ぜんとしてルービルに言い返す。

「仕方あるまい。今は任務中だ。この事を報告せずにいるのは軍紀違反だろう」

「いや、そうかもしれねえけどさ、かわいそうじゃねーか」

　ルービルにはこういうところがある。

　女子供を見ると途と端たんに甘くなる性質たちだ。

　殊ことに、今回拾ったのは女でしかも子供だ。ルービルが情をかけない訳がない。

「しかもよ、目が見えねえっていうじゃねぇか。だったら何も問題ないだろう？」

「なんだ、問題って」

「だからよ、この隠し砦だって、それに俺たちがリジア人だって事にもあの娘むすめは気付いてねえんだ」

　たしかに彼の言うことには一理ある。

　だが次にルービルの口から飛び出した言葉に、ダグラスは心底驚きよう嘆たんした。

「だったらさ、彼女を故郷まで連れてってやろうぜ」

「お、おまえは…………バカなのか？」

「おい、こら！　バカとは何だ！　俺は親切心で言ってるだけでだな！」

　親切心もそこまで行けばただのバカだ。それがこの男にはわかっていない。

　困っていれば手を差し伸べてしまう。そういう軍人らしからぬ所があるからこそ、ダグラスはルービルとも仲良くなれたような気がする。

　現在のリジア陸海軍はどうも政治色が色濃こく出ている。そんな中で生き残って行こうとするのは至し難なんの業わざだ。時として自らの矜きよう持じに背そむかざるを得ない事すらある。いや、そうでなくては、リジア軍の中で生きて行くのは難しくなっていたのだ。

　そういう苦しい選せん択たくを迫られた時、人はよく間違う。ともすれば一生自分に負い目を感じるような卑ひ怯きような選択すら進んでしてしまう、そういう空気がここにはあるのだ。

　そんなまがまがしい空気の中で、ルービルのような人間はとても快活に、そして明快に正しい答えを導き出す。

　それは彼が根本的に善人であり、正直者であり、そしてバカである事の証しよう左さでもあった。

　故ゆえにダグラスはルービルの意見を大切にしてきた。

　だが今回は違う。

「いいか、あのティアニスという娘がどこの娘かもわからんのだぞ？　仮にシオニアだったとしてみろ。あそこまで連れて行くというのか？」

「いいじゃねえか。近くの陸に降ろして、それでお終しまいで」

「目が見えんのだぞ？　それを町から離はなれた所に置いていくのか？」

「あ、そうか」

　ダグラスは手で顔を覆おおった。本当に何も考えていない、この男は。

　それに問題はまだある。

「俺たちがあの娘を送っている間の不在を上にどう説明するんだ？」

「……あー」

　あー、じゃない！

　のど元まで出た言葉をどうにか押おしとどめる。

　するとルービルは突とつ然ぜん、アッと声を上げる。

「どうでもいいけどさ」

「なんだ？」

「周りにあの娘のことバレたらやばいな」

　その瞬間、ダグラスもルービルも同時に立ち上がる。

　そして先ほど娘を置いてきた海辺へと走った。




　どれ程ほど海辺でぼんやりとしていただろうか。

　フィフニスは少し肌はだ寒ざむさを感じて立ち上がった。

　だが立ち上がってから、また困ってしまった。

　なにぶん、自分は目も見えず、しかも今日泊まる場所もないのだから。

　目さえ見えていれば、野宿も可能だろう。だが今の状態ではそれもままならない。

　それどころか、今夜の食事すらどうしていいのかわからなかった。

　生まれて初めての旅で、こんな状態になってしまい、心細さとひもじさで涙なみだが零こぼれそうになった。

「……どうしたらいいんでしょう」

　再びその場に座りこんで膝ひざを抱いた。その時である。

「おーい！」

　先ほどの助けてくれた人たちの声が聞こえた。

「ああ、よかった。ここにいたか」

「とりあえず、こっちだ。今夜の寝ね床どこと飯くらいはどうにかする」

　何やら二人は酷ひどく焦あせっているような声こわ色いろでフィフニスを急せかしてくる。

「え、あ、え……」

　アワアワとしている内にどんどん手を引かれ、どこかに連れられていく。

　そうしてどこかの室内に通されるとダグラムと名乗った男が口を開いた。

「いいか。あんまり声を上げないでくれ」

「なんでですか？」

「あー……ええっと……」

　ダグラムが言葉に詰つまると、もう一人が補おぎなうように口を開く。

「村長が無類の女好きなんだ。見つかると、そのまま嫁よめに盗られるぞ」

　まるで化け物のような言い様だったが、フィフニスはその言葉に身を震ふるわせた。

　ここで誰かの嫁に盗られてしまっては、任務を遂行できないからだ。

「こ、困ります。私、フルクロまで行かないと……」

「シーッ」

　思わず声が大きくなっていたのか、慌てて口くち許もとを押さえる。

「そうか、嬢ちゃんフルクロへ行く途中だったのか」

「はい。その……昔家族だった人に会わねばならなくて」

　嘘うそではなかった。逆に嘘を吐ついてバレたらその時の方が恐ろしい。この唯一味方してくれる二人にすら見捨てられてしまったら、もうフィフニスには頼る人間がいないのだから。

　とはいえ、任務の事は軍事機密上とても口には出来ない訳だから、仕方なくぼやかしたような言い方になってしまう。

　だがそれを聞いた途と端たん、もう一人の男が、

「昔……家族だった……それって……うぅ」

　と鼻を啜すすりだした。どうやら訳ありで離ればなれになった家族――と勘かん違ちがいしてしまったのかもしれない。

　ある意味では間違っていないのだが、なんだか嘘を吐ついているみたいで非常に居心地が悪かった。

「よし、わかった、嬢ちゃん。きっとおっちゃんたちが、フルクロまで送ってやる」

「おい、おまえ、そんな安やす請うけ合いを……」

「なんだ、おまえだって、このまま放っておけねえだろうが」

「だが……しかし……」

　ダグラムの方が、う～んと唸うなり声を上げる。

　この漁村から、フルクロは遠いのだろうか？

　それとも彼らにはこの漁村から出る事が出来ない訳があるのだろうか？

　どちらにしてもそれを問うのは憚はばかられた。彼らの好意に甘え過ぎていると思ったからだ。

「あ、あの、もう少ししたら目が見える様になるみたいですし……」

「だからこそ今のうちに送り届けるんだ」

「おいバカ、ルービ……」

　ダグラムはルービという男を制するようにそう言う。もう一人の人はルービというのか、とフィフニスが思っていると、ダグラムがコホンと咳せき払ばらいをする。

「こっちの村にはこっちの村の事情があるんだ。そこは深入りしないでくれ」

「は、はい」

　たしかに辺境の村々には、自分の住んでいる所では理解し難がたいような独自の決まりがある。

　助けてくれた彼らが触れるなと言うなら、やはりそれ以上問うのは失礼だろう。

　するとダグラムはそのまま静かな口調で続ける。

「とにかく今日はそこでぐっすり寝ろ。飯は後でもってくる。とにかく身体を回復させるのが優先だ」

　そう言うと二人はそのまま、部屋を出て行ってしまった。

　ずいぶんぶっきらぼうな口調だが、二人ともとてもいい人だと、フィフニスは心の中で感謝した。




　ダグラスは自分の割り当てられた幕ばく舎しやにティアニスを置いてきた為ため、今夜寝る場所がない。なのでルービルの幕ばく舎しやへと転がり込んだ。二人とも士官である為ため、小さいながら個人の幕ばく舎しやを持っている。それが不幸中の幸いとも言えた。

「で、どうする？」

　問いかけるとルービルは気楽そうに、

「いや、フルクロなら近いじゃねえか。それにあそこは元リジア領だろ。リジア人もいっぱいいるから俺たちが行っても怪しまれねえって」

「そういう問題じゃない。俺たちの不在を上にどう報告するかって話だ」

「あーそれだな」

　そこで会話は途と切ぎれた。お互たがい一いつ介かいの士官だ。気楽に出歩ける立場ではない。

　ここからフルクロまでとなると、往復で三日は要する事になる。

　その間、どういう理由を付けてこの隠し砦を抜け出すのか。

　二人はその事を考え続けていた。そこで、ふとルービルが顔を上げる。

「おい、ダグラス」

「なんだ？」

「俺にいい考えがある」

「なんだ？　言ってみろ」

　しかしルービルはただニヤニヤするばかりであった。

　そんな彼の顔にダグラスは嫌いやな予感しかしなかった。

　そしてダグラスの嫌な予感はすぐに的中する事になる。

　ルービルはその足で、すぐさまダグラスを連れ、上司でありリジア十二貴族指揮官将ナターシア・リブレリアの下に行く。

「なんだ？」

　ツンとした表情で迎むかえる十二貴族の一人に、ルービルはすくみ上がってしまっている。

　こいつが何か思いついたと言うからついてきたのに、とダグラスは頭を抱かかえた。

　するとルービルは恐おそる恐る、口を開く。

「あ、あの、ナターシア様」

「だから何だと聞いている」

「じ、実はですね。フルクロ港にグラウスタンディアが戦力を集中させているという噂うわさがありまして……」

　とんでもない嘘にダグラスはギョッとした。

　するとナターシアは一いつ切さい表情を変えず問い返す。

「どこの情報だ？」

「あ、えっと、で、ありますね……」

　本当に考えなしで口を開きやがって、とダグラスは苦い顔をしながら一歩前へ出る。

「漂着物からの情報です。先日の嵐で難破した船にあった書類から、そうと読み取れる一文を発見しました」

「……ほう。その文書はどこだ？」

　まあそういう事になるな、とダグラスは観念したような気持ちになった。

　ルービルの咄とつ嗟さの嘘を、出任せの嘘でかばったのだから、こういう結果になる。

　するとルービルが更さらに一歩前へ出る。

「も、申し訳ありません！　じ、自分が迂う闊かつにも間違いを起こし……その文書を便所紙として使ってしまい、海に帰してしまいました」

　一いつ瞬しゆんナターシアの眉み間けんにしわが寄る。

　ダグラスはもう生きた心地がしなかった。

　よりにもよって便所紙とは……。

　存在しない罪まで被かぶって、小娘を助けようというこの底抜けにバカでお人好よしなルービルにウンザリとした気持ちになった。

　そしてこのバカに最後まで付き合う、覚かく悟ごが固まった。

　そこでダグラスは更に一歩前へと出る。

「発見者は自分であり、それをルービルに預けました。これはわたくしの管理責任の問題であります」

「な、なに言ってんだ！　俺がケツ拭いたって言ってんだろ！」

「なにを言う。預けたのは俺だ」

「だが捨てたのは俺だ！」

　こいつ自分の嘘をいつの間にか自分で信じ始めているではないか、となんだかおかしな気持ちになった。そんな譲り合おうとしない二人をナターシアが一いつ喝かつする。

「両者の責任だ！　仲良く二人で懲ちよう罰ばつを受けよ！」

　苛いら立だったその言葉にルービルが飛びつく。

「はい！　かしこまりました！」

　なにを嬉うれしそうな顔をしているんだ、こいつは、と思った矢先にルービルは最後の一押しをした。

「つきましては、その事実確かく認にんをしに、フルクロ港まで斥せつ候こうに行ってまいります！」

　ナターシアは当然ながら怪け訝げんな顔をした。

「なに？　士官のおまえらがか？」

「はい！　連帯責任との事なので、このダグラス副隊長と、わたくしルービル・レザン、二名のみによって、フルクロ港に於おける軍備がどのように進んでいるか、この二名のみによって確認してまいりたいとおもいます！」

　二名のみを強調しすぎだ、とヒヤヒヤするものの、ナターシアは暫しばしルービルの顔を見続け、

「―――よかろう。期限は三日だ。往復するならそれで十分だろう？　上陸して遊んでいる暇ひまはあるまい」

　と告げた。

　たしかに懲罰の名目で上陸し女を買いに行こうとする者も過去にはいた。

　それを懸け念ねんしているのか、と思った途端にダグラスの中で少し気持ちが緩ゆるんだ。

「もしそのフルクロの事が事実であったとしても、または隠おん密みつ裏りに進んでいる事だとしても、今後フルクロからシオニアへの渡航船は逐ちく次じ壊かい滅めつさせた方がいいかもしれんな」

「そ、そうですね。とにかく、状況を確認しますので、明日、朝一番で出ます」

「ああ、そうしてくれ」

　ルービルの勢い任せで、その場の思いつきな案は、どういったわけか、功こうを奏そうするに至った。帰り道、ダグラスは肩かたを落とし、心底疲れた溜ため息いきを吐つく。

「おまえの思い付きには付き合いきれん」

「なに言ってんだ、うまくいったじゃないか」

「おまえ……あそこで俺がフォローしなかったらどうするつもりだったんだ？」

　そう問うとルービルはあっけらかんと、

「いや、おまえなら絶対フォローするだろう」

「なに？」

「それが解わかってたから、とりあえず考えなしでナターシア様のとこに行ったんだから」

　ルービルの答えを聞いて、ダグラスはいよいよ脱力して再び肩を落とした。




　翌日、帆付きの小船を用意し、それにダグラスとルービルは乗り込む。

　そしてその中に、

「…………」

　息を潜ひそめるティアニスを入れた大きな籠かごが不自然に乗っかっていた。

　そんなダグラスたちに、

「おいその籠かごなんだ？」

　と問う兵士もいたが、ルービルは、

「おまえらの出したゴミだ。ついでに捨ててこいだって」

　とサラリと出まかせを言った。

　なんだかこの男は、昨日のナターシアの前での嘘以降、やたらと嘘を口にするのがうまくなった気がする。変な癖くせがつかなきゃいいが、とダグラスは心配したが、なにぶんルービルはなんでもすぐに忘れる。

　昨日ナターシアに吐ついた嘘も、明後日くらいにはすっかり頭から抜け落ちているのではないだろうか？

　そうこうして船を出し、沖に出た頃ころに、

「おい、もう出ていいぞ」

　と言うと、ようやくティアニスが籠かごの中からもぞもぞと這はい出してきた。

「す、すいません。こんなご苦労をかけてしまって……」

　そう言う彼女にルービルは気さくに返す。

「いいって事よ。女子供は助けるのが俺の信条さ」

　すると彼女はなんだか困惑気味に笑った。と、そこで彼女はぼんやりと中空を見つめる。

「どうした？」

「あ……いえ……なんだか……少し見えるような」

　その言葉に、ダグラスもルービルも顔を見合わせ息を呑のんだ。

　顔を見られては不味いからだ。

　自分たちはリジアからの命で隠密行動をしている。彼女を助けたのも、目が見えないからこそである。ここで自分たちがリジア人である事がバレ、それをフルクロにいるグラウスタンディアの兵に伝えられれば事である。

　咄とつ嗟さにルービルが口を開いた。

「だ、ダメだ！　目を瞑つぶって！」

「えっ？　えっ？」

　勢い任せなルービルの言葉に彼女も焦あせったように、すぐに目を瞑つぶる。そして、

「な、なんでですか？」

　と問い返して来る。困ったルービルがダグラスの方を見た。

　またおまえの尻しりぬぐいか、と思いながらダグラスは落ち着いた口調で説明をした。

「……医者の話だと…………目は治りかけが一番危ないそうだ」

「そう……なんですか？」

　するとルービルもそれに続く。

「そうだよ。太陽の光が目に毒なんだ。ほら、健常な目でも、海の照り返しで目をやっちまう漁師は幾いくらでもいるから、なっ！」

「ああ、そうだ。とりあえず、目は安静にしておいた方がいい。とりあえず、目め隠かくしをしておくぞ。今は絶対安静だ」

「は、はい。そうします」

　そう言って、ダグラスは腰に括くくってあった手拭いで彼女の目を覆おおい後ろで縛った。

　とりあえずこれで、彼女の目が仮に見える様になったとしても、自分たちの姿を見られる事はない。

　だが問題はまだあった。

　それはフルクロ港に着いてから、漸ようやく二人も気が付いた事だった。

「おい……どうする？」

「ああ」

　それは他でもなく、彼かの女じよに目隠しをしているこの状じよう況きようである。客観的に、どう見ても人攫さらいである。街の兵士などにこれを見み咎とがめられたら、なんと言い訳をしていいのか？

　勿もち論ろん彼女が自分たちの身の証あかしを立ててくれるであろうことは解っている。だが、それでもリジア兵である自分たちが尋じん問もんされ、敵兵と接触するのは非常に危険だ。

「とにかく嬢ちゃんは一度籠かごの中に戻もどって」

　とルービルが勧すすめると、彼女も不思議そうに首を捻ひねりながら、

「は、はい」

　と返答して籠の中に戻っていく。

　そうこうするうちに、フルクロの港が見える程ほどの距離にまで来ていた。

　すると前方に小型の船団の姿が見えた。

　おそらく、フルクロの海上を警備するグラウスタンディア兵だろう。

　隣となりにいたルービルが息を呑のむ。

「……まずいぜ」

　彼の言う通り、もしここで検問されたら即そく座ざに捕縛される可能性がある。

　だからと言って、逃げ出せば怪しまれて問答無用で捕まる事になるだろう。

　勢い任せで出て来てしまった事を、今は悔くいた。

　だがこの海域では既すでに自分たち以外にも商人の中型船や、漁師の小型船などが行き来をしている。堂々としていれば、そのまま通り過ぎる事も可能だ。

　そう思い、不自然な方向転換などはせずに、そのまま航行を続けた。

　そして次し第だいにグラウスタンディア兵の乗る警備船との距離が近づいてくる。

（頼たのむぞ……見逃してくれ……）

　天に祈るような気持ちで、ダグラスとルービルは息を呑のんだ。そしてグラウスタンディアの警備船が目と鼻の先ですれ違おうとする直前――。

「おい、そこの船。その積み荷は何だ？」

　グラウスタンディア兵から声を掛かけられた。

　もうダグラスは生きた心地がしなかった。どう答えていいのかわからない。中を確認されたら、確実に捕縛――そして少なくとも数日間は拘束される。

　当然三日以内に帰き還かんする事もできない上に、最悪自分たちがリジア兵である事すらバレる可能性があった。

　冷たい汗が頬ほおを伝つたう。その時、ルービルが口を開いた。

「と、鳥です」

「鳥だと？」

「はい。岩いわ海うみ鴨がもを捕まえて、これから売りに行くところです。生きたまま連れて行くと、高く買ってくれるんです」

　突然思いついたにしては上う手まいはったりだ。

　籠かごを開ければ、鳥が逃げ出す危険性がある。さすがにグラウスタンディア兵とはいえ、商売品をダメにしたら責任を取らされる事になる。

　だからきっと中身の確認は……。

「どれ、ちょっと確認させてくれ」

　そう言ってグラウスタンディア兵がこちらの小舟に飛び乗ってきた。

　その事態に今まで流りゆう暢ちように話していたルービルの顔がいきなり真っ青になった。

　しかもアワアワと焦あせって言葉が続かなくなっているようである。

（このバカ！）

　と思い、ダグラスがフォローに入る。

「か、勘かん弁べんして下さい。籠を開けたりしたら、一いつ斉せいに飛び出してきちまうじゃないですか」

　するとグラウスタンディア兵も確かにそうだと頷うなずく。

「じゃあ、ちょっとだけ、隙すき間まから確認させてくれないか。関税を潜くぐる為ために密売品だとかを持ち込む連中も中にはいるんだ」

　そう言って兵は彼かの女じよの入っている籠に手をかける。

　お終しまいだ――ダグラスもルービルも思わず目を瞑つむった。

　その時、突然籠がガサガサと激しく揺ゆれ、

「クワッ！　クワッ！」

　と中から鳴き声が聞こえたのである。兵は触れようとした手を止め、

「……中々活いきのいいのを捕ってきたな。鳥なら問題ないんだ。時間をかけさせた。協力に感謝する」

　と言って自分の船に戻って行った。二人は暫しばし警備船の去っていくのを呆ぼう然ぜんと見送り、そしてその場に尻しり餅もちをついた。

「助かった……」

「……流石さすがに無理だと思った」

　そう言って、先ほど鳥の声が聞こえてきた籠に目を移す。

　すると、籠から小声で、

「………あの……もういいですか」

　と彼女の声が聞こえた。

　ルービルが思い出したように立ち上がって彼女の籠の方へと行く。

「た、助かったよ嬢ちゃん」

　すると籠の中からは、

「いえ、だって籠の中からこんな姿をした人間が出てきたら、変な疑いかけられちゃいますもんね。お二人のような良い方にこれ以上迷惑を掛けるわけには行きませんから」

　と言って小さく笑う声が聞こえた。

　ダグラスもルービルも顔を見合わせて、そして釣られたように笑顔になった。




　フィフニスの乗る船の外からガコンという音が聞こえる。

　どうやら船着き場に着いたようであった。

　フルクロ港に着いたのだろうか？　と思いながら、早く外が見たい気持ちでいっぱいになった。

　すると籠の上からルービの声が聞こえる。

「いいかい嬢ちゃん。ここで開封すると、騒さわぎになっちまうからさ」

「あ、はい、そうですよね」

　こんな姿を港で晒さらせば、助けてくれた二人に迷惑が掛かってしまう。

「俺たちでちょうどいいとこに運ぶから。ジッとしててくれよ」

「わかりました」

　そう答えると籠がゆっくりと持ち上げられる感覚が伝わって来る。

　そして二人に運ばれながら、次第に人々の生活の声や音が近づいてくるのが聞こえて、心から安心した。

　するとダグラムの方が、小声でフィフニスに声を掛けた。

「もう少し行った所にちょうど良さそうな所があるから、そこに籠かごをおく」

「はい、ありがとうございます」

「それで……籠の中でゆっくり20数えてそれから出て来てくれ」

「？　……なんでですか？」

「あー……まあ頼む。そうしてくれると俺たちが助かるってそれだけなんだ」

　どういうことかはわからなかったが、恩人がそう言うのならと、フィフニスは了承した。だが、その目的の場所に辿たどり着く前に事件は起きた。

　外からルービの「あっ！」という声が聞こえたかと思うと同時に、ドンという衝撃。そして籠かごが激しく回転しながら揺れたのである。

　フィフニスはその衝撃で籠の外に飛び出てしまう。

「きゃーっ！」

　という人の悲鳴と騒ざわめき。状況はすぐに把は握あくできた。二人の男が取り落とした籠の中から、目隠しをされ、顔に包帯を巻いた少女が出てきたのだ。

　ルービとダグラムの声がした。

「やべぇ、これはやべぇ！」

「このバカ！　なんであそこで……！」

「し、仕方ねえだろ！　持ち替えようとしたんだ！」

　そして運が悪い事に、その場には警備兵の姿があったのだ。

「おい、おまえら！　ちょっと待て！」

　フィフニスはすぐさま身体を起こし、

「待って下さい！　この人達は違うんです！」

　と言ったが、場の勢いに聞いてはもらえない。

　すると後ろからダグラムの声がする。

「仕方ない、逃にげるぞ」

「おう」

　駆かけだす足音。フィフニスは急いで目隠しを取った。助けてくれてここまで連れて来てくれた恩人の顔を確認しようと思ったのだ。

　見えなくなっていた目はかなり回復していた、だがフィフニスの目に映ったのは走り去る二人の男の後ろ姿だけだった。

「あの……！」

　立ち上がろうとして、バランスを崩くずした。

　ずっと同じ姿勢だったから身体がすぐには言うことを聞かない。

「あの！　ありがとうございます！」

　彼ら二人に届くように、フィフニスは大きな声で叫さけんだ。

　二人は振ふり返りもせず、ただ手を一回だけ振ると加速するように港の方へと駆かけて行ってしまった。

　その時、フィフニスの真横を警備兵がすり抜ぬけて行こうとする。

「ごめんなさい」

　小声で言った瞬しゆん間かんに、警備兵の足を軽く掴つかんだ。勢いのついていた警備兵はそのまま激しく転倒し、魚屋に突っ込んでいってしまった。

「あわわ……やってしまいました……」

　自分のしたことに戦せん慄りつしながら、フィフニスは顔も知らぬ恩人の無事を祈った。




　後日、フルクロ港の領事館にて漁師二人が捕とらえられていないか確認をしたが、そう言った案件は報告されていない、との事であった。

　無事、逃げ遂おおせてくれたのだろうか、と思いながらフィフニスは港にやって来る。

　ジャレット山に向けて出立する前に寄っておかねばと足を向けた。

　あの命の恩人に会えるかもしれない、そう思ったのだ。

　だが大きな港町であるフルクロの波は止と場ばは人で溢あふれかえっており、仮に二人がいたとしてもとても見つけられそうにはなかった。

　暫しばし海を眺め、ウミネコの声を聞く。

　そして彼かれらが去って行った海に向かい目を細めた。

「もし――もしまたお会い出来ることがあったら、きっとお礼を言わせてくださいね」

　そう言ってフィフニスは深く頭を下げた。


《終わり》
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